
昭和

1 9 5 0」~1951ノ
＼ 



正 誤 表

頁項目

目次研究事項目 、a

3～ 4 化学検査部麻薬化粧品料

グ註

7 特定財源表、衛生試験手数料

7 施設表生活衛生笥）CO上に

7 施設表深川出張所

10 151子日

11 都庁費

12 金額欄上から 3行日

下から 4行日

下から 2行目

一番下の行

設

橋藤巧

岡村建夫

医薬第コ課

5,867,600 

店主

ri河町 315

製造部

38,909,292 

14.5000 

57.JO. 

64ラ.900

16,734 

275名寄

責 Jl¥.

捉・/JIし 12月23日、

沃度。欄 2

調味料d

21 

46 

市販具類

葡萄糧

約 3

業務成は

｝司方適否試

小豆諸

14 11行目

II 22行

18 8行日

25～26 栄養課表飲料白行

30 3行目

31、32 表部某子の成分

油JJ旨類計

34 17行日

38～39 表、静別その他の下から 4行Fl

40 JS行

最後

下から 7行自

9行目

3行日

6 fif=I く1.79タ;G)

戸フ

f
o
q
L
q
J

民
ノ

f
0

4

4
、
5

5

5

5

7cc 

第 6表左より 7列、コ』ノL酸ソーダの項 0196

第 5節 3行日 リヨコーノレ、

第三燐酸ソーダ司、

第一燐酸カ日、

II 4＇行 fil >' .....ダ、

l行日 第二隣酸ソ目ダ、

第 6節 l行日 〈日本栄養〉、

第 2表石戸小学校 511ミS検査材料－ 100 

7 fi目 いる

3行日 medium. 

l行日 St. vori'dance 

紘掠 l行目 溶連勝菌

II 

57 

II 

円

U

1

i

A

A

守

i

n

o

A
U
f
o
f
o
f
o
f
o
 

1E 

脅藤功

田村健夫

医薬品第二課

5,897,600 

総務部

白河町 3・ノ5

製薬部

38,909,262 

14,500 

57,100 

645,900 

516,734 

275名、寄

寅．瓜

提出し、 12月23日

筑糖の欄に移す、

調味料、

26 

146 

市販貝類

稲萄粉

約 3

業務成績は

同方適否試験

小豆諸

lee 

く17.9%)

0.1% 

りココ.....；；レ，

第二燐酸ソーダ；

第一燐酸カ ！｝ ; 

ソ F ダ；

第二隣酸ソーダ；

．〈日本栄養〉；

10.0 

ν、る。

medium、
St. viridance 

際連菌



68 

69・

70 

71 

72 

73 

73 

fl 

74 

II 

75 

76 

” 
77 

綜 括 ラ 行 目

文献 17)

グ 18)

下かち日行目

Cohn co闘第二輪

1 .fr目

第三輪

第四輪

第 2園最下段

l行日

第ラ闘 2栴］

第Hli7行日

第 7闘

第 8園凝集素償

19行

第 9闘

ラ，Hr日

淋菌培養装置

グ 20行

81 12行

79 見出項目

82 下から 411日

86-87 表蛋白質欄 l行日

脂肪欄12行日

友分欄 2行目

85 a) 栄養嬬取量 4行H

33,....,,39 表蛋白質概金平均

95～96 各表下から三段目

96 1行耳

97 4 1T 

97 下から 3行目
104 下から 14行目

下から 15行日

107 7行日

108 9 ｛子日

112 17fi目

..ーーι 」 J‘一 一 一 一

15u/cc.腸チフス菌 z

y7). 1943 

371 

最も多〈、イソ

IV-34 

IV-I 

i-r 

！此

抗血反約

血反病

iラu/cc.鼠チフス菌

17) 1948. 

1ラ4

最も多〈イソ

IV-3.4 

IV-1 

Eーi

]l[-1 左］［.....：...2D問の
分割にEを入れる。

抗血友病

.ffil!li:病

空間、 型が、

第四第 第四到

.~fJ用定 ヂU~t用

28 2 
民 Ys

（有事故アシモγ6.0開カ川 （核酸アシモシ6.0¥7iS酸カ）
4.0 7J<. roo I ¥ 9 4.0、＊ 100.0 j 

Jiter Titer 

312 512 

有無細菌… 有無、細菌

Jiter Titer 

日00(1分間〉 500(1分間〉

淋菌培養 淋菌培養、

長いpH影響は

気流感畳j毘度

I ).JI ).fil)lV)V)Vl)VIT) I) 

Balaeno 

3031 

2092 

035 

72.43g ’σあた口

(82.42 

脆

B清島・・・

KMno,1 

2 

E.BM.:l者j也

G.L.B 

Soか4

5員い。糖－－－－－－

’βナフト戸 JI〆

長い口 pntD影響は、

気流、感畳温度、

i) ii) iii）平iう・v)vi)vii)i)
rVJ 

Balaeno-

.30.31 

20.29 

0.35 

72.43g・であった0

．く82.42)

大腸菌群

b) 清島

KMn0,1‘ 

一行上げる。

E.B.MJ'11f±也

G.L.B. 

S0/1 

弧v、 JfJf"•... 

β戸テフト－；レ、

印刷。都合により此の様に多＜ ＇°誤植を出 L、読みに〈い事と思いますが御特しゃ願まいす。



東 京都立衛生研究所



車田 菌 音E



年報第二号発刊にi祭して

本研究所年報第 2号を刊行するに当って、｝言所懐を主主ぺて挨拶としたい。

年報刊行の目的に就いては、既に第1号に注ぺ℃置いた。そして此の目的に基いて此処に第九

手乞上梓する次第である。たとえささやか左印刷物であっても、第 2年の足跡を書きとどめて置

くととに対し、少からお喜びを感予る。殊に第1号を読んで、下さった多数の方々から、色々注意

味に於ける賛鮮を頂いているので、恰もノj、児のような興奮を提ぇ、第 2号の刊行に就いては、張

合のある気持で当るととが出来た。関心を寄せて下さった多くの方々が治世辞のみで所感を述べ

られたとは信じたくないのである。

過去 Hf.の間に起った極々の事1l:jコに就いてありのまま？と書き綴つ亡置くととも、研究所に加え

られた幾多の研究の結果として意味無いたとではたEいが、紙数等ぴ〉関係で思う上うには行かたか

った。機構、設備、予算、人員配置等vd~t・ハても、飾無い歩みの表現として、イ可等かの参考にな

るとは5与えたが、之も詳細を記述ずる乙とは中JI二した。という理由は、月報の方に譲り得るから

である。そとで；本号忙於いては‘木研究所に於いて行われた試験、検夜、訴j査、刷

古！匂の頁を剖くととにしたο

之等の発表も実は、各部各課で4子ったもに）のrf;1の妓っかであって全部ではない。此の掲載報告

の法探に就いては少からぬ苦労をしたのであるが、結局、現下のnH：会jfた態に在って‘最も有意言語

であると思われるものを目安にして態んだつもりである。

幸に第 1号｜可様各f立の笹11精読を得、イ可等かの御参考になる事が出来れば、吾々の喜びは、之に

過ぐるものがない。
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第一挙 ）事 ~Jt 

東京都立衛生研究所・は東京都に於ける公衆衛生の向上、；増進に寄興するためK昭和 24!.F3 月

5日に設ιされ、細菌、学的検査、環境及び栄養の調査研究、水質険査、飲食物検査．化学検査、

J：制支検査、各種ワクチン、乾燥血授の製法を行うている。

一般都氏、開業医たどからの依顧問富十ると同時に街生行政上のJ廿置に；基いて要請される試験

も遂行し、又学術的基本的方面の調査研究にも努力して、者j）氏の公衆1{rH~tの確保、向上に微力 k

つくしつつある。

東京都－立衛生研究所設立以前Jの東京都［／乙於ける総査研究機関としては従来から術生試験所、記）J:

生tt:J長所、店IU菌検査所、以：I日t検査所、製楽的筑所、民I.~長研究所の G 機関があり、各々猟自の阪史

と伝統を有し‘前慌た活動を行っていたが、総合性f乙欠ける事、主li絡乃不備、業務の重複たどの

,1，~（から土井くからその統一が要主役れていた。

偶々昭和 22t.v：厚生省から全国都道府燃に対して「地方衛生研．究明設置要綱案」が通達されて、

知似機関整備統合の計画iは漸く実現ο第 lf長を踏み出す－事になった。

lltの間米第八軍々政:iM~当局者が東京都に於ける検査機関を蹴察した結果の統合に関する指令も

あれ前記厚生省案を基本として統合試案の作成記着 f-L－.昭和幼年 10Jj 20日者J)術生局試案

吃完成し、克l亡｜司12J:J 4 1:1 k至つ℃最終さ誌を決定したっ以後統合発足の準備が急速に進められ、

昭和 2± "'F-3 )j 5日に東京清J）立術生研究所の発足を見たのである。

tJ & 発足後は統．合陀 f宇う￥1~霞Lを最4、限にJl＿：めるため所員一悶が努ゴj しプ乙結果 i了l 土丈ら i~ して業務iJ;;f卜

道忙釆るl亡至つた＇flミ、イ11Jと云AつてもH↑aH百~；1124 !;l三皮はIIミl』：q余予正刷

と云えよう 0 

25年度に於ては一つの研究所と七て全く融合同化し、！照合、部具、人員の整備と相（尖って活

動！時代に入し 相当の実績を挙げるに至った。

此，7)1品j地方術生研究所、その他各研究機関と技術を交換するとと忙よって検布訟の確実を期す

るとともに、近I時都民の／＂＇ Jレスセンターとして重刷されている都内各保（住所・との連絡を密にし、

市Ill薗部 7IJI，張所を保健所へ併設し技術者を交流するなど緊密な、連続を保持しつつ都民η公衆術生

向！・.のための努］］：を重ねつつある。

11(1｝日目手11251,\=.1 ：~ J1 V亡機情改革ir~fi ,bfL製・~1＼~＞ti·~・h可受JL：され℃医柴1h11第二課がまr設された。

現在本研究所’の組織は 5部 rn認となっ之いるが、本年報はfl併 II2，）年度分なので事業成績その

他に製鶏；＇；：［）として指紋されてし 1 るがとC点御了承左乞う火第である。
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機構及び事業の概要
f,•r,A~ 一三%二

第一；早

機

本研究所は所長の下に総務部、細菌部、生ilfr1fi¥i・ic！ミ？？店、食rVib獣医剖i‘化学i合五郎、製薬部の 6古rs

がbる。市lllitlSの組織、担当業務の概要及び、配置人員は別表の泊りである。

I f:持

雇員｜ 傭

~i:1~~E1~~ 
1総務部｜総務制I31 i I 51 i I I 3J I I I 41 I I s/ 31 I I I 
川旧主事 l*i十~~－－ 判 1¥I汀l41 I I iJ 4¥ I I 21円γ119 
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i合 一言J・ : 412山村 2¥11152¥ 2¥ 1] 9J3-1~1_j_l_J_一三70
詰昭和25.12月に機構改革が行われ製薬部が廃止されたので此の人員去には製薬部が掲載され
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E予算

昭和 25!.j三度の予算は-:f/（の通りである。

l.総括

昭和 25年度予 算概要

目 ｜当初予算額｜

門｜

38,909,262! 

63,912,298, 

l 02,821,560; 

;.f_:I・ 

経｜者g 厩費

保健衛生費
費

一
円
一

m
m
一

額
一

ρ
均
一

配
ヨ
「
－

n
u
n
u

一

内
E
プ

一

n
u
n
U
一

予一

4

M

一

台
H
M

一

泊

一
｜備

円 1
38,909,2621 

77,917,3681, 

116,826,6301 

49,602, 1001 

3,416,530 

計 考

9,000,000 

2，ラ00,000

持｜使用料及手数料

定 ｜国庫支出金
財｜耕： j投入

源｜計

差引者g費 負 担 額

40,602,100 

916,530~ •! 

28,385,91_01 

69,904，ラ401

抑 17,0201

28,385,910 

11,500,000J 仰仰40,

υ仰 701 矧仰901

2.経費

A 都守臆 費

｜科 一一「－！当初予算額 j力II予算総！ 音l ｜備 考
l 円i 円I I 

者：1~ 臨費 I 38β09,2621 -I 3s,9o9,262I 

I It:竺；－11 ~9,262\ ~i •. 2621 . I ：員給 25, 120,092 -1 75, 120,092, 

｜｜諸手当 i 13,360,3101 I 13,360,370 

抜費 ； 348,0001 -I 348,ooo 

需用費i 80,SO_Oi -1 80,800 

B 保健衛生費

科 目 ｜当初予算制｜泊加予算組｜ 百！ _I 11lti 考

保他知生費 ｜ 63,912,2~~1 
｜術 ~I:: 1dF究所費 I 63,91以 81

I j隙所管出費 1 2,524,4751 

｜ i細菌検査費 1 29}495, 1631 

－山費｜ 衛生試験除主主費！ I : 

｜ 獣疫機査費 2,691,675 
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3~ 判定財源

l~f~ - 白 ｜当初予算額｜泊加予同 I 号i ｜備 考
I f'JI ・・ i 円I . 円｜

使 用料及手数料 I 40,602, I 001 9 ,000,0001 49 ,602, 1001 

手 λ 料｜－？ ｜ 竺 ｜
衛生試験手数料 1 5,867,6001. 5,897,600 

製薬研究手数料｜ 168,8ο01 I t6s,soo 

細菌検査手数料 l 34,103,7001 9,000,0001 43,103,700 

獣疫検査手数料 1 432,0001 --1 ・432,000 

閏庫支出金 1 91切 oj 抑 o;oooj お416,5却

里庫負担金 i 91ゆ ol 初 o,oo

色盤2右雲｜ 引ωラ3.01 υ00’；ooo! 別切301

雑 4矢 入｜ 2切づ’9101 一｜ 却邸，91：品一 1- 5 9 I＿一 お 389 

；産品売掛代金 I. 4,soo,0001 4,soo,0001 

保存血疑売捗代金｜ 19,344,0001 --1 19,344,oool 

JI[施 設

本研究所’D施設vi::J-く v~m りである。

I tlnl 鎖筋コンクリート建
580.0I ''11vl地上3階噌地下 l階

附属建物3棟

立川出張所｜立川市柴崎lllJ3ノ26ラ ! I 195 I .:' i立川保健所内

荒川出践所｜荒川区三河島7ノ605ノ1 I J 1~.5 1. ｜荒川保健所内

小石川出張所｜文京区小石川水道町6 I I 15.o I ｜小石川保健所内

板‘橋出張所｜板橋区板橋町ラノ968 l :: ・1 iラ3ラ！ ｜板橋保i住所内

杉並出張所｜杉並区荻窪3ハ45 I I 19 251 1杉並保謹所内

［荏原出張所｜品川区平塚4ノ24 I I 16.5 I ｜荏原保健所内

1深川出限所 l江東区深川白河町315 I I 14・.5¥ 1深川保能所内

｜三河島分室｜荒川区三河島9ノ1983 I I 120.0 I ω｜鍛筋ゴングリ~］、

正一；一一 I I I __  l娘一 c-1食 品獣 医 ｜ 一一 ｜ ｜ ｜ ｜ 大島出張所｜大』フ口4寸1J、
製 二主一一瓦｜てJlfi任！う．

I J三I346 I I I ・一 Ill日2う. 12月）詣J}:: 
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IV諸規程中攻正事項

木研究所に関する諸規程中改正されたものは次の遇，りである0

1. 東京都訓令時！第 56号 昭和 23年 4n 1日

東京都立衛生研究所・の処務｝；）~程の一部を火の様に改H~ すw 為。

第四条所。部に下の通り 1111張所及分室を世く

－東京都立衛生研究所細菌部八王子出張所

東京都立術生研究所制作岩部荒川出張所

東京都立衛生研究所細菌部小石川出張所

東京都立術生研究所a細菌昔I~板橋出張所・

東京都立11；~j·生研究JW.~lll菌部杉並tU張昨

東京都立術主研究所細菌部荏原1111張JW

東京都立術生研究所＊Ill菌音I~深川出張所

東京都立;J;;fj・生研究所食品獣医昔日大品ll11mW

東京都－占：1;¥fj・生研究所市ii胸部微生物課三河島分主主．

第 18条第－rJ'I111 「 111，張所長は｛；；；j·g~J ，~Hとむ承認を持て、）町民の q.r から jリfl釘jミ之を命十るJを
;ti 

¥ tl1, Ul~I~庁長日：術生局！隊員の 1[:1 から 1(i~j·生局長がどれを命やる。Jに改める 0

2. 東京都ti'Jll令qi第 rn2号 昭和 2.5:"f. ]2 JJ 7 I二l

東京：Jmv.術生 lj-J「究所－処務m程の~M~を次の様lて改正すゐ。

第 11条1-1-1［東京都立；｛；＇1k~I三和f矢]Vfm!HT込rn;1~八王子 1:11，張所J を（東京者！）1・r: 1i~）r _l:I北丹究！列車11\Iilf音I~立川

IU張jリi"Jと改める。

3. 東京都司11令rp第145ぢA 昭和 2601三J2J~ 21 H 

東京都立1fiH生研究所処務rJl粧の一部を－：），くの様に改正する。

第生条中製竣：官ISの1兵を削るo

第 5 条中；：盟主尽1lfSの項を削り、化学ti~査官ISの部 1+1第 4号を第 5号とし、第 8 号・乃与えに、ーたのー

サを力nえる。

4.生礎其の他製薬原料D試験Krn:rする事：

策。条中製楽部の部そ j~＇IJ I) ＂化学i会査部の古I~ 1:1:11芸品き ff111課を｜歪繋 ~fr'· 第ー訴に改め、 jr1jf~！の；火花、

すぐの様に加える。

医薬品第二課

］．製薬！京中！”の試験に関する:o1M

2. 生薬及びその原料の試験に関する事

‘上東京都規則第 150サ na+n 25 1.1~ n JJ 

東京都立術生研究所条例施行規則｝JiJ表1j1(Jト・部左手くのJ僚l亡改iEするの

別表

n －～＂ －』



．第5売。蹄品代金

2. 各開予防措：

1. ／］持 r－チフス」「パラチフス」混合ワクチン 50cc 1. 1侃 190/LJ 

2. コレラワクチン 50cc 1 J低 150/IJ 

3. ヂフテリアアナトキシン 20cc l J低 13011] 

4. 百日ll亥ワクチン 20cc 1 11:瓦 800／日

~ 9 －~ 



第三章業 務

I 総務部

人事、文書、予算紅ど一般的な庶務事項を行っている他検査!lo/Jの受付、各~lltの統計む作成、な

どを行っている。

litの他本研筑所の機関誌として事業月報を毎月刊行している。地方衛生研究所η連絡機関とし

て結成された地方街生研究所全国協議会に役員としτ種々の行事に参加し機関誌地研＇！ 1¥J報の発行

に議力した。本年度の経型JI欣況Kついて註べれば衣の通りであるの

］.概況

(1) H苦手n24：年度第二次迫加予算に上九

a. 細菌部受付新築工事

b. 制i菌部出張所－（八王子出張所を除く） ｛）ケjリiの保健所へOf：設移I陣i：事

c. 乾燥血摂製法施設の改修工事

等の工事を 3月末までに執行した。

(2）都有財産の実休を犯握し、物品保管のTF：確を期するため、戦後最初の物品棚主fJが5月31日

現在で行はれた。

(3) 昭和 2,5年度第一一次迫力II予算として赤痢予防対策費者：－ 6月の都議会に提tH。

(4）製法部医喫品淵荷処理を協議し 7月その具体案をik定し？とo

(5）細菌部八王子出張所は立川保健所の新築工事完成を期として移1！唱する ζととなれ立川市

より11fl仕切工事物置等96,000lrJの寄附を受けて 11月移Ji事を完了した。

(f1) 昭和I25 年度第二弐迫力日予算として和II菌部試l~~~動物舎新築工事費を要求、血築研究費製去を

研究費の吏干E予算配提出したがいづれも議決されなかった。

(7) 昭和 26年度当初予算編成 11月編成方針が示されも 12月20日要求書を提出した0

2. 予算

β） 第一次迫加予算

厚生事務次官通牒に基き、赤痢予防対策要綱に依り、街生局、特に予防謀、衛生研究所が

各自の職能を集中的に展開し、とれが発生防止の徹底と浴在赤痢感染源の一掃に努める事と

なり、とれが予算要求前厚生省と折衝の結果、飲食物取扱業態者 25万人中 10万人に対する

国庫事！？助を受け残りの 15万人に対しては勧奨忙よる細菌検査手数料を財源として予算を要

求して議決せられた。（予算総括表参J!の

(2) 第二共迫力日予算

A. 厚生省より地方衛生研究所細菌槍査施設補充費の牛額有！？助を得て細菌部K試験動物合を

新築する予算（ 140万）を計上したが既定予算の流用により処理するととと伝った。

B. 12月21日製礎部の廃止に伴う更正減及施設の整備及厚生省の許可等の玉虫由lてより生産

- 10ー



の伴院なかった、 .rfn振事業について史I十.if~を計上したが承認されたかった。

昭和 2qtr1三度当初予算(3) 

昭和 26年度当初予算編成K当つでは

1. 細菌部事業費をm111菌検夜費と細菌製剤費とに区別した。

2. 製薬部蕗止に伴い新設の医薬品第二課の経費を衛生試験検査費中に計上。

:i.細菌部検査費に冷凍室及瓦斯ボイラー等施設費及工事請負費を、衛生試験検査費に恒

温恒漁装置を、獣疫検査費に施設噌築費を計上した。

＼一＼＼？一分 l 歳 出｜諒 一入

年 一~＂J 都藤費｜事業費｜ 計 団習者I！出雲「瓦i投入！ 計 ｜負担額
！ 円｜ 円｜ 円し ← 円｜ 円｜ 円i 円｜

25年度当初予算 138,909,29263β12,298102,821,560;4o,602,100! 916，ラ302838ラβ1069,904,54032,91 7' 20 ' , I' I I ' i I 

I I I I ] I I [ 
26年度当初予算 142,611,58863,642,417106,254,005!40,044,400 2,500,0002う，29ラ，80067,840,200J 38,413,805 

1 i I ! I I I I 

差別都費

考

25. 3. 31完成
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// 
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事ij 備
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348,610: 

2ラ8,720,

1'13,1801 

246,2201 

128,0001 

144,4251 

273,200; 

148,280; 

,367,628[ 
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3 .. :c 

細菌部受付新築工事

グ葎原出践所穆腸晴改築工事

I/ グ深川出 張所

// グ板：摘出張所

／／ N 小石川出張所

,, か杉並出張所

グ Jill旅諌分i主宰その他改修工事

採同l宗改修工事

そり他 41件
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凡物 1:!11棚卸 25年 5月 31 日’現在

2 自動車類 f二hI 3 800,000 

1 !jI 欄 類 I 3 自縛車類 // 19 83,100 

緋 事 業員 '・' 6 14,50001 

2 機械工具類 i5 機 械 点 3,714,100: 

6 -r J~L // 1口 Anl:'.1

13 被

15 共の

n細 前 部

l. 微生物課

本課で扱っている検脊業務の大牛を占めてい去のは腸チフス、パラチフス、赤痢悲どの腸管系

病源閣のj：合奈であって本年度に於いては健康者（迩駐軍扉傭者－、特殊営業者、店、者の関係家侠）、

注意患者を併せ 643,099 ~に達した。

此等む検査を通じて腸管系伝染病の流行を見るととと数年来多発していたパラチフスの検査は

本年度後4三から漸次減少の傾向を辿りこれに代って戦時中から暫らく雌伏のJIた態にあった赤痢の

徐査が俄に増加！して来た。

特に木~I三皮に於ては者／5内各地 tこ戦前と同様な集団赤痢の発生を見るに苓り、乙の結果；赤痢の検



査材料の取扱ひが頻繁にたって死守たのである。結局乙の年法り左境とし℃パラチフスに代って赤

痢が本課の検査商にクロ戸ズ、アップされて来た感が深い。

従来腸チフス菌、パラチフス菌E 赤痢菌の培養には、遠藤、ドリガルスキ戸の雨培地を併用し

ていたが、予てから試用じていた SS培地で好成績を挙げ得る見通しがついたので、費用の嵩む

難点はあるが、後牛期から SS埼地を全部の検査に使mし？と。

従って爾後 SSとドリガJレスキーの雨培地を併用する様にたったから、検査成績の珠実性は＿.

段と向上するものと信じている。

コレラの検査は本年度K於いて 74名に対しず行ったが、 8月の注意患者 1名の他は悉く外地

からの師還者で幸い全部陰性で‘あった。

食中毒の検査は 298件ぞ挽ったがE 此のi::pでソーセ｛ジによる学童の集団中毒は最も世間の・注

目をひいた事件であった。

学章。完全給食を開始してから間もた、い 9月初布jに、紳問、杉並隔地域忙於いて給食により多

数の学童が集団的に発病欠席した。

雨地域からの尿54件、血液51＇守、咽頭粘液 9件を検査した昔、特記する様fJ成績は得られた

かった。叉小委粉 3件、ペン 1 件の検査も施行したが兵~I/（は認められたかった。

調査り結果本事件の原因食がソ｛セ｛ヂに関係していることがほぼ明かになったので給食の使

月3残りソ｛セ戸ヲヲ 4件について検査を行った所、とれらのソ｛セ｛ヂの平均 1.g中から黄色葡菊

球菌 25,1.14と腸球菌（連鋲球菌 Streptococcus.faecalis) 11.7,256を検出したっ 乙の腸球菌は

Lancefieldの分類による D群。抗原を有するものであっ台。その他の病拐、菌は検出されたかっ

た。

栴毒血清反臨検査は患者、妊婦、結婚予定者たどの血液についてワツセルマン反庭、村田、 K

TNの雨沈降反臆の三法を併用して検査成績の確実性を期している。

昨年皮から見ると相当の増加佐示し℃いるが、性病予防法に梅毒検杏を受けるよう規定されて

いと結婚予定者、妊婦などの利用者は未だ僅かであるO 世の識者の協力により此の規定を周知さ

ぜ、結婚予定者は必ヂ診断書を交換する様な習慣を早く cけたいものである3

結核医［の検査はH宇年の約 5f吾に増加した。患者の他に会祉従業員の健康診断の庁めに検査を依

頼する傾向が目立って来た。

発疹チフス、日本脳炎は何れも有！？体給合反！産法を行い、その他流脳、ヂフテリア訟ど前年i亡く

らべて著しい泊長は見られない。

叉三河島分室に於て鼠休19,384匹についてベスト菌の検索を行った。

倫昭和 25年度の業務成績は別表の，泊りである。

2. 寄生虫課

日本人の 90%迄はなんらかの寄生虫卵を保有し℃いると云わtLE 此の寄生虫の駆除は現在失

第広大きな関心を以ワて論じらfLる様になったが、実際にはなかなか困難な問題である。



本課に於℃は進駐軍関係者、学童、一般から

の依額による寄生虫卵の検査に際宇ると共に清

？宇野菜、土壌たどの検査忠行い寄生虫一掃のた

占うに努力を重ねている。

進駐軍関係。検査は最も多くキヤパレ｛．ダ

（原虫検ンスホールなどの娯梁機関に働く者、

寸~

細菌部寄生虫訴i牛

30.000 

2G.OOO 

22.000 

13常ー一般の業務iζ従事する者、新規採用者査）
18.000 

たどを併せて 1'24,409名陀建している。

此の内ハウス関係に働いている者は三ヶ月毎z

~c ...其の他の者は毎月検査を実施し℃いるO

取扱件数

数件エ日毘
14.000 

I 0.000 

その検夜成績は赤痢アメ｛パ陽性者 275名寄

生虫卵保有者は 23,93生名でE 虫卵別に見ると

il！問虫がその大部分（96%）を占めている。

者／）内学童の検便依韻は昨年に比べて相当の増

6 5 4 3 2 

2.000 

カllを示し~22，円。名 l亡及び＼虫卵保有者は 54.89% の 12,257 1='1であった。

虫卵別に見ると矢張り断！虫卵iiミ大部？でも十二指腸虫、鞭虫、共の｛也のものは極めて僅少であ
主主主主；，；k＇：：二三三＇，~三：：之、三主主J島 北 『 ゴ ・ z ～ ーヌ茎営
った。共の他ー般からの依頼件数は 21,8s2 名で陽性者の内訳はI~阿虫卵を保有していた者・が最も
多く 65.83%を占めている。

昨年に引続き本課では清浄野菜及び、その土壌の検査を行った。

細菌部微生物課

一一

42000 

3田DO」

34.000 
i、
＼ 

30.000 

2印00

22.000 

18.000 
,_... ,_ や担．

｜／ 
一一一」

14.000 取扱件数町一一

I0.000 L一一一I-ー一」一一 陽 性 数 一 ふー】ーー
8.000 

6.000 
4.000」

2.000 －・・． ．ー -・ --r--r－－「一丁寸～ト．

I 23456ワ89 10 11 12月

此の検主主材料J士、人禁肥料を施さたい畑に栽培した野菜及びその畑の土壌である。

セロリ1月から .12月の問に扱った清i宇野菜はトマト、

ピ｛トでその成績はトマト 11レタス、キャベッ、黄爪、

仰の中tl!@I虫卵 1伽iを：検出しただけで、その他には虫卵を検

出したかった3

次忙土壌の検査は、都内霞村、多摩村、狛江村からの依

その結果92件中tl！回虫卵89胞を徐出した。頼によって行い、

多摩村9件のrp12個その内訳は狛江村 ·201t1~の中 341/lih

震村 57件。中 43仰をそれぞれ検出したがこれらは何れも

出回虫卵であった。

向昭和 25年度に於ける業務成績は別表の通りである。

．
 

qo 
ワクチン青果

我国に於ける生物学的製剤の品質は戦後米国ο援助によ

。℃急：速に改良された。

技術者・の訓練はもとよれ製活設備容器その他製品K関
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． 
遇する絵、ての人的物的聞に亙って慎重治：検討と改葬が続々として行われつつあおととは、生物学

的製剤。重要性に鑑み極めて喜ばしい事であるo 頻繁に出される当局の指令と此の分野の急：速た

進歩に治くれない為めには製浩に直接従事する者の技術ο練！砦と、良心的責任ある業務の途行と

同時に経営者の叡智と臨機速臆の態勢がなけれぼたらたい。

従って官営として此の業務を遂行する場合主H々 の困難に遭遇するととのあるのは当然で、あるが

一面官営には種々の利点もあるので此等の長所を助長し、困難な面は之を克服して業務の拡充発

民を計るぺきであると考えられる。

本謀は昭和 24年 7月生物学的製剤許可申請書を提出し12月23目、試験品提出の許可を符－たの

で腸チフスE パラチフス混合ワクチンは汲取検定を25年 3月241::1、抜取検定は 4月far::1~ζ提出、

7月lO日付で合格しも同時に製造認可を得たココ νラワクチンは汲取検定及び抜取検定を 3月24

日並にどL月20日に提出、 10月l6日検定に合格しll月15日付で製法認可を得たので引続き此等ワク

チンの製法を開始した。しかし遺憾乍ら本年の大宇を製浩認可獲得の為めに泊費したので生産量

は極めて少量に：l量ぎたい。叉人員、設備及び規模の点で制約を受け生産が限定されているので此

等のff宇碍を打開して行か宏、ければ生産の拡充を計るととは困難であるo

本課は限られた制約の中で能率的な運営を計るために当分その主力を腸チフス、パラチフス混

合ワクチン、百日咳ワクチンの製造に注ぐ乙とにたクた。

昭和 25!rf. l月から 12月までの検定成績は次表の湿りである。
略

五一＼。~k lせ写守安｜合ツト設 l否、y合 ト 愛 ｜ 線 定 中
一一 別ー～～～～ー｜ I I 

腸チフス、パラチフス ｜ σ）｜ （わ｜ Cl) ' (0) 

混合ワクチ ン ｜ 14 I ラ｜ 0 9 

I CI） くI) I CO) I く0)
コレラワクチン｜ ' I I 

I 7 7 I O I o 

I S6J I （日， I (¥) ! (0) 

21 卜 12 I O , 9 

（註） 百日陵ワクチン、ヂフテリアトキソイドの検定提出はしなかった。

（ 〉 内は昭和 24年 12月末日現在検定中であった分が 25年に判明した結果を示ずの

最後に本年内vζ行われた施設改善の主なものをあげると。

(1) 紫外線殺菌燈c設備（各無菌室）

( 2 ）抵抗式自記温度計の設置（各フラン器）

( 3 ) 分註室の改造（系金、タイル張り）

( 4 ) ジユピタ｛湯沸器の設置（洗刊誌室）

等である。

向昭和 25年度の業務成績は芸大の通りである。

- 18...,... 



りクチン製油成績表 Cl月～12）守〕 細菌部ワクチン課

f：~~~~キ：定！；合~r一 iι「： ; 
混合γ舛ン I!58’；品i220 

コレチ ~II l臼，95012β21）川勿，250［.一I3 81 7ι3Qi 

字JιLごI 1232, 

咳ワ什鳥0201川 ｜ i鳥7201

ャー＼（年始獅ー（生一｜交竺J＿~－~J1九現主
試験管入 11 木｜ 1,4お［ l,4to1 *I 

ア ン プ レ 入 1 651 9461 外 571 

一計｜イ州ーィ
4. 血 築 課

本課は昭和 25!rj三1n厚生省その他η査察を受けた際、施設の改普及び血奨製治の諸過程，を厚

生省に於て準備中の「1n~il\苦過健康人血奨製法基準」に基くととを指示された。

内部の施設を改著するために業務を～時停止して 5月初伺を目標として指示事項の建l或に着手

した。

即ち採血室内部を改治して今迄離れていた無菌室をその隣りに設置すること、従来の無菌室へ

溶解液製治室を移しその跡を洗百点滅菌室とするととで、此の工事は 4月の末に完成した。

更に前記「基準」にもとづいて設備、備品、器具なども4月の末までに整備した。

よって 5月初旬から採血業務を開始したが、新しい方法に未熟たため極々た困難K逢着したド

従来の血援製法法では千圧の採血瓶内に自然流出によクて採血し、全血液在混合し、硝子／1］筒に

分注して 48時間後に血援を分離、混合してからアンプルに分注、凍結乾燥すると寒う方訟を取

・っていたが、基準に従つての方法では良空の採血瓶で採血し、 ,18時間後に各々の瓶内の血援を

分離混合し℃アンプルに分注した後凍結乾燥するのである。

その結果業務再開の当初に於ては採血瓶内でi容血したために数日分の血液を廃棄し友ければな

’らたかった事・もあり、又減圧を抹月j したため：v-ci昆染された昼気~]Jミ混入したとともあり、 1！民［芸l訊験

に不合格の血奨も＊＇~当あった。

- 19 ~ 



乾燥後合i感度！試験に於てもほぼ同数の不合格品を生じた。

最も難関とされていた発熱試験は種々の都合で準掘が遅れ夏に入ってから着手した。

当時基準の要求する所は家兎の休重 lkgにつき lOc.c.であったので乙れに従つ℃ 2箇月間研究

を続i子したが合格品を 5ロット符・ることは容易でなく、目標とした 8月末も空しく過ぎてしまっ

た0

9月末に入って家兎 lkgにつき 3c・c.でよい事になったので、ほぼ先の見通しもっき、施設の査

察を受けるために書類を提出し 10月中頃施設は合格じたりす、此の間準備した試験品 5ロット

を 11月初めに提出した。

全 Cの｜余定に合格しその通知が予想？から届いたのは J1月の末であった。

製治許可は 12月 27日付で下りた。

以主主n;べた様に本年皮は最初のうゴは施設の改治その他のために業務を停止し、再1m後は新方式

になれていなかったために若干の月日を費L、秋から漸く製！日lも合格する様になったので年内に

於ては販売出来たかοた。

昭和26年 1月からは毎日 Ge/Aから採血を行い本拠悦生産：に入っているo

倫昭和 25年度の業務；成績は次の通りである。

業 務成績表 (1月～12月〉 品Ill T~T 古I~ J乱築課

名

名

片

d

一
Q
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一

円。一
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円

i
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Q
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一ー一
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女名μ
0
 

4
i
 

ハり口白人血採4
i
 

2）採Jf!L量 l,087,050c.c.

可児J§cr~~b:.11都立ι」J言l JI残 高l備考
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園 生活衛生部

1. 環鏡課

本謀では諸種の環境衛生学的検査研究を行っている。

即ち諸般の興行場、公衆浴場、旅館＼ホテルE 迎髪店などの都民の日常生活に身近な関係左右・

炉－ 20 蜘ー



するものがその主な対象であり、此の意味で、本課の事業は一般都民の公衆衛生と密接に関連し℃

居ると言えよう。此の他にも一般都民よりの調査依額にも臆じて居り、官瞬、会社、銀行、工場、

デパートそο他の作業場たども本課の対象に含まれてくるので本課の事業対象は買に広汎たもの

になっτ来る。

本課でとれ等の対象に対して実施する試験検査項目を列挙すれば、

1. 室内温熱条件に関ずるもの

（気温、気j品、気流、結射熱、冷却卒、感魔温度等の測定〕

2. J照皮測定 3. 紫外線測定 4. 騒音測定 ~·塵境検査 G.空気イオン測定

7.炭酸ガス定主主 8. 一酸化炭素定量 9，諸種有毒ガス定性、定量 10. 被服材料の

検査 11. ピルデイング＼工場、事務所・及15その他建築物の環境街生調査 12. その他

環境衛生調査上必要な試験検査

たどであるo但し 10.~関し℃は検査設備が不充分段ため未だ実施するには至ってい紅い。

以上の如く木課の事業内容は大別して調査研究と依煩試験に分けられるのであるが、勿論依籾

試験に対しては迅互に処浬するよう努力すると共に、調査研究の面に於てい環境衛生は衛生学

に於ける比較的事！？しい分野であれ終戦前． 
後に於ける都民の生活環境の著るしい変

化、環境衛生の高度に発達した米国衛生指

導者より乃推進、従って環境衛生関係法境

整備のための資料の必要、その他環境条件

測定訟の検討お：ど幾多の問題があるので・、

本謀に於てもその重要性を認、識しE 調査研

究の方面にも努力を例つ℃いるO

イ守

10 
9 • 

~J;z ｜ミi二Y

2 3 

生活衛生部環境課
82件一一一トー一一一一一日

十3γ一一」一一一一
I ¥ 
／ 

／ 

／ 

／ 一／ ＼ しJ

＼、 ／ 
、、、 ｜／ 

ト一一一司『一一

4 5 6 ワ 8 9 I 0 11 iUl 

本年度は都内興行場6ク所の環境調奈1と行い、前年度の調査と綜合し？と結果、現行換気規準は

概ね安当であるとの結論を得た。然し混雑時は勿論、入場者が定員数に満たない場合に於ても既

に環境欣態不良の例iJ：佐々ある事に注意を要する。（Jltの研究については昭和 25.11月；東京都術

生局学会誌第 7号ire一部発表した。）

叉研究面に於ては前年度に引続き公衆浴場衛生、特に浴水の淋菌汚染対策に関する基礎的研究

〈此の間題に関し℃は本所事業月報第四号も第 7回厚生科学研究会総会に夫々発表した。〕及び

浴場lて於ける実験調査を行い之等の資料を者15街生局に提出した。即ちj谷水の泊=HJ;はクロラミンT

を mいるのが主主も趨当と考えられる。クロラミンT使用量は浴水 i:-1~1浅留グロラミン量 3-lOpφm.

を以て充分有効である。（投入量は 1Hの入浴：者数男女合計 600人以下たらば 5時間毎に、

600人以上ならば 2時!Ill勾に 20p.p.in.）此の他に一般施策とし℃場内の清潔整鎖、 浴室内の定
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気情毒及び、脱出・／）常備、入浴者定員数（毎時 40人以内〉の設定、！此衣場ο治毒（b.D.T.消毒

毎月 3回、カルポー Jレ空中噴霧毎日）を実施するととなどである。

空中和u菌の落下菌数検出法に関する研究も前年より続行しているが、 10月からは完量的測定

手技の検討に入っている。

E歩くにガス分析等D研究も企劃し、その準備を徐々に進めている。

以上の如く本課の事業対象は良に広汎であり従って試験種目も多極多様であり試強処理に要す

る労力と時間は試披種目によって相当の差異が生十る。概じて理化学試験は時間を要するものが

多い空中細菌関係の試験は 1件当りの所要時間が少い。昭和 25年度後宇特に 11月からは羽！

化学的試磁件数が定常的に増加している。

命昭和 25年度の業務成績は別表の泊りである0

2. 栄養謀

本謀に於ては都民の健康を増進し食生活を科学的に合理化するために食品の栄養両につmての

調査研究t:.行い、又的確た根擦に基いた実際的指導も行っているO

特；f乙栄養は生物学上基本的危役割を有し、健康保持体力改善、治病、療養など多方面に瓦って

件
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経済的社会的関連を有するために栄養改善の

指導は異に重要である。此の点に鑑み本課に

於ては先づ都民の栄養We態を把握する事に努

力するとともに、計画的な食生活を推進し℃

食生活の合迎化を計る栄養確保改善の積極的

方面に対しでも努力を傾注している。一般都

民よりの依頼に臆じて栄養成分の分析測定・を

実施し食品の栄養成分の研究に努t栄養上の

利用価値の＊I]定を行い、その成績説明書を発

行して正しい栄養D指針を授け不合理な栄養えの錯誤を示唆し指導している。

本年皮0依頼件数は 103種に及びその主なものは植物性食品として豆類、穀類、果実顔、野菜

類、海藻類、動物性食品として乳類、魚介類、 j訣鳥類、卵、 l唱好J¥11とし℃菓子類、加工依料、調

味料、油脂煩モの他滋養品、カルシウム製品などである。

調査件数は 8υ8礁で主として動物性、植物性食店lのピタミシ、カノレシウム及び、栄養成分などに

ついて行った。

栄養調理ο指導面では一般都民（主として家庭の主婦）を対象としての指導を 20回、学院、

工場の給食指導を 21凶行いlEしい栄養の指針を典ぇ、合理的な食生活D確立左目指してい '.50

日本人は食生活の欠陥から休位の低下を来し、アこいでいは早老短命である事も次第にlり1かとな

り食生活の侃．霊的紅部脅1'1¥tがJill：脱されている0 l！守に成人に於いては長年の習慣によりその食生活

を焔TEすろ ζ とは殆λど絶望i亡近いどうレ亡も学支持代わら実授によって訓練する ζ とが必要

』Eある。
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jV！る点から見て現在 6大都市その他で実施されている学童給食は震に重要であり、此の学jg給

食を正しく実施する事は一生を通じて食生活に対する良い習慣態度を養い、やがては普良託公民

となるための教育ともたるのである。そのためには栄養上食物の効果を充分発揮させる事が必要

であり調理の問題が重要脱されて来るので、教育臆と連絡し学皮給食用の副食品について都内重

要地区心主な学佼を選揮して学宣のII替好調交を行い、最も効果的危学室給貨を完成・するととに努

カしている。

次に本年度に於て実施した主む研究事項を挙げれば、我国の近海及び外・洋で約 3,500頭の漁獲

店主iを有する鯨類は食料、生薬、工業資源、として極めて重要危地位を占めているので、之等の基礎

的成分を究明し、各部分に於ける最も効果的友利用方法を考究し、更に部分的な精密研究の資料

を作成するために白長須、長須、鮒臨~（などについて25部50徐種に亙る栄養成分の試験を行ったの

尚ζ の試験は引き続き続行中であるので、機会を見て発表したいと思っている。

又者JS内に於ける水上生活者は 2,234世帯、 6,874人（昭和 24年現在）で生活欣態は移動性を

伴ぃ、更に蛤舶内に起居すると云う特殊な環境にあるので－、その実欣を調奈して保護指導の資料

とする関係上、先づ食生活の苗j即ち栄養揃取量及び調理器具類の汚染事項について調査を実施し

た。（乙の調査については本所事業月報第 22号に報告した。〕

倫昭和25年度の業務成績は別表の通りである。

3. 水質課

本課は水の街生たらびに水質試験を行C ている。即ちj二水、、 ~I二水、工業用水、下水、産業廃水

河水海水、浴水、水泳プール水、温泉、鉱産!101などにCいての理化学的、微生4虫学的試験検査及

び調査研究を行っている。近時依頼試験%z~r.井水の水質試験の依頼が増加しとの処理に忙殺され

件
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ているが、保健所i隊員えの技術指導、飲料水

試験法、下水試験法、温泉試験法危どの基礎

的研究方面えも像力を割いている。

上水試験は都内水道についてはもっぽら給水

栓水について試験を行い、水道街生行政上の

資料を提供している。

都下水道については、八王子水道、青梅水

道、五日TIS水道：＼ p[rJ氷川水道、大氷川水道、

御岳山水道の G水道があり、夫々当該水道経

営市町村からの依頼によって毎月 1同づっ光

期的に出張徐引を行い、その結果lともとづい

て必要な注意事項剖背示し℃水道運営上の参

考 ~cjfするように努め℃いる。

j4二水、さくチt：水試験昨その依！｜出件数が殊に多く本課依税制コ数の大半？と 1:!:1めている。
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業務成積表 (1月～12月〉 生活衛生吉E水質課
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殊t己最近は衛生行政上、食品国係営業者が営業）：Elとして井水を使用する場合には必す伊その水質

検査を行わたければたらない事になったので、乙れに伴う依桜試験が増加した事も大きな原因と

なって依頼件数は増加の傾向を辿りその臆接・に日々忙殺されているO

叉水道施設のない地区については保健所’の協力を得て集団的に検査を行つ℃いる。

本年度に於ては北多摩、南多摩、西多摩の三地区についての検査を行った。

工業用水の検査も漸増の傾向にあるが、工業部門の発達と平行して依頼件数は毎々増加するも

のと考えられる。

産業廃水、下・水、河水、？毎7J℃の検査は現国会に提案されている河川汚濁防止法案が通過すれば

各河川の水質基準が決定され、汚濁限界点が厳重になるととから本課の業務との関連に於て依頼

件数が急：激に増加するととが考えられるので、此の方面の対策を準備している。

公衆浴場水及び水泳プ｛ル水にィコいては公衆街生課各保健所の協力を得てそり実態調子三基本調

査ならびに依頼による調査を行っている。

温泉検査同温泉法の公布にwいその泉質明示が温泉経営者にとって不可欠の条件となった・ので

状頼件数も漸失増加を示しつつある。 i現に温泉法に泊合した泉質主有するものは都内にも少く注

いようである。

共の他管外官公臆¢特殊な依願による水質検在、研究なども行っている。

倫昭手1:125年度の業務成績は別去の諮りであるの

百食品獣医部

l. 食品課

発足第二年度にして本謀の事業も ~11明く軌道忙来れその成績も昨年IC 北し目立って向上した。

本年度の事業中主要なものは、昨年同

様都公衆衛生課及び各保健所による牧去

物！！日lの検査で、あるが、その件数は第三四

牛期に入って幾許もたく年間の予定件数

3,000 ft~ を突破し、以来その勢をあらため

たν、。

食中毒（モ関しては、年度中その大規模

なものは都内に発生を見方：かった。少数

患者・丹中毒は依然若干出現したが、終戦

後種々雑多友化学地毒物により瀕発した

急性中毒現象はメタノ戸 Jl，を除いては多

少減少の傾向にあお。然し’向不良色索、

， 
食品獣医部食品課

イ牛
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一
防隊剤E f匹i精飲料、甘味料等は依京都内にも王監！磁の目を浴って瀕出しているので、 ζれ等によ

る慢性乃ヨミ軽度の、或は潜在性中毒に対しては尚充分戒心。必要があるものとj品われるの一例と

- 28. -



して食品中よりフタロシアニン銅をスノレフオン化し？と染料を検出したが、今年度中都内にかなり

広範閣に青色色素として使用された形跡が認められ、勿論有害性のものとして極力摘発に努めて

いるコ倫誤用による中毒乃例とし℃ズルチンを異常に多量その皮i＇ζ用いた“たいと：境“によって

数名（総休の約 6～7%） が恒吐した事件があった。

三たに本年度中 ~c行ったー済検査の概要は弐表の通りである。 ぐ以下はいづれも公衆衛生課及び

各保健所’の協力の下になされたもので、内歳未一斉検査に於℃は、延日数 10 日間E 都内各保健

所にHI張検査？と行い、年末年始に魁け’c.，.不良酒（メタノール又はホノレムアノLデヒド含有〉等数

Y~f11t:を摘発した。）

｛種 類） （月 13) C/H 目ミ 先〉 付金休数）

清 。l, 飲 料： 4 107 

沢 府、 .fg, ギfi 4(17. 18. lfl. 20) 中央市場及び都内各分場 : 214 

7k （人 造）

ハ巳ム口 莱 子 行〔25.2G.29～31) 本所、成東主l：束、浅草、下谷、隅問、： 3羽

冷 菓 6～D. : D:13 

メ巨与ム口 某 子 7( 5, G) 台東区（御徒町） j 339 

莱 子 7 : 91 

rf!f υ！jt ノIt入' *'f 8（中市下旬〉 188 

池上期の内露店主3会式 10(12.13) 池上、婦の内 : 4,5 

間 。〉 市 露．店 11 (10. 22) 浅草 : 58 

沢 庖 11 (16. 17) 中央市場、利if:fl市場 j 51 

1主5ム日

* 
:.:-r- 12 (6;7.8) 本所、浅草、隅同 312 

γ ヤ ←， 当 12 (r:l-1 旬’） 大森 29 

歳菓子未、一斉E取月締用品（主〉花柄、
12 (11～22) 豊本所島、、 碇浅草谷、、 荒淀橋川、 中央、 品川、 l 3,672 

学佼給食関係手指検査 11 l 100 

飴 某 子 1 下谷~...荒川、本所、中央 : 713 

望b日,_ 菓 子 2 城東 : 59 

イ同 者 3 中央 j 123 

食堂の食器 清浮欣況 3 (5. 6. 7) 中央、都内各デパ｛人下谷 ! 200 
言i‘ 7,708

備調査研究としては、前年度より継続中の食用色索。研究に於てはも抽出法の改良、水性及び

各種溶媒によるベ戸パークロマトグラフ法、各種試薬による呈色反！監の定量的測定等を行つでい

るO 乙む他厚生省の食品検脊．指針編纂lモi協力して防腐剤（主としτサリチJレ酸E 安息香酸、 J喧硫

酸〉著色料、レストランサ ιテーシヨン、菓子等の検査法の研究主追試を行い、この外酒精飲料

調跡料、氷雪等にいづれも参加意力している。

備昭和 25年度の業務成績は別表。通りである。
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2. 製品課

本課で担当している業務は食品衛生法第 14条による食品、添加i牧、器具叉は容器包装の製品

f午

ワ00 

600 一
500 

400 

300 

食品獣医部製品課
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検査である。

合成調味料沖合成着色料、合成膨張剤

原料、器具及び容器包装、飲料牛乳及び

札製l店、清涼飲料、保存飲料などの規格

趨否試験がその主なものであれ一般の

依頼にも臆じているが、業務ο大卒は牧

去試験となっている。

製品検査の試験法が一定し℃いたかっ

たために製品検盗K対ずる違反者は相当

の数にのぼり殊に内容と合格証とが一致

し泣いもの、証宇aeの偽浩、禁止着色料の使用在どが多かった。
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このためI亡者託生検査指針が作成されるとととなったが、 26年度の衛生検査指針の作成比当つ

ては合成調味料及び合成着色料の試験訟を研究してとの作成に協力した。

又昭和 24年の末に合成樹脂製食器、のブオルマリン浸出が問題とたり世間をにぎはしたが、本

諜に於てはこの対策として早急：K規格を定めるために労力し昭和初年度当初から合成樹脂製食

器を各種類に亙って誤査し試験法を研究し、厚生省と協力して規格の制定に努力した結果、同年

5月の省令を以て規格の制定が発令される所となった。

昨年度の大宇を占めていた合成膨張剤原料の試験が食生活D変化に基いて本年度は激減し、代

って合成調味料、器具容器包装の試験が増加しているO 叉昨年度は非常に少かった依頼試験が本

年度に於いては相当の増加を示しているO （ ~:tの依頼試~哉の大部分は容器包装の試験である。〉

倫昭和 25年度。業務成績は別表の湿りである。

3. 獣医衛生課

本課の業務は動物用狂犬病予防液の製造z狂犬病の検査、食肉魚介並びに共加ヱ品、牛乳、乳

製品の桧査であって年間の処理欣況は次の通りである。

(1) 動物用狂犬病予防液の製治

従来狂犬病予防液の原材料としては野犬を用いていたが4月以降は野犬の使用を禁止せられた

ので、、現在山羊を用いているO 製浩計画は会計年度によって立てて長り 1月から 3月迄は前年度

分とし℃ 80,000cc を製治し、 4 月以降は本年度製活計画 200,000cc を目標として努力し℃いた

処偶々 8月狂犬病予防法が制定され予防注射期間が4～6月、 10～12月の二期に限定された為に

製浩も之に即膝しなければ‘ならな〈なれ結局 12月末迄に計画量を突破して 220,000ccv製

法を完了（任計 300,000cc国家検定 18ロット全部合格〉して目標を建成するととができた。

- 30ー
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. v 化学検査部

1. 医薬品課

本年度。業務成績は、種々の条件で不振で、あうた昨年にくらべて相当の増加を示し充分とは云

’ えない迄も先づ順調であると云えよう。

先づ行政機体については薬務課関係の監蹴業務に1Ll~ うもの、 C. I. D.押牧受領品及び特殊物

件、布：！？給業務に伴う品質試店主！なEを併せて 392件

である。

院JJIJi!業務か検休は過日 G.H.Q.の指示によっ

て行われた一斉検査に10月33"1111月折、 12月31

とそれぞれ不合格とたったものの再訊験である。

相当日数の問、製浩又は発売を停！とされていた？と

件 化学検査部医察品課
300 

250・-

200 

l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12円

めに訊験も念がなければならず言、努力の結果年内に処理することかできた。

又8月には G.H. Q.一持検査に先んじて本課の主導により市販品1)一斉検杏を行い v.c.斉lj

26~ チトラ｛ト注 1丸ヨー fチンキ類 20；、塩カルその他のi静注類 34、ヂアスタ戸ゼ製剤 30、

アルコ，.....／！，.；類 28f:J'..、ど計 150徐Kついて試験した。乙の中 VoC.剤では合量不足異物混入などで

4在Itが不合格とお：れヨードチンキ類は殆八どが含量不足、メグノ｛ル合有たどで不；由．となり ifti

かに 5t塁。みが合格と云う様な成績であった。

又アJレゴ円 Jレ類は 8種のみ合格し他は含量不足、プルデ、ヒド、過般化物、隣絡などの混入で不

泊となっている。叉 11月にはサシト．ニン配給。後で市販サントニン散約 30について誌験した

が結果は良好で、あった。

又 C.LD.押牧品などは 7月引を最高に 4月 11'¥)10月 10¥6月九 1月5など計68件でその

中サントニン 8極は 3種迄偽物で何れもアセトアニリ l九乳糖、澱粉たどでるり E ダイアデン12

中7種は皐なるスJレフアミンであれ 3種はグアニヂンであれ叉ザヅカ 11~の中硫黄を混じた

ものが 2種ありまだ相当不正品があるととが知られる。

叉3月に都内百貨店組合から店頭の各種薬品約 20tifi:の品質試験の委託があワた。

次に依額試験については、本課発足後約 1年を経過した今日柏存在を認められ、 昨年！［） 4:9件

民対して本年は 172件比達した。

種別にして見ると駆虫剤中のサントニンの定量 251午、 V.B.及び製剤 18件、 蜂笠の局方試験

5件、その他貿易関係でヨ｛ド及び製剤の規格試験 7f午、 カフェインの定量 26件、他に全購連

から家庭薬 19件の依積もあクた。

調査研究に関しては、避妊薬中の主斉ljの定量、不良葡萄糖注射液中の夫雑物質の研究、ヂアス

ターゼ製剤の糖・化力に関する研究などを行クた。その他本所細菌部ワクチン謀からワクチン中の

石炭酸の定量依額があれ叉血衆課からもクエン酸、クヱン酸ソーダの試験依頼があった。

向昭和 2.：＇＞年度の業務成績は別表の通りである。

ー－ ':tワ←



化学検査部医薬品謀
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2. 麻薬化粧品課

本謀で、扱っている業務は大別して麻薬に関するものと化粧品に関するものとの二種類になる。

麻薬に関して本年度・に於て本課に送付されたば休数は 458件で昨年の 3倍強の増加である。

本課で扱う麻薬関係の業務は他課とくらぺるといさ・さか性質を異に

Ii牛！化守検査部麻薬化粧品課
し、純然たる裁判化学の領域に属する。即ち作成した鑑定書は麻薬取 Isom 

締法違反の重要た証拠とし℃検察擦に滋られる。検察臆はこれに基い

て裁判所に起訴するのである。

新刑事訴訟法の施行によって被疑者の黒白を決定する証拠が絶対的

に必要となったため麻薬に関する犯罪の増加と相侠ってとのような検

査の増加を見たものと考えられる。

川
州
問
削

乙のために必然的に課員 1人当りの処理件数が増加するとととな I I I h ~ 
llOO~H-斗ー糾斗斗斗叫山

れ叉事・件の性質によっては一時に多数c、然も非常に手数の掛る検 I I 

l 1111~札Y1 ト
休が滋られるとともあり、被疑者の拘留期間の制限により一定期間内 I oL 1 2 3 4 5 6 7 s 9 1 o 11 J zn 

K結論を出さなけれぽたらたいために経過勤務、徹夜勤務などを必要

とする場合が多くたった。

取扱った麻薬を種別に見るとヘロインが最も多くもモノレヒネ、コデ、インたどがとれに次いでい

る。中でも阿片中の副アルカロイドであるクリプトピンを数例検出したのは興味あるととであっ

た。
3 

号えに化粧品 K関する業務としては、薬務課から主主られた検休は 361子He注し、麻薬と同様約

傍の増加を示している。

ポマ戸ド、香油類が123件で最も多く白粉類がとれについでいる。

とれ等を；菌、不越に分けてみると趨品位.227不適品は 1.34となれ不趨品には鈴、その他の有

害物を検出するものと内容量の不足したものや含有成分が標示成分と異るいわゆる不E表示品な

どがあ0た。

これら化粧品の品質向上を目的とするもののーとして予てから懸案となっていた化粧品原料の

規格及びその討険法の確立については厚生省、国立衛生試験所、東京化粧品工業会の技術者会及

び本課が相寄って 10数回に渉って原案について器議を進め℃来た炉、昭和何年度に於いて完

成するものとd思はれる。

依頼試験は粕減少したが封車車検査約QOO打を行った。その他証拠潟農の作成、殺虫剤の試験な

〈ど 325件を行ったの

倫昭和 25年度の業務成は弐の通りである。
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業務成績表（ 1月～12月〉 化学検査部麻薬化粧品課
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3. 衛生用品課

昨年 10n頃から国家検査を施行される様にたっ？でrl1'1日には葡萄糖注射剤の外にガーゼ、）陀脂

綿、コンド｛ム、注射筒、注射針、緩合針、縫合総￥羊腸線及び避妊寄与等があり又温加されたも

のには歯科材料製品がある。

モの内で本課ではガ戸ゼ、股脂綿E コンド戸ム、

注射筒、注射針、縫合針、総合総、羊腸線、及び

歯科材料製品等の試験研究、調査を行っている。

本年度中に試験叉は調査したものについてその

成績を述ペると次の通りである。

化学槍査部街生用品課

I 2 3 4 5 6 8 9 10」L12月

ガ｛ゼについては本年度中に試験した検体は 7,0極で主に薬務課の牧去rll11である。 この内日本

薬局方忙趨合するものは 61 種、不適のものは 9 種である。；，f~由民l にはJjy［脂不充分、 塩素反！窟著

~！n、ずく亜塩素酸、 j股粉等の反践を認めた。

昨年のものに比較すると織目がEしく註り織むらも危く一般陀品質は向上している様に見受け

られるが、小分けのものには時々震量不足又は寸法の不足するものがあるから特に業者も需要者

も注意する必要があると足、はれる。

脱脂綿ば試験した検休は 135t霊で主 IC薬務課の牧去！日1である。との内；~合rfl'1は 1:!9 種、不j並fr日1

kt 6種でまった。不；自の理由！ま！陀脂不充分、塩素反！密著！り1のものが大部分で、外観不良、異物混

入、重量不足のものは僅少であった。

現在原品mは印度綿、パキスタン綿、又は米市lf＼を用いとれを皐猟か或は混合してllJt脂綿を作って

いるもοと見られるが漂白皮や吸水量は一般によくなってゐれ終戦直後からの変還を考えると

製品の精練漂白に改良が加えられている事が判る。

コン lご戸ムについては昨年は 27種（115検休〉について試験を行いがJ3割程度の不良！日があ

りその主た理由はピシホー ;t＿，，重量不足等であった。

本年度は市販品を充分調査したかったが唯 1~窪繋務課から牧去したものについて試験をしたが

ゴム質が良好註のにも拘ら歩、ピンホールが多く不良！日！と認、められ、その目的にそわたい憾みがあ

った。

本年度は国家検査が行われる様にたったのでその規準に従って製治し改善される事が期待され

る。

Eえに注射筒はその検査規準に材貰、君；~態、仕上、容量等が規定されている。

本年度は本課で数筒所・の都立病院の協力によ’り品質を調査したのであるが結果をみると検休γ1

箇についで特に硝子材料が粗悪と認められたものは僅かに 2筒であった。検休の約宇数は不；薗！日l

であり筒先や型態が不良なも・のは少数であれピストンはえ休良好であるにも拘らすヘ最ぢ不良

品の多かったのは内容量の誤差で 5%以上のものが約字数あった。

大量生産とは云え業者は乙の点~c大いに留意して改良に努力しなければたらない。
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注射針は注射筒と共に今回規準が定まりとれは園内需要だけでたく耐者共に輸出む両もあれ

ある意味では国際信用上大事た時であると云えるo

本年度比於いては数箇所’の都立病院の協力を得て調査を行った。試験結果から判断する ε材

質、：境ドン、仕上に倫幾多の欠点がある様に見受けられる。

主た不良点はパリがあったり、銃があったり、曲げ試験において折れたり或は針基の不良等で

あった。

或る会枇で、は相当立波な品を製遣しているのであるから努力次第によっては各枇とも現在の規

準に合格するのも近いものと思われる＜O しかし現在の規準は製品としては最低級であるからもっ

と規準を厳重にする必要がある様に忠われる。

総合総は東京都にば製法者が8軒位あれその主た製品についてー臨調査し℃みたのであるが

結果をみると重量不足、撚り方不足、より総不足等が目立って.t;-!J' ;fたって厳重に規格を守ると

相当不趨品を生十る廃れがある。従つ℃規主告の範園を低くしたければたらない様な問題が起るの

ではないかと考えられるo

その他縫合針、羊腸総については目下調査を行っているから機会があれば述べて見たい。又歯

f;;j.材a料製品については化学試験よりも物理試験の項目が多いとのために必要な機織類の設備が

まだ出来ていたいので近い内に少しづっ着手して製品の調杏や試験をする予定で、ある。

以上述べた様に本課で、行つ℃いる試験はその種類も多く織維製品、金属製品、ゴム製品等に瓦

りイヒ学式験、物理的試験を兼ねてゐり、更に細菌試験主含む場合もある。従って簡単な設備で試

験を行うことが出来ない場合も生じてくるの又製法業者に沿いても試験の感覚~c相当の差異があ

る様に見られあ。例えぽガ戸ゼ、脱脂市：I~の様に局方試験で長く経験したものもあり注射針、注射

筒叉は総合総の様に最近試験の規準が定ったものもある。

とれらの良否を判定して業者に協力又は指導するのが今後是非行わねばならない問題の~Qで

ある。

命昭和 25年度の業務！或は）JIJ去の通りである。

日製薬部

本諜は昭和 25年 12・Jj 21日本所の機，構改革によっ℃、 医薬品第二課と改称され化学検査部に

属するととたοた。昭和 25年度の事業実績は資源課の業務として述べるとととだる。

幸に一般都民の認識するととろと怒り依頼訊験の件数も逐ヨ史上昇したととは既K毎号事業月報

ι報告した処であるが第六改五日本薬局方の改I巨にあたり生薬の規格設定に関する調査に寄輿L

j点目ミを挙げた外、薬用資源の調査研究については新しい資源両を開拓するために寅柏実の成分研

究、蔓荊子の成分研究、ネジキ葉の成分研究を行い、夫々日本薬学会総会の学術講演会に発表した。

試験、研究、調在に従事した主たものは火の通りである。

a.) 薬用費j原の調査研究

(1) 寅柏実の成分並に利用研究

~44 ~ 



黄柏実はヘンルーダ科のキハダの果実古都下奥多摩地区を初めわが国の山地に多産するが、ぞ
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の利月3面につき依頼試験を受J~lI じたのを機会民本

研究を行い寅柏実の成分として新たに精油 0.7.%

及び脂肪対36.3%を分離し、その香味の点より南

方香辛料の輸入が乏しい時新たに香辛料として価

値がある乙とを明かにした。

(2) 蔓荊子の成分並に利用の研究

斐荊子はクマツヅラ科の蔓性樫木ハマゴウの果

実で3~／~下大島め海岸砂地をはじめ広くわが国の海

岸線広野生し、漢方では古米清涼剤として薬用さ

れた。今回新たに精油 0.16~、 脂肪油 1.2；？.£を

分離した外、一新ブラポン誘導体を発見しとれの本質並に利用面につき研究中である。

( 3) ハナヒリノキ葉の殺姐力と製斉ljイ七の試験

ハナヒリノキの葉が殺~JI 力を有するととは古来既に周知のととで、有効成分としてグラヤノト

キシンを含有するがE 偶々殺岨力並にその製剤化試験を委嘱され本調査を実施したもので殺~lfl.}J

は生葉に於τ最も有効でその乾燥葉は経日変過を仲ぃ効力を減宇その依うでこれの製剤千七陀は葉

のメタノーJレエキスを製しとれにベントナイトその他の賦形剤を加え撒布剤とし、キンバエの阻

に対し約 60～70%の殺岨力を有するととを明かにした。 nlllの種類により更らに有効である。

(4) ネジキ葉の有毒成分の研究

ネジキはシャクナグ科の落葉樫木で、者J）下並にわが国の山地に多産し屡々放牧地帯Jζ於てよ｜二馬、

山羊等家者の中毒を頻発し：被害多く既に霧i弊病の名によって知られている。依頼試験により毒物

の本態を試験する機会を得て調査中であり、新たにご.T:i:l！の結品を分離し一つは恐らくアンドロメ

下トキシy系物質で、るり、一つはフラボン誘導体で目下その本質並に毒性につき試験中であるo

b. ）生薬その他製剤j原料試碗

その主なものの一例を挙げればさたのill1りであるο

Ji!祝賀t=!::tアルカロイドの定量、

アメリカア Pタソウ中へノポジ泊の合量、及び、アスカリドールのうゼ量も

主プヨモギ中サントニシの定量、

松根グ，＿ Jレより製したクレオソ｛トの局方泊否試：

ltl:根末の鑑定並にヱメチンの定量、

海人草の局方趨否試験、

委芽の糖化力試験、

魚粉中の蛋白質向（総窒素物〉の先量も

黒文字おhの品質試験、

コプシ〈辛夷）泊の品質試験、

一二 4ラー



議粉中アJレコ ，＿｝レエキスの定量、

大黄:5fミと称するものの鑑定、

シキミ実の鑑定、

ロ｛トエキス散中総アルカロイドの定量、

杏仁油粕より杏仁JJC(の製法試験、〈以下略）

c.）生薬規格設定花関する調査研究、

先年来都下家庭繋原料生薬の規格に関し調査：検討を加えて来たが、今次厚生省薬事審議会の委

嘱を受け第六改1'E日本薬局方に収載するため、生薬につき全面的に調査検討を加えた外、特にオ

ウパク、寒天、苦木、小豆楚その他 30数種に渉り規格設定に関する資料を提供し医薬品の品質

改善並に規格設先に寄興した。

d.）薬rnt1出物η研究に関すること。

東京都下に天産し又は栽培可能な襲用組物を蒐集し気候並に土質による生態並l亡育成条件を調

査し併せ℃有効成分含量の具同、種苗の増殖を計るため予ねて三ヶ年計画で薬用品在助国の完成を

期して来たが 25年に於てー臆その完成主見た。

即ち標本閤面積 600：坪、薬用楠陶の鶴類 360位、内訳、医梁原料植物 81種、和決燕）こIi植物日

種、民間薬HJ純物 44種、有毒植物39種、省料植物8種、染料植物8:f重である。

命昭和 26年度の業務成績は火の通りである。
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第四章 研究事項

s. s.培地に関する研究

早 Jll 武

細菌音I~徴生物課服部組代子

辺野喜正夫

糞｛更中の！場内病原菌の検索iζ当り現在迄使mされてきた遠藤又はドリガJL-スキ｛等の非選択分

離$古地は、＼大腸TMiの存在が著しく検索能率を阻害するものである。

1935年 EinerL~ifson がヂスオキシコーJレ酸ソ｛ダ及びクエン酸ソーダを使用して、大腸菌

を事11.Mする赤痢菌、サルモネラ属I請。選択培地として DesoxycholatョCitrateAgarを発表し

た。その後米国に於ては Difeo会祉がこの培地の種々の欠点を除いた s.s.培地を発表して市

販するに至って、菌検索の能率は著しく高められた。

我国K於ては先年、予研、同氏が 8.s. 培地l亡使Ji] されている BH~ Salt No. 3は、ヂスオキ

シゴーJL酸ソーダを主休とする）Ji汁酸塩であるととを確め、試作 s.8.崎地を作製し℃その使用

を推奨されてから市販品を見るに至り現在では共第に首：及イr：：しつつあることは喜ばしいととであ

る。

我々は同氏等（第一表〉の試作 s.8；培地並びに市販 S.S. 培地 l'Lf~Iしτ追試的実験を行い、

又 s.8.培地作製に関して二三の改良を試みたのでその成績を報告する。

第一去 S.S.緑 地

内 ヌj℃ 1000 Occ 

又は内エキス 10.0g 

蒸滞l71＇℃ 1000.0cc 

ベプトン

空L 糖

10.0g 

10.0g 

U.Og クヱン酸ソーダ

チオ硫~·支ソーダ

クヱン酸餓

2長 天

8.5g 

1.0g 

30.0g ． 
Hf＠汁酸塩

プリリアントグリーン

10.0g 

o.o~rnmg 

0.03g 中性紅

第一章 S.S.崎地使用K関する実験

第一節 S.S.培地に於ける保存菌株か発育

実験方法、 赤痢菌、サJレモネラ属蕗j，大腸菌株のプイヨン 18時r1111昔養を lj白金Jf'.9W司氏の
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処方に従って作製した s.s.；借地K塗抹培養した。

実験成績、赤痢菌は学振傑準菌株 12株、新分離の各型赤痢菌 12株の中、大部分は良好に発

育するiJ号、保存標準菌株の志賀菌（花房株＼ 駒込B］［菌（原株）、 箕田菌（九大X株入 居石

菌（九大Y株）は発育が極めて惑いか発育を示さたかった。

サルモネラ属 rn株は良好に発育し台。

大腸菌は 11株中 3株のみは抑制され十に発育したが、他は発育を認めなかった。然し市販品

の s.s.培地の中には大腸菌の発育が可成り良好危製品があった。

第二節大腸菌の発育態度と病原菌ヲト離の相関

実験方法、 S.S.:h苦地に発育する大腸菌No.88株と発育しない大腸菌No:52株の lee1mg濃

度の菌液中に腸チフス菌（Ty2株〉又は赤痢菌（駒込 B］［菌重元株〉の leelmg以下 10傍防

釈して 10-5mg迄を混和し、その 1白金耳を s.s.土苦悩 1枚、遠藤培地2枚に分離崎養を行い

病原菌ο出現を検査した。

実験成績、 （第二表）遠藤培地によると病原菌は 10_;2mg起は証明出来るが、それ以下では

多量の大腸菌に邪魔されて陰性となる。

s. s.培地では、これに発育したEい大腸菌と病原菌を混入した場合Kは病原菌濃度ず6 lff-5mg 

でも検出は容易であるが、 s.s.；培地に発育する大腸菌と病原菌を混入した場合は、病原菌濃度

が10-amg迄は検出可能で、あり、それ以下では検出困難であるか陰性である。

即ち s.s，培地に於ても大腸菌の発育が可能であればある程病原菌の検出は謡くたる。

糞便中に病原菌を混入して同様に行った実験でも同様の関係が証明された。

第二表 大腸菌の発育態度・と病原菌分離の相関

日jl:l:g) I~戸l Jcclrng 

大腸菌（No.521朱〉 1法 藤）~と（~~lbl~
s. s. lツ＇~I~正トス「仇：f/<:l>:/

十

赤痢菌；（駒込B][

重元抹〉

大腸菌（No.88株〉 ｜遠
十

赤痢菌（駒誌Bil

霊元株〉

藤 IC次：1川~~l!)</171~
S.S. ·1~＞~tツ；：1~1~1：：：~／（ I~／~／

（大腸菌〉 集落。

病原菌 十

H 

tH,, 

一為 51--

グ 100 以下

/I 

II 

100～300 

300以上



第三官官 人工的感染使を用いた場合の病原菌分離成績

実験方法、 健康人 18名の糞便lg(IC生玉虫的食塩水 1.75cc北加へ、之に腸チフス!Mi(TY2株）

又は赤痢菌（駒込B］［菌重元株〉の 7cc10-1mg菌液 0.'25ccを加へ披麗混不11し、 2時間室温放置

後その 1白金耳を遠藤培地、 B.T.B.乳糖加寒天、 s.s~ 培地に塗抹してその病原菌の検出成蹟

を比較検討した。

実験成績、 糞便液に腸チフス菌を混入した場合E 遠藤婚地では腸チフス菌の検出不可能であ

ったものは 1.8例中 5例であったがE s. s.惜地を用いて陰性のものはこの中 2例のみであった。

赤痢菌を混入すると、 B.T.B.乳糖加寒天f青地を用いて赤痢菌の検出が不能であった場合は10

例で、その中 2例は赤痢菌持抗性の大腸菌が証明されE 他の 3例は S.S.崎地も陰性であ0／ヒ。

本実蛾で極めて興味深い事は、相当大量の病原菌を同量宛混入しであるにも拘ら十、短時間の間

に混入菌が著しく減少しも甚しいのは殆ど検出出来なかった例が 2～3例も存するととである。

しかもとれらの糞便中からはあ？抗性大腸菌、パクテリオフア｛ジュ、貧喰白血球；及び糞便液の発

育阻止イ乍rnを証明出来なかった。叉薬剤のH¥lHJもしてゐない。此の事実の夜明は積々の両から検

討を続けて行きたいと考へている。

第！ILi節 S.S.培地実際上の膝用に就て

一、赤痢患者イ更に就ての実験

（第三表）昭和 25年度に於ける各病日赤痢患者延べ 209名に就てE そf乃新鮮糞便を S.S.増

地及び B.T.B.乳糖力n寒天市地陀分離して病原菌の発1克を比較検討したの その中赤痢菌陽性者

02名を見たがすべてが S.S.培地に於て陽性であれ B.T.B.乳糖）Jll窓天培地K陽性の者はその

中 71 名（77.1%）であった。 s. 昂．時二地陀陰性で B.T.B. 乳糖力n~長天埼地（／乙陽性の者は見られた．

かった。

第三友赤持u患者検便成績

赤痢症各病日患者延べ

赤痢菌陽・I金者数

発見培地

s. s.培地

B. T. B.乳糖加寒天

培地

209名

92名｜

92 1'i 

71名（77.196)

- 5.2 _, 

第四支健康保菌者検使成績

健康者 23,496名

I ,-

赤痢菌保有者 35名

腸チフス菌保有者 4名
計 39名（0.17%〕

発見培地

S.S.培地 32名（82.1銘〉

B. T. B. $L糖加寒天 13名 (33.3%)

培地

S.S. B. T. B. 

＋ 十 6名

十 26名

＋ 7名



二、健康者便に就ての実験

（第四表〉昭和初年 12 月より・26 年 2 月に到る間比、健康者 23,4~6 名に就て S.S. 均地百及

び、 B.T.R学Li陪カ日寒天培地を使用して検査した所、赤痢菌保有者35名、腸チブス菌保有者 4

名、 計 39 名（0.17%）を発見したっその ~~9 名の中で S.S. 培地及び B.T.B. 字L糠力11寒天培地

共に陽性の者6名、 S.S.勝也のみ陽性の者 26名、 B.T. B.乳糖加寒天培地のみ陽性のもの 7f:i 

(1,79 5ぢ）であった。即ち S;S.持地に発見された者32名（82.1忽〉に対じて B.T.B.乳糖加寒

天靖地で発見された者 13名（33.3%）であった。

患者に於ても S.S.持地の方が優秀た成績を得るが、特vc.健康保菌者の検索には S.S.培地が

優れている。然し乍ら S.S. 培地に於て発見されたかった例も存在するから、雨~Af·は必すも併用さ

れたければ危らたい。

第二章 S.S.；隔地改良l吃関する実験

S. s.培地に関する優秀性に就ては先陀迷ぺた所・であるが、国産市販の S.S.靖 Xl2にはその製

主主番号によって成績の不良たものが存在するととがあるo 木培地の優秀吉：国産製品の完成は菌検

索の実務に携はる我々の最も切望する所たので、乙の改良に関して二三の実験を行った。

国産品の欠点としては

( 1 ) 大腸菌のよJnHJIJ力が弱過ぎて甚しい時には遠藤増地ど殆E変らたいものが見られた。

( 2 ) 乳糖分解大腸菌が赤色集落を示さすk 黄色集落を示し病原菌との宇IJ別が困難になるとと

カミあるO

( 0) 大腸菌集落周閣の培地面に混濁が甚しくて検索時に｜到難を来す。

(4) 培地が柏、高価であるとと。

以上でるるが、価格ο問題にはことではふれないとととする。

第一a包((J 国産製品の比較検討

実験方法、 国産の S.S.寒天（日本栄養〉の製造呑号。異なる 15種類の製品を溶解じて持

地を作製し介。叉国産の製浩所、製治月日の異なる！謄汁酸塩6種類を使用して同氏の処方に従い

S.S.寒天帯地を作製した。

S.S.増地に比較的良く発育する大腸菌：No.SS株、発育を示さない大腸菌d No.号2株、赤痢崖i

（駒込B］［菌重元株）の 24時間梧養を lcc1mg以下 10-6mg迄10倍稀釈した生理的食塩水菌液を

作製して直ちにその 1滴を作製した S.S.培地陀コンラ戸ヂを以て塗抹し、出現する菌数を以て

大腸菌の抑制能力を検査した。同時に赤痢！~i （）株、 大腸菌3株のプイヨン 24時間培養を 1白金

耳宛塗抹してその発育欣況を検討した。

実白験成績、 （第五表）製遺番号D異たる閤産S.S.

好で、めつた。大腸菌の発育抑f!llJ能力に於て極めて良好註ものは米国製品と殆E変らたかったが、

惑い製品では殆ど抑f/JIJbを示さや、対照、のドリガルスキー変法培地と大法2が認められたかった。
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6＇車fi類の）謄f［－酸境を使用して作製Lた S.S.持地に就て同様に比較検討しても同様の結果が符

られた。

使用した謄汁酸塩は主としてデスオキシコ【Jι酸ソ｛ダとコ【ル酸ソ戸ダによって構成されて

居るが、製品によりその成分の合有量が異っている。此の事実と本実験の成績から、使用する謄

汁酸塩はデスオキシコ戸ル酸ソ戸ダ 38%、ゴ戸 Jレ酸ソーダ 60%の組成のものが最もよく大腸菌

の抑／IJIJ効果を発障しているととを示し、これは S.S.均地製品の中最も優秀であったものと成績

が略一致する。

盟九巴gc. ~~~· 〈日本栄養〉 I 

D. C. 38% ／山 i' I 
c. . 609話、リノ ｜ 
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又は使用胆汁酸塩

Difeo S; S. Agar 

日本栄養 工ot7 

日本栄養 Lpt 69 
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s. s.培地中胆汁峨峨欠

B. T. B.穿L糖加寒天培地

～
川
市
川
竹
＋

集落無数
300以上
100～300 
100以下

CH十〉
（朴〉
（十〉

培地回全面混濁
グ 7'J II 

II 7'.J II 

第二節 デ、スオキシコ戸ル酸ソーダとコール酸ソ｛ダの最趨量

実験方法、 純ヂスオキシコール酸ソ戸ダとコー；r..・酸ゾ｛ダの大腸菌を抑制する最も適当した

濃度を決めるために廟者を種々の割合K混合し℃苅lへた S.S.培地を作製した。即ちヂスオキシ

コ戸Jレ酸ソーダを.0.2%より 0.5%迄増加し、それに配合するコール酸ソ戸ダを 0.1%より 1.0%

迄増加させた。乙れに就て併記同様に大腸菌、赤痢菌を塗抹して検査した。

実験成績、 （第六表〉大腸菌 No.88株比就てはデスオキシコ｝ル酸ソ｛ダの S.S.幌地中合

有量が0.3%以下官、はずfl市IJカを示さたいが、 0.4%以上にたるとがfll!Jlj効果が上る。大腸菌No,q2：株
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では0.2%以下では殆ど抑制効果がないが、 0.3%以上で‘は弧く抑制されるの

コ戸ル酸ソーダは大腸菌ο抑制にはさして影響は示さないが、その量を増加するに従い大腸菌

集落周閣の混濁発生を防止する役目を示すが、・一定限度を越すと赤痢菌Jの発育が悪くたる。

結局乙f実験の結果から考察すると大腸菌＆を最大に抑制し、培地図の混濁を防止しも且赤痢菌

の発育を阻害し友い最、適濃度はデスオキシゴ戸ル酸ソ【ダ 0.4%、 コール酸ソ｛ダ 0.6～0.8%が

最も適当と認められる。

第六表 デスオキシコ戸 ）L-酸ソ戸ダとコ.－－ JL-酸ソーダの最適量

腸大歯 大跨菌 銅古碕、
デ眼 ：ヨ

大腸I出 大腸歯 赤Z菌¥1J 
コ

大腸l詰 大腸菌 赤昂同1 フ、、J

Jレ オ 1
Jレ オキダl Jレ

間交 No. No. キダ
円安 No. No . ......, 両支 No. No. 

88 ラ2盟
シ 88 

10＝~1 ~ 句
シ 88 52 壁~Aι ~ ソ :::r ソ :::r ソ

10-3 10-1 10-3 
グ

10-3 10-1 

ダ mg mg Jレ ダ mg mg, Lノ Jl〆 口lgmg v 

一榊

0.4 
96 

椴
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ー
ダ

J

プ
ス
オ
キ
シ
コ
ー
ル

0.2 
% 

制培地回集落数
＋＋グ
十グ

300以上
100-300 
JOO以下

（州〉 培地全面混濁
〈＋十〉培地予j¥llht掲
（十〉 培地 71I見濁

第三箇1 1魯汁酸塩中のエ戸テル可溶物の影響
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デ
ス
オ
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コ

1
ル

実験方法、 S.S.均i也に使用する膿汁酸塩にはデスオキシコ戸 JL-酸ソ｝ダとコー Jレ酸ソーダが

含まれているが、その他に多少の不純物が存在する。デスオ弁シコーJL-酸ソ戸ダとコ＿.)1'酸ソー

ダはエ戸テJレに不溶解なので膿汁酸塩をエ戸テJレ処理主行いその裕解物を採取すると白色粉末を

得るo とれはデスオキシゴ －Jレ酸ソ｛：炉の存在の下に於てのみ水（／乙可溶である。との粉末を、デ

スオキシコ，.；－ ）レ酸ソ｛ダ、ゴ.....）！..目安ソーダを用いて作製した S.S.埼地に添加lして見てそわ大腸
~ 

菌抑制能力の変化及び赤痢菌の発育欣況を検討－した。

実験成績、 （第七表）デスオキシヨ【 ｝J,酸ソーダ 0.4%、コーλ酸ソーダ O.G96に含有させた

S.S.培地中に白色不純物を添加して行くと 0.2%より大腸菌h抑制能力が低下し、培地面の混濁が

省主しくたる。

即ち！！虐汁酸塩は 1立中 10g使用するとその中の不純物の存在は＇ 2096以下でたければその一成績

を惑くするo

第四節」培地に使用する肉ヱキス、肉水による差異

実験方法、 S.S.寒天培地を作製するに当って肉エキス（牛肉エキス、ミク二〉及び、馬肉Jk
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s. ：：：：.培地中！謄汁酸 iii.

第七表 ）陪汁酸塩中ヱ｛テノレ可i容物の影響

大腸菌！大腸菌｜太腸菌
No. 88 I No. 52 I No. 8 
10-2mg I lmg I 10-1mg 

＋＋｜十｜＋

赤痢菌

！拘 A

デスオキシコ戸Jレ酸ソ戸ダ 0.4% 

コ戸ル酸ソ F ダ 0.6% ｜（土〉 ｜〈ー〉 ｜（ー〉

デスオキシゴール般ソ戸ダグ 0.496 I Ht. I 十 ｜ 榊 I 
コ戸Jレ険ソ｛ダ o.6% I ・ ・ I I I Ht 
エF テル可溶物 0.2% I C+) ！〈ー〕 ｜（｝〉 ｜ 

を使用し、 3極の謄汁酸塩（ミノフア｛ヂン、 J日本栄養）主用いて大腸菌の抑制能力及び赤痢髭i

の発育欣況を検査したJ

実験成績、 〈第八表〉何れの除汁回全塩に於ても馬肉1］＇（を使用した場合には、大腸菌は弧く.｝"flll!JIJ

され且暗地面に発＇-:f:する混濁は防！とされ、赤痢！＆fの発育は良好で、、その成品＇ HJ:米国製品に近接す

る。然し肉エキスを使用した場合には大腸菌1JP制能力は低Tし、培地面の混濁が発生するc時二地

に使用する肉ヱキスの製治方訟を検討する必要な痛感ナる。

榊

第八表 肉エキス、肉水により生十る差異

v-1~ 
肉 7N 大N腸o.8菌8 大No腸.52 菌

赤痢菌
』脅 白金 U& . 

‘肉エキス 10-3mg lmg 駒 A

デスオキシコ.....；し酸ソ戸ダ 十
H十

（ミノブア戸グン〉 （ー〉

デ、スオキシ：；：：？...... ;L-j喰ソ戸夕、． Ht i山ス｜
Hr 

（ミノフア｛ゲン〉 （＋十十〉 （＋＋〉

第五節培地に添加する緩衝液 ． 
実験方法、 国産 S.S.埼地製品粉末を使用して、それを溶解する蒸溜水に各種緩菌液を添加

して大腸菌の抑制i能力、培地面の混濁防！とも赤痢菌の発育拡況を検討した。即ち苛性ソーダ、グ

リココーノレ，第→燐致カリ，第二燐酸ソ戸ダ，苛性ソーダ，第一燐酸カリ，クヱン酸，第二燐酸

タ｛ダ，による Pu7.0～7.2に規定した緩衝液を、使用蒸溜水の 10%に添加した。

第九表 培地に添加iずる媛街液

H
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腸
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大
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l

医
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j
白

mt

川
崎
ヨ
H

4

4

・0ρ

目
H
M
n
u

－

大
N
m

大 腸 菌 l赤 痢 商
No.8 I 
10-1rng I 駒A

添加緩街液

粉末製品〈日本栄養〉 くLot503) Ht 
〈州〉

粉末製品 付
制

クエン陵、第二燐目安ソ F ダ、緩衝液 （ー〉

粉末製品 十H ＋＋ 
tH 

第一瞬峻カリ、第二燐酸ソ【ダ、緩衝液 （＋〉 （ー〉

＋制＋ 培地面集P落数 ;gg～以30上0 ~制t~ 培；地査2話J商混ρ// 潟
＋ II 100以下
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実験成績、 （第 -JL表）各r~11綬街液中第一燐酸カリ、第二燐酸ソ｛タ＼グヱン酸、第二燐酸ソーダ

を使用する緩衝液を添加i した s~s. 培地は大腸菌の抑制能力は極めて強く訟り、培地図の混濁は

さをく防止され、 10%の添加では赤痢菌の発育には影響を及ぼさない。

第六節培地に添加する食塩萱

実験方法、 馬肉水、謄汁酸温No.2（日本栄養）、牛肉エキス（無食盗ミクニ）、デスオキシコ

戸Jレ酸ソーダ、コ戸ノレ酸ソーダ（日本栄養〉を使用した各 S.S.培地に食塩を 0.10～0.8%迄添

加してその大腸菌抑制能力と赤痢菌の発育朕況を検査した。

実験成績、 （第十表〉作製した生培地で、は、食塩の濃度を増すにつれて大腸菌の発育事lli!JIJ能力

ば増加するが、 0.596以上にたると赤痢菌特に保存標準菌株の発育を阻害するo 赤痢菌之変化を

及ぼさないで、大腸菌抑制の最大の食塩濃度は 0.4～0.5%である。粉末製品も食温 o.-i～0.2J~の

添加により尚一唐の大腸菌抑制力を増すが、それ以上で、は赤痢菌の発育を惑くするo

絞倖｝液をカIIへた s.s帯地l亡於ては食塩量が 0.1%を越すと赤痢闘に影響するし、帯地r:J-rの食

塩濃度は通常使用する肉エキス中の食塩合有量の差異及び、 pu締IEの際生十る塩頒の量lモょっ℃

左右されるから、添加！食塩量は命一暦検討する必要がある。

第十表 s. s.培地に添加する食塩の影響

s. s ..培地謄汁酸境

膿汁破損

お i芸J71' 

十件 集落数

＋＋ 
十

No. 2 

300以上

100～300 

100以下

第三章総 括

事

塩量 No.88 No.ラ2 ,,_ I萄i食 ←｜大腸菌｜大開！赤痢~ I 
10-amg 10 lmg 宮司A

o.296 1州州｜（ー〉件 I m 
0.3匁 Ht 

0.4タ6

0.5タ6 制

0.6タ6

0.8ヲ6 ＋＋ 

ゅの培地全国i出荷
（＋＋〉 グラ；j II 

〈十） it7J II 

1）、 S.S.母上t[J，は現在迄使用された遠藤培地、 iごリガルスキ｛変法、 B.T.B.乳糖加に比較

して遥かに優秀である。特に健康保菌者検索に於ては欠くべからざおものである。

2λ 然し乍ら S.S.培地のみに依存する事は危険であり、遠藤培地叉はドリガルスキ戸変法rTI
地と併用しなければならない。

町、 S.S.培地作製に当って使用する謄汁酸塩は可及的純度の高いものを用小、 デスオキシコ

｛ル酸ソ｛ダ及びコ戸Jレ酸ソ｛ダの比率は 4:6のものが良い。

又構成I吊として使用する肉ヱキス、色素に良品を選ぴ、緩箇液、食塩合有量に留意すれば国産

品でも充分米国製品に劣ら左いものが出来るものと信やる。

終に北研、安務博士の御援助を感謝する。
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Il 自国虫感染経路に関する研究

学童鼻汁及び小学校教室塵挨中からの自国虫卵検出

細菌部寄生虫課 今 国 義盛

絡－言、大tllfill虫の感染は原則として ascaris・Iumbricosdes＼成熟卵の経口感染である事は論を侠

たない。市して姻虫卵が自然界に撒ギfiされる主なる方法は使池、便憎から糞便と共v乙耕作地に置

かれる場合と、直接野外Kl日誌をされたる場合等に、 :f-t:処から気象的、人工的或11動物昆Bl等の関

興によって更陀広く自然界に撒布される方法であるのそれ等のtl！回虫卵は夫々の場所で種々なる条

件の下忙発育を遂げ感染可能な成熟卵となって存在するのであるの自然界にある姻虫成熟卵が人

休に侵入する主なる方法として考へられる事は、犬／？の場所から降雨又はHi;k或は風塵等陀よっ

て運ばれ野菜共の他の作物果実等に附請し、又は同様昔、る方法で、飲料水に混入し、或は風樫と共

に住居や飲食物食器等K附蔚する他、塵：咲と共に直接鼻口院から侵入する等であろうの特に姻虫

卵が呼吸に依つ℃直接鼻口腔か九人休に佼入する！煩度は多いのではないかと考へられるの Cort

( 1926）は中国の或地方で婦人が著しく男性より tl¥1日虫保有率の高いのは、主として婦人が糞便乾燥

の作業に従事する為にtll問虫卵が糞便座壊と共に飛散吸入する為と称しているの叉 Khalil(1933) 

も境及で同様なる事を報じているの今日吾人の生活環境の周；委には玉三る所にtl！岡虫卵が存在L、特

K塵境中陀は多く含まれている事が知られている、笛木氏（1950）は省電車内床上の塵境、教室

床上、住宅墨の上の庫咲から』！回虫卵を証明し、叉高崎氏（1935）は農村床上（'C.0,85 %、土聞に

2.97 5宮、腸内寄生虫卵を検出し内』！回虫卵 1.27%でbったの又氏は生後6ヶ月の母乳栄養ミ児に

2.9%に姻虫卵を証明している。 との事は感染から排卵迄θ期間を逆算すれば生後既に 2,3ヶ月
I ＇‘ 

にして感染した事を示すもので、氏はJ受章LI司祭し乳母が自分の手指に唾液をつけ乳耳目を採み乳児

にふくませる為、手指に附着する虫卵が乳児~こ移行すると説明しているが、勿論との事も意義が

ある事であろうがむしろ食物を口にしたい乳児の場合屋内或は屋外ο塵攻中に合まれるtll回虫成熟

卯が直接呼吸により鼻口際から侵入する事も森易に想像される処である。

Bogojavrenski及び Demidorn(1928）はロシヤで小児の鼻粘膜から 3.2%忙姻虫卵を証明

し、 I閃かにtl！回虫の感染が鼻口腔から直接呼吸によって侵入する可能性を示しているの

私はtll問虫感染経路に関する研究の一端として学童鼻．汁及び之と関係（［） j~~0.小学佼教室内の鹿咲

に就いてtll回虫卵の検出をたしたるを以て訟に共の一部を報告する。

検査場所、 埼玉鯨北本局村、石戸小学校児童780名、及び符教室、紳奈川l腎城島小学佼児

童 305名、及び、 7教室の襲攻、東京都吾嬬第四小学校五教室から検査材料を採取したの

検査方段、鼻汁の採取は予め児童の手指を清浮にせしめ、約 10糎平方のセロファン紙で、児童

各自に取らぜた。特に鼻汁の少い児童は一部海いj殿紛糊を鼻字~I亡小量入れ後セロファン紙に強く

吹き出さぜた。之を 10%アンチホルミン液f［浸け良く溶解なし、遠心沈澱して沈査がら標本を

作って鏡検Lたの
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鹿：りミは放課後掃除めn~J.i帯き集めたものを車Ill 目の金綱で飾い夫雑物を｜除き大形沈澱管に一元量入

れ比重 1.250前後の硫酸マグネシア裕液をカnへ遠心器にかけtll回虫卵を浮遊なし、カパグ、ラスr乙附

荒せしめ標本を作つ？？の

検議成績、 鼻汁成績、石戸小学校第 1回（5月17日）児童入丸 8年 180名中g1日虫卵陽性3名

o.e7 5'0入で単細胞卵 5側、桑棋期卵 lf問、仔虫期卵 1イ問、計71同を検出したの（第 1表）第2問

桑椎期

卵 1｛同計戸｛同を検出した。（第 1表）

第 3問、石戸ノj、学佼（11月28日） 1、2、3、4、年生462名中陽性者 6名（L3%）に姻虫卵を検

石戸小学佼（6月23日）久 5、6年 138名中陽性者1名（0.73%）で軍制i胞期卵 1{問、

出じ単細胞期卵 11側、！抑制：l潮卯 111耳、計 12佑lを認めたの

第4回、城島小学佼、（12月8日入 1年より 6年迄305名中陽性者2名（0.65，%）で単細胞期

卯211司を検出したの
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教室内塵挨成績、吾嬬小学佼 5 教室、 29瓦の鹿：炭中~'1細胞期卵 38 ｛問、桑相；期卵 31同音j・ 41栴jを
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検出した。

石戸小学佼（5 J~29 日） 16教室、 42瓦塵攻中、 6教室陀tll問虫卵を認めたの即ち車細胞期卵10

十円一



柄、桑j：品期g111側、桝叫期gp1 ｛問、仔＇＆ l期卵2個計 20仰を検出したδ

石戸小学校＼12月19日） 19 教室、 88 瓦中 7 敬室陀単品Ill胞期卵 7 側、桑権問~p:s f問、戦虫卵2

｛同を認めた。

第 2 表教室座決検査成額

検査検 査検 査検 査 検査 ll＼回虫卵 来：
の

場所月日教室材料 胞！桑糊仰＆＇－間抑制計 他

24/2 l年2組 10.g 4 2 6 

高第
‘包

II II 5$§. ち.II 7 8 

II 日年ラ組 5. // 9 9 

同校学
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計
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第 4表 敬室盛境検査｝変説

4合 査 検 査 ；金 出 tl＼回 虫 ~s 

車細 l桑槌｜附虫川｛子虫｜
共の他

場所月日 教 室 材 学J

l年 i組 しOg
、

城 lラ／12 II 2組 15庁

島 2. 年 1.うか 11＼担虫 1

3 年 3.0グ

「官き』てA． 4 年 3.0 // 

校 5 年 5.0 f/ 4 4 

6 年 7.0ゲ l 1隔虫 4

計 22‘Og 5 

城島小学佼（12月8日） 7 教室、 22 瓦中 3教室に単細胞具~j卵 5 ~I問、 鞭虫卵5伺を検出したの

石炉刀、学院は多くの教室にダエの成虫及び明iを多数徐出したの

考察、 tlll司虫卵が微事lHなる盛咲則的清便釆飛散する事は多くの学者によって認められているの

高崎氏は単に雌！虫卵を乾燥せしめ之を人工的巳飛散せしむる時は 5米は楽に飛散すると報じてい

るe 筒木氏は 3Jj風の強い日教室及び講堂。窓側ο監を 1瓦宛100回検査中、 63回に 121{問の

虫卵を検出内仔虫卵 58 伺であったの又他の教室で同じく 1 瓦宛 100 回1i~盗に 1 箇所では、 51 回

に102伺の虫卵を、別1)室では 100問中 8回IC91問。tl！回虫卵乞認め仰れも仔虫卵を検出し℃いる

又吾々の所で人糞を全然使用しない畑土及び野菜から多い頗度rz::ll!回虫卵;tr:検出しているのは他に

も原因はあろうが附近の人糞施肥知iから風塵とたり飛散侵入するものが多いのではなν、かと考へ

るの斯くの如く tl!llilfil卵が座決と共に誌易二 1~ t tる犀亡よれ飲食物或は食器等比i制・着人休；乙

侵入する機会は甚だ多い訳だが、更に重要なる事は直接呼吸により鼻口怪から侵入する！煩皮も非

常に多いと考えるの吾々の研究によるとtl!llil虫の感染を期節的に観察すれば、久 5、6月、 li、12、

1月に最も高い山を示している、との事は11、12、1月は躍に白菜の塩漬等を食べる時期に相当

するが、久 5、 6 月ο山の高いのは単にR守茶漬物だけでは設明出来得ないの L~i1ち此の時期には一

年中で季節風の最も甚しい時期で、むしろ）Jl1＼曜により tl!lITI!itの感染が影響されると考ヘているのでは

たいかと考えるの

総括、 学童 1,083名の鼻汁検査により 12名、 1.1%則！Im虫卵を証明し共のよド数G名が1年生

で、、 3年 4年に各2名、 2年 5年vc.各 1名で低学年に陽性者が多いのとの事は年少な者程耕！の

洗顔、鼻汁を取る等が粗布jの為であろうの叉鼻汁の多い児童よりむしろ少い子に陽性が多いのと

れは鼻汁の多い児童は口呼吸が多い；局、鼻よりも口から侵入する率が多いと忠はれるの

教室iスj昼量攻中にIr:!:イllJ

卯を認めたがT皮このfl寺全j交のj金便をこの室で行つて居たJうで・q.守l，と多かつ7ζと考へるの抜島小学

校では特に鞭虫卵が多く伶／111された門石戸小学校では｛可れの敬室ιもダニ、が証明されたの

鼻汁よりの虫卵検出は期節l℃より叉天候により或は 1日ο中でもl時聞により相当た相遣のある

事は想像出来るところであるの私の徐杢した時期は何れも晴天1nr:風で塵咲の無い日で然も午前中

........ Glー



で、あったοで、比較的~1m1虫卵の検／J:~ も少かったので、、 j武の弛~v、時期の午後で、あれは倫高率陀証明出

来、 I文室に於－c，も春先暗に菜関等に人糞を施．肥ずる時期では同様虫卵の検出率は増加すると考え

る。

結語、 rt！回虫成熟卵は直接i呼吸によって鼻、口より侵入する機会が多いと考へられるe

教室内の塵挨中には多数の姻虫卵、鞭虫卵が存在しているの従ってtl！回虫成熟卵は教室内での児

童の遊戯或は掃除等の場合直接呼吸により或は燐当等に飛び入りrr1回虫感染の原因となる危険が多

いの之等の点は特に学校街生上留意すべき点で、はたかろうかの

本研究を行うに当り御協力下さいました石戸小学校並び、に城島小学校諸先生方に衷心感謝の意

を表します。
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目 赤痢アメーパ培養に関する研究

細菌音I~書生虫課藤 藤 誠

書翁一主L.

Nリ

赤痢アメーパ域養には、国形背I~ c斜耐）と液休昔I~ よりたる二相性の培養基が月：jいられるの

すなわち図形音j）は、馬血清あるいはを卯を加熱凝凶させて斜面としたもの、またはアスパヌギ

ン寒天の斜面に、液体部は血清あるいは卯l主lの Ringer締釈淡を斜而の高さまで・：m：墨、し、 少量

の米粉をくわえた将養基であるの

との米粉を加えたことは、 Dobell & Laidlawによってみいだされ、米粉の存在に工うて赤

痢アメーパ（以下アメ戸パとllfめは極めて良好な増殖をいとなむの

このようにアメーパの崎養基は、その組成が複雑であれとくに液休部は血清または卯l~I を使

月jするためにその力！催j的在日：＇J{袋、保存に欠点があれさらに米粉をくわえることは培養操作l乙焼

却；をますうらみがある。

上にのぺたような欠点を除いて組成。簡単なかっ調製後の滅菌が可能な液体部だけの培養基、

すなわち在日本崎養基をつくることを目的として、いろいろ左検討を－ゐこたったの

実験成松

1. n. S. R. (Ringer--Semm~Hinger) J廿地にかんする槍討門

ご相性培養基（固形斜面と液体部）の液体部には卵白、血清の Ringer；陪釈液が使われている

打、まえにものべたように、去の滅菌がでまないので、その調製にあたり、無菌的操作が必要で

_, 62ー～



あるの

ζ0欠点をのぞくために、液体部は滅菌した Ringerj夜を月=jv＇て実験を;jti-・となったの

図形部は、馬.lfll.清 2部、 Ringerj夜1部を加熱に上り奈1・師となし、その後滅菌したものをHJい

たの

実験i亡は赤痢アメーパチステ :10株、赤痢症HJ.：発呈者vc1J1来ずる栄養型 2株を用いたm

その結果、 i夜休部に卵i当の Hinger稀釈液をmいた対mtcすたわち R.E.A.）よりも、！陀殻、

その後の継代培養（15代む）に長いて、アメ｛パの増殖除、液休部が Ringerj夜のみの R.S.R.

培安基がまさる乙とが明らかになった⑦ （第一去、第二表、参照）

とのさい闘力7始日斜面の基底に湧出する凝水が多いほど成績が良好であった⑦

要するにとの実験でアメ｛パのmt殻、増殖には図形部に加熱擬岡蛋白があるたらば、液体部に

は生蛋白を必要2二せや Ringer液のみで充分で、あるととがl切らかにたったの

第一表的t 点！~
),!--;<.. 

総 IR. s. R. I R. E. A. 
十〔24)

2 一

3 十（96)

4 一

う 十く48)

6 一 一

7 ＋ω｜ 十（96)

8 十く24)

9 ．＋く72)

JO 十（48)

十、ーは除殻の有無をしめす、（ 〉内数

字は培養後！陀殻までの時ll¥1をしめすの

2.）液体培養基にかんする考案

第三ー表継代増植

総 IR. s. R. I・ R. E. A; 

1 c I ++1ラ｜ 十日

2 c I 刊 5 I ＿~－＞~ 
3 c I +++15 I ＋＋十15

4C~ I ++15 I 

ラcI＋＋十15 I ＋什15

7 c I ＋日 I + 2 

三三｜ +15 I + 3 

9 c I ＋十15 I 十十15

IO c I ＋十＋1ラ｜＋＋＋！ラ

11 T I 十十＋15 1 ＋十十円

12 T I十＋＋！ラ｜十＋＋15

十tt}77~ーパ1曾植ρ瀧駐しめず（〉内
は継代代数ち l5ft伊完；了とした。 T ：栄養ヲ1' 川

C ：チステニl·~

二相性の培養基にかんする検討で液体部が Ringer液で充分にアメ eーパの培養が行えるとと

があきらかになり、その無菌度の保持がやや良好になったの

しかし調製後の滅菌という点では、いまだ難点があるの

そのj二忙、抗アメーパ剤の検定等に使うにl也、同JI宮部がああとE確た濃度を保持する乙とがj材

現II：である⑦

さきに、 組、は R.E.A.培地の問形音f）奈Hlifに滋IHずる凝1｝（を利J:l=Jし？と液体培養基を考案して発

,, G：~ －『



表したが、調製後か波菌ができたい点と大量生産が困難な欠点があったの

そf乙で私がHl：片を〈わえるとアメーパの増植がよくなることから考想した肝臓浸出液培養基と

Balan1.uth・ の Eggyollcinfusion medium; Snyd$r & Meleny co C. P: _G; (Choleste~al・

Pepton Cystein) Mediumを併せて比較検討を沿となった6

との肝臓浸出液培養患の製法は、ベプトン lg...食塩0..5g、第 1燐酸カリ 0.lg、第2燐酸同只ー

ダ Jg、楽、溜水 100ccl'L HT）践"J5gを京1'1f切して加え、 JOOcc度 1時間浸出し鴻過するの憾液を蒸溜水 2

で lOOccに布i訂正し、他局J(J［；清）OccをJJllえ、 100度5分加熱しヌツエで吸引鴻過、強液の pn を

7.0に補正して分注後 100度叩分、 B・FBI前敏滅菌を行うの

使用直析に滅菌米粉を少量くわえる⑦

ζの ：:q重の液体培養基v.t...いづれも調製後の滅菌がTリ・能なので、その保存に便利であった6赤

痢アメーパは訓：究所保存の 3株をJ=EJρたが、 C.P.C. Medium を除いて E_:sgYQU< infusion 

mediunと肝臓浸出液培護基に極め℃よく増植し？との私ο用いた3株では後者の培養基のほう

が、最良士宮植期に建ずる時聞が平い傾向があったの C.P.C. Mediumはi骨組傾向がたく埼養 72

-96時間でいづれもアメ戸パは死滅したの

Trichomonas elongataの 6株（歯｛曹膿抗議の忠者より直後培養）についても、 同様に培養

を行った結泉、 3穂の液体培養基に極めて良釘に増殖し、アメーパ同様15代迄継代を完整した。

との成績の：暗示ずる点は T.elongataはアメーパよりも栄養要求の程度が低いととを示してい

るの

3）米扮にかんする検討

米粉はアメーパD培養（増強）に不可欠なものではないの

しかし、そο1曾殖をさかんたらしめるには米粉をくわえる必要があるの

そして、そ，η必要部分は米蛋白にあるのではたく米澱粉（Ricestarti）と考たちれでいるの

そとで、一株の｛呆存アメーバ株をf:ljいて、 乙れに代るに可溶性澱粉を 0.5:%-5%の割合J亡、

Egg yoll王 infusionmeditlm及び肝臓佼/JI，液土tfrJ山に加えてアメーパの域養を行ったの

乙れと同時に米粉ち可溶性澱粉も加えたい培養ぢ併せて行った。

そむ結果、米粉を加えないアメーパの崎養は継代の経過とともにB そD士宮砲が著しくわるぐな

り 10イtでアぷ，.；...~号、はヂE減じたの

，米粉を加えた例は来世代中も良好な土佐庁aを引続き維持；した。

可j容性j殴粉をくわえた例は o.• 59~－1 f.｛；の濃度が最もよく 15代迄は死滅はしなかγコたが、 しか

し継代の経過とともに、アメ｛パの増植は不良にかたむいたの

それと同時にアメ戸パの大v、さも、やや小-11；~になることが注意されたの

-1 %以主の濃度は、了メーパグ〉士宮桔は極めて謡（ 5代で継代目；ー催中止した6 . 

ま？と米粉をゆ景くわえた 2純乃液休崎地を、 1001芝5分加熱し、そめ後にi1長湖、，滅的、すなわ

ち米粉を模出した培地を問1ρζγ アメ戸バの培養を行ったが、会f(粉をくわえたいア〆｛パの正昔養

の成績とほとんど大差はなかったの

－~－ G4・



要 約

以上を概括して要約すると、

Lァ三｛パの培養にあたり固形部斜面が加熱凝固蛋白で、あるならば従来用いられているよう

に液体部が血清、卵白の Ringer 稀釈液は必要とし泣い。

すなわち Ringer液のみで充分で、あるの

2.私の考案した肝臓浸・出液培養基は Balamuthの・eggyolk infusion medium k比べτ

アメーパの埼養増植に優劣はみとめられす言、極めて優秀であるのまた乙の培養基は調製後の減菌

が可能である⑦しかし C.P. ~· mediumでアメ戸パはi曾植したいの

3.上越の 3種の液体培養基に T,elongataはきはめてよく増植する⑦

4・. アメーパ培養に際し加える米粉は、之を浸出しても可溶性澱粉を用いても代換すること

は図；挫であるの

文献省 llf持

町 ペニシリン抵抗菌株の性肢に志郎、て

制）芸j部ワクチン謀松 井 清 治

~1::1 . ~·寸伸機

絡 日

(1) 

先に松井は溶血性述鎖j伏球蕗it乙就いて、小林救授の分類をもととし、各担~Ji属する記i株がペニ

シリン陀対する感受性｛也於てどんな差異を示し、又ペニシリン抵抗獲得能に菌型｜よりの差があるか

どうか、更に抵抗獲得株の生物学的、菟：j支学的諮性献に変化があるかどうかに就いての興味ある

知見を報告したの
(2) (3）く4)

腸内細菌に就いては Gardner(1940), Thomas & Levine. (HJ45), Shwarzman (l!J必〉，
くラ〉 (6〕 く7)

Fisher (194G), Shnahan & Tanner (1948), ！時獄（1948）等が主として形態学的変化に就lρ

て研究し、！時獄は腸内細菌類のペニシリン感受性に就いて木賞．的検討に尚徐地ある事を指摘し

アζ。

吾々は梓菌、とりわけ腸内病原菌に於いても前述の球菌に於けると同様の性質を示すものかど
(8) 

うかを知らうとして、腸チフス菌に就いても実験を行ったの所で腸チフス菌に於セもその抵抗株

は生物学的性欣の変化と共に毒力。低下を認めたので更に此の点に重点主治き、鼠チフス1$i及び

腸炎菌を用ひ迫求し'k（） 以l:D実験成績を纏めて、綜指報告する次第である。

1 ）感受性に就いて
(9) 

感受性を調ペるには主として Flemmingの Ditch-・plate法によったの f Jijして各菌種のペニ

シリシ感受性は、溶連菌： I1=盟、 0.008～O.Olu/cc(20）、 Ila型、 0.01～0.02.u/cc(12）十 ITb型

0;,008，...〆O.Olu/cc(3）、国型 3～知／cc(5）、腸チフス菌： 5～15u/cつ（36）、鼠チフス菌： 5～20

u/cc (5）、腸炎菌： 2～25u/cc(21）…・・（ 〉は使用菌株数配示す……であったの

65 ~ 



即ち｛容連菌の感受性は工型強く JIbは略々之に準じ、 1ta型、直型の）I慎であれ溶血環の小

長ものは感受酬く、溶血環の大なるものは感受性弱く、溶血環の犬きさと感受性の問問

逆c関係のある事を示し、小林教授等の分類型式と感受性の間に一定の関係のある事を認めたの

腸内病原菌D感受性は 2～25u/ccぜあり、 同一菌：陸でもi岩株出iに多少の感受性のひらきο星ぎる

ものもあったず］三、概ね 10u/ccの近法にるり、溶連商の感受性に比較し、かなり低かったの倫溶
(10〕

述菌に就いて重唐法に依うて測定した感受性及び腸チフス菌に就いて、プイオン稀釈法、川上等

のメデ νンプリュウ法による測定値は夫れ夫れ Di.tch-plate法による実測値と略近似の値を示

したの

2）抵抗性の獲得に就いて

抵抗性を得るには Ditee-plate法により、ペニシリン加寒天千板〈溶連菌にては血液子板〉

を4乃至6種類べ三シリンの濃度を変へたものを用意し、移植に際しでは中央部のペニシリン合

有地帯に発育を示した最高濃度の平板から集落を拾ひ、更に高濃度のペニシリン含有地帯に移植

し、逐次代を重ねて之を繰返したの

各菌種乃抵抗慢の獲得は溶述菌にてはお代継代で 0.0:33～0.32u/ccく但しE型を｜徐く〉に建じ

最少有効濃度の 3～21傍に達したの腸チフス菌は 24代継代で 130～230u/ccl'Cj主し最少有効

濃度ο 2：~～40 傍に至れ鼠チフス菌、防炎菌では 20 代継代で 750～800u/cc 11¥Jち 45～3(・0(-i

傍（re.注したの抵抗獲得の速さ及び、その抵抗獲得度は菌簡によりかなりの差があり又Wsl株にあって

も多少の差異を認めたの

3) 復蹄t亡，Jj~：いて
(11) 

抵抗告I：の復蹄花関しては菌により叉復蹄の方法により難易がある様であるの Gezone・ はj容述菌

の復路に就きその一部は復邸じ易く叉一部は復師し長ft¥;'¥:;tjj：を報{fj'：じたの吾々は腸内病原菌の抵抗

株の復節をしらべたず｝~、腸チブス菌では数株がかなりの復蹄を示したが、鼠チフス菌、fJ碁炎菌では

殆んど復l昂を認め示、叉抵抗牲の獲得と復蹄の聞に特別の関連性は認められたかったの

め形態並びに運動性に就いて
(12〕

溶迷菌にては、集落は Edna.Delvesの記載した SR乃至 R型炉見られ、染色上、むはffl'ti~n静

化し、；主蹟は！京株より；l乏く又染色性股濃淡が見られたのe 腸チブスi省、鼠チフス｝ltf及び＇.｝｝見炎I~iで、は

集落の発育不良で、抵抗株の集落の直径は原株乃%以下で、霧JI）＼の発育を示すものもあ QE 又プ

イオシに於ける発育も不良であったの染色上で、は集落は著W1註変化が見られ、 j平1犬、紡鎌松、球

紙、総j伏のもの等多形位、を示した。然し高濃度のペニシリン加培地に移さ宇、i可ー濃度，乃ものに継

代するとむしろ正常形IC尽つ ζ行く傾向が見られたの抵抗株のグラム染色は何れも陰性であり、
(13)〔14)

ギムザ染色を行うと歯科ヰl刊に穎位の出現を認めたの之は Robinow等が大腸菌で・見た分割の停；！と

し核のみ分裂を起したJUi:態であらうと忠はれたの運f動性はiJ易内ヲ1Allポi芸iの抵抗株はj成弱乃至泊失

L、而してその減弱度は形態の変化に位行して行くものと思はれたの

5) 含水炭素分解能に就い℃

溶；3！菌では一般に抵抗株と原株の問に差異はなかったが、工型菌抵抗株より生じた4株。変異

」~ uG・－



株中2株ーは:irrm！に他の 2株は円ιfaecalis或いは St;varidanceに一室長ずる性＊犬を示した。

腸チフ又昆iv五；lチフス菌及び）J易炎菌では抵抗株は？ルト｛ぜの分解が遅延し、 2株は数週間の

観察ではその分解を認め歩、又ヅルチツトの分解の遅延を見たものも数株あったの
(15) 

め カタラー｛ぜに就いて
(16) 

Gilson等はペユシリナーぜの産生と抵；抗性獲得とのIf牲に一定の関係のある事を報告したδ 又
(17) (18) 

Demerce 等は細菌の抵抗性獲得を細菌ο変異に蹄している様であるの更に Ga1eは抵抗性獲得

を細菌の代謝機能の変化から解明せんとしたの苦々は抵抗菌株のカグラ｛ゼl乙就いてじらべ、原

株に比し 2～8倍カタラ戸ぜのiii長言語するのを認めたの而して担抗性獲得とカタラ｛ゼの減弱左の

関連に就い℃は更に検討を要する事と思うの

7）他の治毒薬に対する関係に就いて

ペニシリンに抵抗性にたった菌株が他の泊、毒薬に対しても抵抗性を有するかどうかをしらべる

た社、腸チブス菌抵抗株の石炭酸、ホノレ？リン、 KCNに対する抵抗性について検したが！京株と

の聞に差を認め宇、ベ ζ シリンの抵抗性は特異t]f.Jであると思はれる。

8》兎疫学的性欣に就いτ

溶連Miの抵抗株は兎疫学上原株と差異は認められたかったが前述の抵抗株よ h生じた変異株の
く19コ

1:+1で Lancefieldの沈降反感上2株は E型菌家兎兎疫血清に他の 2株は St.faecalis家兎免疫

血清に弧〈反騒を示した⑦又E型及び St.faecalisに属する菌は犬れ夫れ変異株家兎兎疫i釦青l亡

強く反応を示したの之等の変異株は原株にぺ ι シリンを作用させる事により繰返し発坐させる事・

が出来た事から考へて、ペニシリンの作用によって生じたものと思はれるの腸内病原細菌ゐ抵抗

株ではO凝集反臆では凝集価並び陀凝集の態度に殆んど差を認めたかったが、 H凝集反i車に於

ては鼠チフス菌では著ru-:1ではたかったが、腸チフス菌、 !JJJY%Ittiで・は著lljjな差を見、抵抗株はH:J:rt

原の著しνj成坊を示し介。
く20)(21)

就中腸チフス菌の酸凝集反l患では従来鞭毛抗原の関連すると考べられる pu tL7帯広於ては減

弱乃至消失が見られたが、 Vi抗原が関連すると云は1！しる pir Z.'7 司？むは 11~：かの移動乃至減弱を、

認める程度であったの向！揚炎菌を月jひて抵抗株ο抗原の変化を更に械がめんとし℃柿休結合反！監

を行ったが、原株主抵抗株間に変化出認められなかった。

め ま民力IC就いで
iく22)

市ru菌がペニシリシ抵抗tr：を獲得するとそο意力の低下する事が一般に認、められている。Mckee

は葡萄欣球菌、溶述菌、及び肺炎双球菌が抵抗性 α 士宮力~I と共に毒力が消失する事を認め三 叉
(1 I) 

Ge zone はr~；主的に就いて、抵抗獲得株はマウスに対する~，＿I；~J Jがi成羽乃主治失する事を幸！~－｛fr して

いるの i容；卓越に於いては甚対立株のマウスに対ずる主力はかなり低下を示し又心血．よりのi宣言10り1率

も低かった。！助チブス T~f抵抗株もマウスに対する毒性はわづかに低下を示したj 苦々は此の点を

更に迫求するため、鼠デフス菌及び腸炎菌を月＇｝ひてしらべたが、その何前，も死亡率 D低下を米

し、就中毒）Jの強い歯科とに於いて、その抵抗株と）京株との1141の差が著llJ)は現はれた。此の抵抗株

の毒－JJの低下が菌自体のものたりや否やは興味ある問題であるので・之l亡就いで少しく検討を試み

-・ G'l ..，唱



た。防炎菌の広〔株~び抵抗株を用いて発育rH1お；~を見るに抵抗株の発育ほ絞慢で、既にプイオン接

種後 5～6 時間lで肉HR的 ~1.昆濁度D差が明となり、 2壬時間後に老いても抵抗株は原株の線に達

したかっ売のヨたに夫れ犬れの菌株を？ウス腹腔内K接種して腹腔内の菌の沿長を観察じたが、原

株にては 10-5mg (7200｛問う接種後腹腔内の菌は明かに繁埴して行丈が、抵抗株では同量り菌

c10-5mg・・ ·4880f岡〉を接種しても腹腔内に~ける菌の増績は徐り認められたか0／とe 叉抵抵株

を接種したマウスより証明された菌株時：ベ＝シリジ抵抗性その他の生牧学的性欣に於いて接種古IJ

の抵抗株と何等変る所がなかったの即ち試験管内で増殖の緩慢抵抗抗株は生休内でも同様の態度
く23)

を示す事が怨像されたの Evansは腸チフス菌に於ける毒力。低下は増績の不良にありとの見解

を述べているが、苦々の研究からも士宮植の不良は意力の低下の少くもーi却であらうと思はれるの

10) 感染防禦~就いて
く24)(25)(26)

鼠チフス菌に関する感染防禦試験に就いては既に詳細！な研究がある。即ち死菌ワクチン接般に

よる兎i疫に於＼／、ては第 1；火J政・血(11：は阻止W，￥るがチフス疾忠の発症けl坊禦IH来たいといはれ与の
く27）く28)(29)(30）く31)

又フアーヂを｛乍Jlj させて作eった弱寄生－mi並び、にムクピル変具菌による生w~t免疫では O抗原共通

ぜざる為第 1失敗血症は防ぎ符・ざりしも続発性政血症は阻止する事が出来、叉死薗と弱素生miと
く32）‘ F

の同時免疫によって第 1弐第 2次敬血症を防ぐ事が出来ると云はれるのマウスに対するま．力が低

下し市も原株と O抵原に差異を認めない抵抗株生菌を用ひる事により或ひは第 1次第 2？，た敗血
く33)

症を防ぎ得ざるやの想定のもとにJ感染防禦試験を行つ売。

結果は、生存率から見ると抵抗株生菌免疫は死菌兎疫、炭王年生1志免疫より優り又対j指先！~処置群

に比l71期D延長が見られたの又マウス臓器からの攻撃菌の言It.I閃も抵抗株生菌菟疫群は弱芳生菌

兎：皮群、死菌兎疫昨及び対！！校生N処置群にltし僅かであれ腹腔液中の菌も早く泊失する傾向を示

したの即ち抵抗株生菌剤交はも弱毒生－Mt免疫、死菌発疫に優っ？と成績を示したものと店、はれるの

綜 ボ
白

’寸
d
J

以上i容連腸菌｝］：易チフス菌、鼠チフス菌及び、腸炎菌のペニシリシ感受性並l'Jに人工的にペニーシリ

ン抵抗告hを獲得吐しめた菌株の諸·1·g： ~IJ（を調べた紡果を要約すれば、

1) 各蕗i種。感受性はj容連菌：o.. oos～O.Olu/cc (I：＠！）、 0.01～0.02u/ cc( JI a型入 0.008～0.01

u/cc (Jib~日入 3～4u/cc （亜型〉、

腸チフス蕗；j5～15u/cc.脇チアス菌 5～80u/cc.協炎titi2～25u/ccでありその抵抗性の獲得

は溶連菌 8～2L佑（43代〉、腸チフス菌..2H～40倍（24代〉、鼠チフス菌、腸炎菌 45～366 倍

〈包O代〉 であった。…く 〉…継代数

2）抵抗出D復蹄は起り難かったの

め抵抗性獲得株の形態は多型車I：を示し、又腸内病原菌の抵抗株はマルトーゼ分解の遅延を来

す傾向があった。叉運動性は形態乃変化と並行して不古Ci？：発又は治失したの。抵抗陸獲得・株のカタラ｛ゼは減弱したの

5) 他の泊毒薬IC対す；る感受性は原株と差がなかったの

,-.・68← 



の抵抗性獲得株の溶建国にては沈降反感上抗原構治忙変化を認める変異株の/l＇，現を見 tc。腸

内病原菌で、はH旋集が著明に減弱したがO凝集には変化認められす言、 叉腸チフスi請の酸凝集反

踏では鞭毛抗原の関連する prr4.7帯に於いて減弱乃至治夫が見られたの

7）抵抗性獲得株はマウスに対する毒力が低下したの之は発育増植が緩慢化する事と関連があ

るものと考へられるの
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v・ 血祭蛋白分劃法に於ける血球同種凝集素の位置について

細菌 部 血 妓 課 永 瀬 喜 代 子

。蛋白は血撲の主成分をなす点で重要であるばかりでない 1H；の中には菟疫現象の鉱司をにぎ

る抗休やネr!I休をはじめとして、ぜん維素原、プロトロンピン、トロンポフ・ラスチン等を始めとす

る血j夜凝固促進均質、同時に叉阻止物質等が包括され℃いるの而しでもし此等のものを純粋な型

で取出し製品化するととが出来ればその臆用価値は全く以て飛躍的と在るであらうことは守平易に

察せられる⑦

少、量宛しか操作出来ぬうらみはあるが、 ’：riseliusの考案にたる電気泳動法によれば此等のも

のが：より精筏に分割出来るであらうが手近に使用出来泣いので残念乍ら在来の硫酸曹達法によっ

て同種血球凝集素〈イソアグルチニン〉が大体電気泳動法による globulinの分割のEの付置に

近く有在するかを実験してみたの

!LL！名分の杓橡駿普j主力lit.見合抗A血殺を五つに区分し、 37%硫酸菌建の最終濃度が犬々 12,14, 

16, 18, 20,9｛，になるやうに加えて、直ちに生ヂる沈澱物をろ紙にてろ過し、 上清と沈澱との二部

に分けたの此の法陀よれば犬休に於て

10.%にて沈澱し来るものは

12～18% 

18～22% 

22～28,9~ 

28J0'以上

II 

II 

II 

D 

繊維素原であり

γ－＇－globulin 

β－globulin 
α－globulin 

Albuminであるの

此の二部に分れた上清と沈静度部とを 4倍から始めて倍率稀釈をなし、 A型赤血球の 2 ヌ~r宇治7液

に対し試験管内で凝集反l躍を行、った結果は18.9'6の沈澱に最も多く、 イソアグJレチニンの移行す

る乙とが確められ従つ℃仕上のものは γ－globu1inと β－globulin；とが沈澱する中間の分割近く

に王子在ずるととが大体に於℃うわがばれ、次に引用する Cohnの図とは比較にならぬ大ざっぱ

た推定ではあるが、その凡その位置に狂ひのたいことが判断されるのであるの因みに処置前の1l'lt

，来の凝集力備は 33守6であったφ

戸 70~ 
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血液型判定問血清について

第一節

我々 人！日！の血清と乃至血築・） rjJに店、人

rmの赤血球を凝集すると乙ろの凝集奈が兵

っている。とのことは、赤血球の｛f！初、ら言

それに相臆し？と凝集素に凝集せられえば＼

る凝集原（或は受休》があるからであると

云えるらとのよう注血清中に存在すると ζ

ろの凝集素ーを他む免疫反！患の場合C凝集素‘

と区別するために Isohamagglutinin（同

種血球凝集素〉と呼んで、いるの

赤血球の受体には二種ある。一つはAで

乙れは通常損文あり、今一つはBであとの

字で記すの

第5図 Cohnの分割法によってわカれる.ll'rl授蛋白
の各分蔚．長内側は分屑の区分，ーたの輸のド［：1はそのー

成分，第3の輸の中はその作用，最外1llUは臨床腔UTJを
示す．くCohn: Science Press I 0 I : 51, 1945提裁の

図を少しく修飾しである．〉 凝集索の方もこ積であり、 Aを凝集すプる

いづれも自分¢血球には存在ものがα（anti-A）でBを競集ずるものがβ（anti-B）であれ

しないととろの受休と呼臆する凝集素である、

我々の血液が、血球の有する受休の如何にイ去って、基本的な ll~l型に分類/-1＼来るととは、あまね

く知られた事実であって、かかる［周型ヰlの交休とイソアクツιチ＝ンの配分は第二ム図によりよく見

られたい。

一、 71;..:_.• 



境 図

血 型 戸J」ら 体〈赤血球内〉 と 説集素〈血清内〉

第 一 型｜ 。 α．β． 

第 一 型 l A β． 一

第 一一 型｜ B 正ι

第 四 AB 。

此の凶部lj~J'.1の血型、自分と向型及び他の三型と相過する場合に於ける反憾の布告［f:k 示したもの

が、第二図で、とれが血液<7..：＞~＝f=I遇するあらゆる場合であるの

5¥~ 図

.Bii. 消 の i¥'M 

第一型 αβ ｜ 第二型 β I 第三型 α l 第四型 0 

第一型 0 一 一 一 一
．．同I.

球 第二型 A ＋ 一 十 一

の 第三型 B I ＋ 一 一
型

｜第四 第 AB I ＋ ー十 十 一

それ故｛／ζ実際上、未知lの人の血型を判定するには、第二型及び第三iG~の血清、即ち α 及び β

イソアグルチニ Y を用意し、乙れに未知の人の血球を作用さぜれば、その人の血球の型〈ひいτ

は血行！？の型〉が判定され得るのであるの〈第三l現〉

第 図

第二立！!J(t1清くβ〉 第三型IITI.・清 〈α〉 成韻判定

百I
＋ ＋ 第四型血球 AB 

検 十 一 第三型血球 B 
人

ー同l 一 ＋ 第三型血球 A 

球
一 一 第一型血球 。

第二節

然るに早く、 1910年よ’り VonDungern, Airschfeld は、 A型にlllI型のあるととを注意し、

Aを更にAi.A2・K、ABもAiBと A2Bに分けられると結論していた。．

此の A型llflに於ける豆：l型の主たる1：目遼点i士、ざっと次のようなもので、後越の優秀にして条件

に過つk*'l定用血清で試験すると、このような相違点が出て来るの〈第四図〉

Bの民主！！については、あまり重要脱されていないので、此処で寸主連ペないの

- 72ー
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.n'rt 清 血 球／｜最低凝集力慎｜ avくi説dit明yはく後和合出力〉〉

Anti-A A1 15秒

くα〉 Az 30秒

A1B 30秒

AzB 45秒

Anti-B B lラ秒
（β〉

それで午l]J=Jj定標準血清を従来のように、車にA型或はB型の人からFil来させたままであれば、

よしとしていたのでは、此の直型の鑑別能力を持たない場合があり、不充分た能力しか持たたい

血清では佐々にして AzをOの1日じ AzBをBの如く診定し、その結果は AzをOや Bの人に

AzBをBの人に輸血なとするととが生ビ、かかる場合には、 相当危険な事態をまねくととにな

るの

共処で、このような斑型を完全に区別し得る条件に趨った由．清を求めなければたら左いのと云

うので、新鮮B型n'rL清について αアグルチニンの凝集何を調べてみたち

，ペザa ~ ，べ＿，，，..

~'!I ニ即

実施方法［士、普通診察室で用いる平板ガラス上の試験で・たく、鋭敏た試験管法を用いたの

先づB型血清を分離させ、 5、6度、 10＇.分にて非動 l生となし、 0.9,96食li;t水で11生、 1/8・…・・1/1024

まで、、！肢に倍率稀釈をたして 9本の普通試験管に用意するの

とれを小さい凝集管〈内径7~リ、高さ 70 t:リ〉を作用させるA型的lJ;_K1名につき、横に 3刻9‘

本河様に並べ、最後に対J！百周として 1本試験管を立て〈対照用は食塩水のみ〉先の血清；防釈液

0.1グラムを 1君子から 9呑まで 3列とも同様に分注する⑦

次l亡、 A型血液を：fi多酸塩〈核酸アジモン 6.0務酸カリ 4.07.k 100.0）を少量入れて採取、上清の

血撲を拾て、食塩水にて 1回洗い、遠心せる血球腎から、 2%の害l；の血球？？－滋液を作り、先Dも

のο上へ0.1グヨム分注混示Ifし、分廻2,000'¥30秒速心して早く凝集反肢を起さしめる。〈第 5図〉

第 五 図

28 3 4 ‘ラ 6 7 

iん iIfん i
10 

1/4 1/8 1/16 1/32 1/64 1/128 1/256 k 

。 。 。 。 。 。 。 。 。 ． 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 ＠ 

。 。 。 。 。 。 。 。 。 ＠ 

遠心したら、明るいところで試験管を軽く振って、底に出来た血球塊の具合を見るの〈第六図〉
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第六図

＋
 

て
J ユ＋ 1+ 

一一

……  I•司ー．掬同 E I守 ・ー‘＇ J
『，...... I i . -, _I 
2 正M ヲ－＇－ I I. 、・‘ ・・1
l時 J.; .. ・1 lコー 勾；J
＼.側代 J ¥c・h’；1… …  …一、、－・・”，， 、、胸囲，r

ヌOX3 
最後に 1 十の所の試験管の稀釈倍数が 32 で、 3 列ともそろであるならば~v:t..やはり 32

で、此の血清の最総力価は 32であるとするの 8列のうち、 32がこつで、 64まで 1本はみ出し℃

32×2十64
いれば、 3 此の場合は、 42.6でるるの

乙うして3例ηB血清とA前l球とを探した結果は、血清の方のみを主として考えれば、凝集価の

高いものは（第七図〉のよラで、全体の比率低とのようになるの

第七 図
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第 四節

であるから、判定用品I.清として備えるべき条イz1－.は、第四図の条件以上を持つぺきととであって

今一度繰返すたらぽ、

第一、製品に必要注血液型及びjf［型に対する特異凝集性を持つべき乙との

第二、各型に対し、－凝集価が指示の範閣を最低もつべきととの

第三、不u合力（avidity)

乙れは只今、我々が、 B型.tfrl.1青中から高波集性のものを探したが、更にとれが和合力を試

さね』まならないの

凝集素価の高いもの、必やしも示II合力速度が早いとl浪らないからで、その買．の理由は未だ

不明であるが、方法は、試験血清一滴と被検赤血球の 10%i手倣液とを平板ガラス上に、な

るたけ接近させて滴下し、そのご滴をガラスをうごがしてJ妾鰯混和させるのその後鮒しはじ

めた時、ストップウオヅチをかけ℃凝集味が出現したII告に止め、その時間jを秒で表すのであ

るのそして、その凝集比の大きいものは、 3分経たないうちに表両積 1平方粍以．！二で、なけれ

ばたらない⑦

最大限此の時間内に凝集しはじめねばならないのであるの

此の三ワを持っていてくれれば、亜型の判定も可能であるの

共処で、 IT1主の血清が、か様であるかをメモし置き、次！~JI vr.採.rfu.K来たi侍 jて之を1n~I量i的陀採血、

血清を分離、非動1'1とたし抗A.rfn清には5,000分の 1以上のメチレシ青を入れて滞青色とたして識

別を便にし、く抗B血清には一万分のー以上のアクリフラピン〉製治年月目、氏名、年令、 試験

成績を記載し、更に偽凝集反Jlt去、自家i唆集反［嵐、 if:泊J.の有1H~mlllf~T·~I：凝集！叉l悔の有無を調べ、無菌

試験を行って、その無｝請であること、小粒子を合まぬとと、混濁せぬとと等を調べる。液欣のま

まであるた乙らば防！高剤として 10,000分の1 以下のマ｛ゾニンを入れ、 ~o～5°Ct乙於てJl'J~脱すれば、

1 年以内は効力を失はす、凍結乾燥せる~，のも同様の樹皮に保てば 5 年以内は、効力は変化しな

いと云うことにたっているの

とのようにして血清を作ったので、続いてA血球に対する凝集価、 avidityを試してみて、始

めて日本人のi悶に於ける Ai,・A2・AiB.AzBの比率を知る乙とが出来るii宝、未だ実験を進め

了えないので、何とも申し上げられないが、大休に於て Aiは80.96'、Azは205&{Ji・のもので、

A2Bは、やや多いものらしいの

第五 節

以上は健康人血清から条件に泊したものを求めたのであるが、能力の低い血清も之を透析用の

セロファン袋に入れて、旋風機の前に 2～3時間つるして濃縮するととに依れ又は乾燥血清に

して蒸溜水で、溶解する際に濃度を高くたどして、相当の力を持たせるととが出来るものらしい⑦

叉或種の動物の.n'ttf3J（で、他。動物を兎疫すると人11¥JDA却に対して獄集力を持って来る菟疫曲i

清が得られ、 之も牛IJ託UHjn物Jal.清として便利であるのでB Davidsohn (HW¥J）の方誌により、

相Ii羊1血球、煮封！~浮悦液の乾燃したもので、（変法〕G !Jfiの袋一兎を琵：！弘凝集価を上昇しつつあるの

＂＂＂＇元「 _, '75 ~－ 



で又の機会までに幸IH守山梨おものと思う。

〈附〉

c 1 )• 乾燥0.tfn清（30人分） 1:1.1のαアグ、Jレチニンの凝集価をA.r州知・L・:ff§tiについで行った結果は

第九図のようで‘、あまり高い説集価のあるものは見当らたかったの

第 ゴL ｜玄i

JJiJ. 清（乾燥〉 ｜ 会出 :t~·~ Jiter #iF! 度

。 A 4 。
6 

15 

I/ II 32 64 

II ・'' 64 Iう

II ／／ 128 。
11・ - II 256 。
’t fl 512 。

計 100 

此の実験のl時は、 9月の室温で比較的高温であったこと、 遠心沈j肢の回数が少く 500(1. 

分間〉たどのことも関係していたと忠う。

(2) i司様O.rfn.清を生のまま凍結、乾燥にわけて α凝集価を比較したが、三様にて大差なく、

30例の平均力価は第十図のようであったの

第 十 図

。血． 清 司王 均 カ i員

主主 i束 結 1詑 ？議

A JJlt 球 64.3 61.9 76.3 

VI 昭和25年度環境課研究事項解説

生活衛生部襲境課 藤 百禁 功

本諜の昭和 25年度に於ける調査制＼究事項は、別記の昭和 25年皮本課事業併設のヰlに述べたよ

ろに）－浴場術生に関するw1：究〈水、特に浴JJ¥.の淋TMi汚染に関する研究〉、 都内興業場の環境・JI犬態

調査、~~中、＊rnrttiの11Wj·{:l?l学的意義K関する研究、年rllJ所内温度条件に｜却する調査其他を挙げる乙

とが出来るが、乙の1:j:1荷台のごうに就て主11べるの

1) 水、 tiキに浴4くの淋i来i汚染に関する抑｜：究

昭和1'24年度比引続き行っているものである。我国民は古来特に入浴を好む国民であって、 入

計はただ身休の清潔在計るのみたら宇、終日の勤労によあ疲労を除く手軽な一手段であるn 公表

一九 一



浴場はとのよう在意味から云って）紐v1ili杢左大栄~J~H也：慰安設備として仲々重要注ものである。

淋疾の感染源とじては人より人への直接伝染が最も重要であるととに就ては賛言を要しない。然

し一日の疲労働と行を洗う公衆浴場陀於て、特に未だ世の汚れに染ま完了、い幼少者陀対する淋疾感染

が、都内に於ても屡々云々されるととは、職務上浴場令指生陀関係する我等と Lて、公衆街生上又

公衆道徳j二遺憾にi耐えたい所で、あるの新かる見地から昭和 24年度に引続き昭和 25年度に於て本

研究をー居推進し、基礎的研究結果に基き公衆浴場臨場治毒実験を行ラに至って居るの

以下実験方法並に既に符られた所見の概略を、基礎的実験並に実施浴場に於ける実験の二部に

分けて記する。

a) 基礎的実験成績

i）実験方法

種々の供試水中に於ける淋菌の消長を、強々の実験条件下に於て、殺菌剤を投入した場合

と投入しない場合とに就き検討したのであるが、供試水は基体としては当制：究所使用の饗井

水を用ひ、 7J＇（量は 1立及び、30立〈特にととわらない場合は1立〉とし、之に必要あれば絞筒剤

を投入して滅菌したものと、これに更に適宜供試物質を投入したもの、及び当研究所附近の公

衆浴場の止め湯〈終業後ο浴水で汚濁最も甚しいもの〉を滅菌したものを用ひた。綬街剤に

は燐酸塩、供試物質にはア、スバラギン lOmg，及び 2般の淋菌保存用液イ本橋地2c.c.とし、供1J:t

i岩株は淋昆i;tt,,K4株くG-l株、村沢株、後藤株、若林株〉、及び対照上大腸菌1株を採り、供試

菌量は lOmg及び lmgとした。

水温は 43°C,37°C，室温の三組、 pHは8.3,7ふ 5.3c特に実際の場合に対！醸し7.3に重

,i，~i. を置く〉の三種としたの検水中の菌の泊長は検水i:jこI より 1～0.5c心を採取し、之を培地表

面に投じ培養して除したの菌の検出にはノイマン培地平板、保存には卵黄培地及び流動血液

寒天埼地主用いたの

淋l芸iの培養時は我々の考案した所謂“キップ；Mj気瓶法”により 8～10%に炭酸ガスを培養

瓶内に滋入合有せしめたの

淋菌培養装置
（キいI7°ー補予t杭法）

＼

νωu・
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供試殺悶剤は主に当研究所製興部製クロフミンT錠で製油直後のもの？とJfjいた円！共他硫酸

銅、 ~i~求マラハイト線、フヨスキン、クレゾ戸 Jレ石鹸液、石炭酸等はイ可れも化学的純1W1 を用

¥t、？と。

ii) 供試水中の淋菌生産主時間

之は殺菌剤を投入し危い場合であるの生浅欣況は水t臣、合有物量及び、種類、 pH等種々の

因子に影響されるが、就中菌株が具れば建って来るの単純た撃:;J.lニ水の場合は、強々の因子の

影響も時には可成顕著たことがあれ実験結果が多少動揺し易いの

ー若林株は供試菌株中生浅時間が最長で、撃井水中に於ける最長生残時間は48°0~＜：.於て 7

～8時l'I二日、 37°Cに於ては 10時間以上24時間以内であるの j谷7}(f:flでは／±3°Cに於ては撃井

水と同じであるが、 37°Cに於てはチj:7j(tz:於けるより逢に長くなり、組く少数の菌が 24～48

時間に及ぶも向生残するをみるの

後藤株は生差是時間最短で 20～50＇分程度、若林株とは反対 veilこ水が浴水よりやや生裁時IM'l

が長い。

以上勾 2株（IC於ては、水温、合有物、 PH等の影響は徐り顕著でないが G-1株及び村沢

株に於ては之等の影響も比較的明瞭方、場合がみられるの即ち村沢株は井水l亡就てのみ試験し

たが、 rml度の芸に敏感で、、 43°CK於ては投入直後に少数の菌を証明するのみであるが、 37°

C では H寺溜、 20°cでは 3時間竿以上に亘って菌、が証明され？との

ヨたに G-1株に於ては、浴水37°0で 5時間i以上生残して若林株に劣らすτ、 又アスパラギ

ン乃至淋菌保存液休培地合有水で、は室、温で、は 43°C及び37°Cの場合に比し生残時間が明瞭に

長〈、且つアスパラギン含有水が浴水には及ばたいが他より菌生残時間が長い PH影響は一

般に徐り顕著で泣かった治、、生3°CpH 8.3の場合は菌生差是時間が幾分短縮する場合があるの

又大腸菌は井水中では 24時間〈一〉浴水中では 24時間も〈十〉であった⑦

Hi) クロラミンT投入の場合

1Mfの ~I三残先~況はクロラミンT投入量が遣えば異るが、上注の場合と具り、菌株及び供試水

の如何にようでは徐り迷わない。との点で殺菌剤を投入し危い場合とは著明た対照をなし、我

々の予想の如く実地使用上誠に優秀であるの 一般的に言って 3p.p.m.程度の微量を以て前

生被時間多くは 15分以内、長くも 40分、 10p.p.m.では 5分K過ぎないの｛JIしpH高く（8.

3以上〉、且つ低温（15°C以下〉であれば若干阻碍され、 3p心m.では 1時間でも殺f,f;f完了に

至ら忠ととがあるの然Uti場でほとのような場合は殆んど起らない⑦

大腸菌は 10p.p.m. のクロラミン T投入により升二水で、は 30分～ 1時間、浴水で、は 1時間

口検出されたの

クロラミンの治耗i伏況は、供試水の有機物合量少く、 pFI高く温度低ければ少く、との反

対であれば多いの即ち殺菌効応はクロラミン差是習量と必ず＝しも比例せず吋！犬況により具なるの

グロラミン初投入量 JOp・p.m.の時、とれが 3p.p.m.程度に減十るには凡そ 4～f)fl寺間乃

至それ以上を要するの

- 7{3 ......., 



b）実地浴場に於ける実験成績

実地浴場に於ては浴.71¥.に直接淋-mrを投入しての実験は行うととが出来危：かったのでぺ基礎実

験に於て浴水中の淋菌に対するクロヨミン Tの有効殺菌必要・量は 3～10p.p.m。と認めらがた

から、クロラミンT l.Op.p』 1.以上を投入し、残留量を 3p.p.m.以上に保つととを目棋とし℃

実験を行ったの今迄の実験回数はクロラミンを投入しない対照実験一回を含めて、合計生タ所

6同であるかとの実験中クロラミン投入量の如何に関せず宇入浴者に不快た副作用を輿えたよう

なととは皆無で、あった門

削除羽目はれ水中のクロラミシ浅・貯量、一般細菌数、ブミ防車iのイ子否、総需繁量、 Pヘ＆湖｝芝、

透）J党皮、入浴者数等であるの

以下実験成績の概要を述べると、

I）職員浴場の如く規模が小さく、 さし水の少い1foJ＇（のー汚染度は、入浴人員が丘較的少くと

も軽j磁を許さむいの

II) クロラ EンTの投入は一般細菌数、大/J弘前を著減せしめる〈大腸｝誌は浴JJ'(lee、をとれば

殆んど 0であったと推定せられる〉。

：町〉 クロラミン泊耗11犬況は入前者数、裕捕の構浩〈タイル張れ板張り等〉、清潔度、水温等の

杵｜遣によって各浴場開に可成相違があり一様K論じ難いが、入浴者数が特［：（〈多く板張りで且つ

入浴／－fl1来ない程熱かった 1ヶ所を｜徐・き、普通の浴場に於ては 20p.p.m.程皮のクロラミン T投

入量によって、投入後約 5時間は浅沼クロラミユて量を 3p.p.m.以上に保持し得るものと観て

よいであらうの

IV) ヵヨンの上り湯icグロラミンを定量的に合有ぜしめるととは仲々困難であるが、注意し

て行えぽ計算：墨：のクロラミン投入で、略此の目的を建するととが出来るの即ち入浴者 100人当り

約 30gを投入すれば約 Sp.p.m；となるの

V) 一人当りの上り湯消費量は概算36立〈普通の風呂桶で約12~不〉である⑦

百） 1符水の汚染度ρ椋示法として樹皮乃至透脱皮を用いることは何人民も直ちに？手ぷ着忽で

あれ且っそ：D或る程皮ο安当性は我々も既に認めているが、入浴開始後浴水中総窒素量の漸

増にもかかわらや濁皮乃至透脱皮が不変に』止まった一例が観られ台。一般的に云って総察素量

の方が濁皮よりも汚染皮の標示法としてIビ抗告ではないかと思はれるの 〈勺医！度J”皮の標示法と

しては別間！還である〉。

Vll) クロラミシは若干浴水浄化作用があるようであるの

最後に以上のようた諸実験に基き考えられる浴場衛生対策の概Ill存は本~誌の事業併設の項に若手7げ

℃置いたからととには省略するの

2) 東京都内興業場の環境扶況に就い℃

I）本調査は都内諸種興業場に於ける現下の環境欣態乃至換気欣態の実情を究明する為、都公

衆衛生課側の要・望もあって行ったもので、今迄K行った冬期re昭 2・1.11., 16.～昭 25.4. 4.) 7ク

所、く乙の内 2館は者易協会瓜E：実施〉夏季は機械換気実施中のもののみ、く冬季調査時、機材i治

風佐実施していた H館を合む） LJ:b-所、く昭 25,8.29～9. 26.）の調布成績をとりまとめたもので
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公衆浴場検査成ぃ績（M-1湯〉

クロラミン投入量 ・20p.p.rn. 

〈使用量一浴槽 100.5g 男湯．女湯合計 201g)

去二·~日~~Iム；合
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浴水量大小合計 約 4.423m3



ああの尚調査時め観客入場11犬態は一般忙冬空宇目；T官官を除き相当窓いて厄－ tJ＂夏期は Y飴’以外は

相当混雑していたの

ii ）調高方－法

調査同数は各興業何れも…181宛、調査｛立置は主として ll清観客席中央部であるの 倫対照とし

て廊下や場外も検査したの調査時間は冬季は開館前より閉館士山夏季は開館前よりJr二後 4～

5 n寺迄、検夜時刻は毎休憩時rwiを主とし、 2～s r特客席乃至i決潟上演中には徐り多くの調査を

行う乙とが出来なかったのとれは検査員数の手不足や検査に不使訟とと、周壁i観客の気分を除

り損ねたい潟、又興業場側の都合その他の為で、 ζの極の調査には種々の困難があれとれ以

上精細な調査は行う乙とが出来主主かったのであるの本？誌の如く、工階客席中央部の調査を主と

した成績を全館。fそ表値とみなすととには多少考慮の官余地があるが、之をもって興業上の環境

衛生対策を考える資料とするととは充分有意義と考えるのであるの

検査T~Tt 目は気温、気i島、ヵタ冷却察、気流感費温度、安酸ガス童、息吹－数、室中細菌数、観

客一人当りの気積及び換気量、観存m；・定員数、入場者数、換気設備等であるの

測定手技は？；？訟の通りで、気温、気i誌はアスマン近I風温i感度計及て戸オ｛ガスト乾i誌寒暖計、

カタ伯及び気流はカタ寒暖計百炭酸瓦均iは築学会協定法、駿決数は労研：式塵；挨計、細菌数は落

下法、普温泉天 5分！＇／fl露間、 s1°c,4s r時間培養としたの

換気量、換気甲数等は以上の'lWJ完値から鯉沼氏！／）計算式により観客一人平均のH乎出炭酸ガス

畳を毎時l83'r：と仮定して算/ti：した⑦向我々は保健所・の環境衛生成績評点法に対臆して、取1伐マ許

諾種環境測定値吃対・Lて A,B,C,D,E5段階の成績評点分類基準を考え、之を以て実測｛直に

対する評点を［＼付し綜合得点率により環境欣態K対し優、良、可、〈！二、中、下t己分つ〉劣E 不

可と判定を試みた。ことにCe::>下限は衛生学的には既に恕限度以上乃至不適当と考えられる値

である。

iii）調査成績の概略

冬季観客席では、 1,2の例外を除き温、 i感度、 i段、カタ値は略適度、乾カタ値は一般に大、 気

流はやや大で従って般箆温度は梓j々 イ尽く小寒い。鹿境数は四館は可成多〈特に Z館は不良、細

菌はT館以外は皆可成多く数百個を数えることが多いの 〈但し乙れは休憩入替時聞の成績で映

馬乃至上演中今の人の出入の少い時羽になると急：速に減数する〉 茨酸瓦斯量は A,H,Z館以外島

は皆 1.%以上で換気が一般に悪いととを示している⑦

本調査に於て塵攻、細菌、炭酸ガス量、気流等の値は場所が遣うと増減相伴わ台、いものであ

るが、同一館内では相当相関性のあるととが示されたの

T,H,2館は機械主主lfil＼を行っていたが効果ーは殆んど認められなかヲたの

冬期ο成績は飴り良くむし判定は具1館、可の上2館、可の下 4館である⑦

夏期の成績は、被検 4館何れも機賊送風を行つ℃いるがj会風効果は P館最良、 Yfi官之につぎ

この 2館では可成冷房効果も挙げているが、他の N,H,2館は殆んど効果がないの漁皮は N館

以外は水洗給気の影響で高いが、乾漁カタ値、気流はPtnt以外は小さいの感莞調度、鹿攻、決

.,.-.. 81「



自費ガスイ可れも P,Y,2館はよくも H,N，館は劣る。 細菌数は 4館何れも休憩時間は精多いが映

潟中は少たい。

判定はP飴良、 Y館可．の上、他問、劣である。換気効果が少たい原因は場内への私気法が不趨

当の為と思はれる約

iv）換気量に就いては現行換気基準1人当り 35mB以上あれば茨酸ガス量が＃1%を超える例は

皆無寸あるの乙の意味に於い℃現行換気基準は池当で星うるの然し35mB以下でもその換気回数

が炭酸ガス l;i,sに対ずる必要換気回数より大きい時は炭酸ガスは 1%以下となるの実｜僚の必要

換気度を示すには 1人当り××m_s と示すよりも必要換気回数乃至必要換気量をもっ亡した方

がE確であるの

v）保健所・の興業場監脱成績と我んの判定成績を数例につき対照してみると、我々の表示法

の方が差遣が明治fHk現われる。之はrtJi察と実測との検査訟の相泣から来るもので、それぞれ当

然の理由があるのであるが、彼ま財官補って実際的効来を挙げ司る様努力すべきであらうの

終りに臨み本調査に当り協力された公衆衛生課並に麹町保健所の関係者各位に感謝の意を表する占

Vf[ 南氷洋及び近海産鯨の栄養組成に就いて

〔部位に依る栄養成分の差遠に就いて）

酒井

生活衛生部栄養課 :lit EH 

塚越

1）純正i

f数
IE 作

ヤス

我が国に於ける鯨（／ζ関しての史的考察は既に手！！蘭政府がく1812～1823年〉シ｛ボルトを長If府に

派遣して、日本の文物を研究させ、貿易増進に資せんとい当時我国の重要産業のーをなじ亡い

た捕鯨を特に注目ιプどの

又史上有名た鯨の研究としては、 1804～1850年高野長英、同研悔等がシーボルトの命により日

本近海｛（成を調査し、科学的立場で‘検討したの更に日本開港の締口となり捕鯨船基地設定交渉の為

め1853年米国のペルリ来航を促すに至った経緯は熟知の事であるの際j後多数の事業会粧め興廃あ

れEも次第に盛んとなり今日に至るの

現在我国の近海及び外洋で約3500fjf｛の年漁獲高を有すと。然しとれ等鯨委員の基礎的成分に就い

て系統的に気明した報告はない様である。依って吾々は各鯨種別に各部位の成分を明かにし、最

も効果的友利用方法と、更に部分的な精密研究の資料となさんため本実験を行つfc:()

本実験に供した話料は髪鯨類に属する長須鯨 Balaeno酢erophysalus L 白長須鯨： Balaeno

ptero :musculus h 鰯鯨 Balaenoptero-borealis L、の 3種を対象とし夫々の皮部、肉部、 l可

臓及び共の他の器官等22部位 50例ーに就いて試験を行い次の様/'J..結果を得たので報告するの命そ

の他諸種の点に就いては目下法試中であるから今後の研究の結果にまつ乙ととしたいの
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2) 試~；~1.の採集及び試験方法

！日与すの

3）試 験 成 績

長須、白長須、鰍鯨の 8種に就いて、皮部、肉部、内臓及び共の他の器官 22部位50例に就い

て試験した結果戸第1表に示す如くであるの

之を要約すれば蛋白質に就いては最高、顕と背の皮の表皮の 30訓%から、最低、 古の 8,34%

の範閣にあり、 l支部、舌等を除いては著しき差遼は認められ争、 12；＇~から 20 %の間にあれ 内

部、内臓及び其他の器官は 13，%から 23

%の間にあるのく第 2表参照〉

脂肪に於ては最高、背の皮の 62.94% 

から最低、かぷらの 0.17%の範闘で、皮

普r~、舌等に著しく多く、肉部では 4%か

ら25.%のlfc¥1にあり、 内！臓共他の器官に

於ては古を除いて 0.15%から 5%の内に

あるの（第 2表参mo

熱量に於ては含有成分からの算出に依れば最高百背ο皮の 604Cal.から最｛及、かぷらの 51Ca1.

の範閣にあれ略々脂肪含有量に比例す

る。中でも皮官IS、古に極めて多く、肉昔日で

は 120Cal.から 290Cal.. v間にあり、内1蔵

共他の器官では、百「を除いては 70Cal.か

ら130Cal.の｜閣にあるの〈第3表参照〉

カルシウムに於ては最高、 かぷらの 55

mg%から最低背の皮及び腹肉の 5rng%D

範固にあれ皮部、肉部に比しτ、内臓及び、共他の器官はその含有量が多い。就中かぶら、！日j、

表皮に極めォこ多い。肉部は5mg%から 9

mg.%のi習にあるの

銭に於ては最高、肝臓の 76ni.g%から

最低背の皮及び古の 1mg%の範閣にあ

れ殊に皮部、舌等の脂肪合有量多き部

位には極めて少い。又肉部では 2mg%

から 6mg%rJ)聞にあれ 内臓共の他の

3 熱量

目。

70> > 品
作
川

60 

50 
鉄

~:YIH.!i 頭背畝尾示舟I R皇尾須須力、舌胃肺小山腎除昨季卵
アgBI喬のの 町の ・l''子｜長成皮 溺肉肉肉肉子 4略目 嶋織膿腺臓丸県

の1

稿｜霊

務官では、皮部、肉部に比し、その含有量が多い。（第4表参照）

燐に於ては最高、昨臓の 416mg%から最低、かぷらの 14mg%の範唱で、皮部、 舌等の如く

目旨肪含有主主多き部位にはその含有量が少い。肉部は 70mg%から 152ing%、 内臓J主小腸の・ssmg

%から昨臓~ 416mg%の間にある。〈第五表参照〉
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食塩に於ては肘iの 777mg.？~から最低尾

。肉の 26mg%の範閣にあれ JJrlj...卵巣、

舌、昨臓等の内臓及び其の他の器店に多

い。畝を除い℃は皮部及び肉部はその含有

量が少いの食塩は同名の部位に於ても著し

き差主主あるを認めた。との原因のーっとし

て冷凍其他の取扱ひ及び操作上の影響を蒙

る事が多い様に思考される。く第5表参J!の

め 結 論

5 .!l'~ 反ぴ食塩

長須、白長須、繍鯨の 22昔rH＂立50例に就いての試験成績を考察するに

i）漁獲地及び長須、白長須、組等の鯨種別に依る差建は顕著でたいの寧ろ鯨の栄養1［犬態及び

同名の部位に於ける部分的相－迷を考慮に入れるべきであるの、

ii）蛋自質は肉部、内！憐及び共他の器官に多い。

iii）脂肪は皮音j）に著しく多いの

iv）熱量は各部位の脂肪合有量に比例し、舌を｜除いては皮部に著しく多いe

v) 無機塩類は内臓及び共他。器官に著しく多い。

本試験陀当り御懇篤怠る指導を賜った所長新井博士、 近藤部長並びに御協力を戴いた謀員各

位、試料－主提供された日本水産、大洋漁業雨祉に深謝する。

VIll東京都に於ける栄養補取股況（第 1報）

外食券食堂利用者の栄養踊取紋況

生活衛生音II栄養謀 ？酉

l嵯

武

－~」l 

1) 卒者 -;;-

チド 1数
i嵯 喜 一 ー 郎

国 正 作

内 正 召ょ:l:tさL． 

者15民栄養実態調査の 1報として、外食券食堂利用者の栄養；j荒取欣況に就いて調査したの

外食；然食堂は現在東京都に 73支所530II可〈昭和初年1n東京都食堂協会調査〉あれ之が利

）持者は 1El 12 H人と推定されるの

二本調査の主なる目的は外食赤食堂利用者の栄養婿耳元の実態を知るとともに、実験数値と一般栄

養調査の場合使用する食品栄養価分析表より算出した数値との差遣を究明すること Lである。又之／

を：機会に各食堂に於ける調理器具類の汚染JIた況に就い－cも調査した。

外食歩食堂利用者の大牛は青批年者に依って占められて居る為め、とれが栄養蹄取の議杏は都

民C栄養上に於ても、職場に於ける業務能率のJ二にも重大主主影響主持つものと思考される。
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2) 試料。採集方法

昭和 25年 1月16日よれ 2n 23日に瓦って、之等食堂中よりモデル食堂、学生街、繁華街

主場街、商店街及び住宅街の代表的6食堂を撰ぴ、各食堂に幹いて 1日3回、 3 日間本課員がこ

の食餌を試質したの

3）試験方法

前記試料に就き常法に依り各成分を分析したの他方各食併を食！日！日Uri:上JJJJ.天干t~にて秤量した数

値に就き、主として曽定様準食品栄養価分析表より婦取栄養素量を算出し介。

め試験成績

a）栄養持取量

分析結果と食品栄養価分析去より算出した数~I在の差遣は、分析結果の方が熱量l'L於ては、 2.38%

蛋白質bZ::於℃は 7~63%カルシウムに於ては 13.12 広大であれ脂肪に於ては 3.09%少訟かった。

各食堂i昔！の差遣は顕著で、ないが、蛋白質は平均89.23gで、、最大は干II町商店街のT食堂。l10.9g

最小は山手住宅街のM食堂の 72.43gであ7・たの杢蛋白質に対する動物性蛋白質の比率は42.5.% 

であるの熱量に於ては平均 1929.SCal.で、最大は下町学生街のC食堂。 2077.3Cal.で、最小は山

手住宅街のM食堂。 1760.4Cal.であった。脂肪は平均 23.55gで、 最大は山手住宅街.N食堂の

31.28gで、最小は山手住宅街のM食堂t乃 15.06gであったのカルシウムに於えこは平均 0.480gで、、

最大は山手繁華街DS食堂の 0.545gで、最小は下町工場得。G食堂の 0.416gであった。

燐に於ては平均l.51.5gで、最大は下Ill］工場得ηG食堂の 2.1J旬、最小は山手住宅街の M食堂

の1.183gであったの織は平均 71mg、ピグミンA出3084I. u. 、 B1 は 1.035mg、：B~ は 0.796,C

は84.9mgであったの

1日の食費は平均 98円75銭でるるの

b）調理器具類の汚染状況

食物は内容が如何に合理的なものであっても、調~llL上並に制改器具類の取扱ひがゴド1fifr~J：：的であ

っては、保健上等閑に出来ないので、その科学的裏づけをするため、 調理器具 10：£長108件に就

いて汚染欣態を調査した。

之？と要約するに汚染指数となる大腸菌併のj会出率は調理台 76,25話、 瀬戸物類〈井、 Jllh湯呑〉

63.0%、f白丁 62,5%で、他は実験例数が少いが、洗物置台 100%、御飯杓子 50.0,?0'、布巾 50.0.%'

当者30.0.%のJllJ]lで、、スプーン、 i5bJ¥,i)t1：；前等・は検出しなかった門

外観；甚だ清潔で、あってい微生物の！巾着したものもあり又逆に不潔に見えでも衛生的に問題と

主主らぬ場合もありねるカ号、 M~4 持 1..-J；タ百ど 1・：1w11ひ、実験例数｜凡！例以下を除外した平均汚染率は 56.4:%

を示した⑦

5）結論

6 食堂の栄養慌取i伏況を試験成松より考察するに実験数値と ~C/U数値との主主；主は実験数値が熱

量では 2.38%犬であった。蛍白質、脂肪、燐、鋭、ピグミンCY乙就lρては不足を認めなかった。

金蛋白質に対する動物性蛋白質の比率は 42.5，%である。熱量！亡於ては主食が制限されて居るため
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I. ri-3氷洋及び近海産鯨の部｛立に依る栄養成分表

1番号｜ 部伎の名称 I蛋白質961脂肪%1友 分タ~：水 分タb：カ熱ロリ量戸l~aレ〉シ匂ウ｜｜燐くp~61 鉄くF~%ヲ｜｜食 塩タ0ノli ｛詣 考

長須牡頭と背の皮表皮 30.31 

L::i 
65.87 145 0.036 0.111 0.011 0.101 捕獲番号 885.闇黒色

2 長須牡頭の皮 13.96 o. 32.80 532 0.006 0.028 0.003 0.047 捕獲番号88ラ闇黒色の表皮を除く

3 長 須 頭 の 皮 10.72 53.70 0.22 35.36 ラ26 0.006 0.031 0.001 0.010: 61 尺

4 いわし頭の皮 一7.17 71.30 0.13 21.40 670 0.007 0.018 0.001 

平均 1062 59.30 0.23 29.85 ラ76 0.006 0.026 0.002 
〆

5 長 須 背 皮 10.08 、6ラ.oラ 024 24.63 626 0.004 α02] 0.002 

6 長 須 エ，＇二r 皮 8.38 60.91 0.14 30.ラ7 ラ82 0.005 o.oラ3 0.001 

7 L、 わ し 背 皮 9.53 62.85 27.49 604 0.005 0・001

平均 9.33 62目94: 27.56 604 0.005 0.031 0.001 

8 ？ 

長 ~JJ 牡 畝 22.48 15.80 61.'05 232 0.008 0.042 0.268：捕獲番号 885

9 長 須 畝 2255 54.70 291 0.008 0.02! 0.002 

10 白 長 〆χケロ尺含 畝 20.24 18.72 60.48 249 o.oos 0.029 0002 

11 し、 わ し 直1 20.61 24.07 55.03 299 0.008 0.033 0.001 

平均 21.39 2029 57.80 268 0.008 0.031 0.002 

12 長須牡尾羽 28.59 53.20 276 0.008 0.045 0.002 

13 ・1.. > わ し 尾羽 29.99 20.06 49.69 301 0.006 0.028 0.001 

平均 29.L.9 19.01 51.44 0.007 0.0371 0.002 

14 長 ，χ… ，，尺..,, 
:m' 件］ 23.27 2.95 1.07 72.71 0.011 0.193 0.0651捕獲番号 779

15 長 ~JJ す主 同］ 18.49 12.09 081_ 68.61 0.008 0.122 0.006 

16 長 3Ji 牡赤 肉 22.87 12.35 0.81 63.97 0.004 O.J 12 0.0061 0.0511 61）ミ

17 L、 わ し ち予 ~~J 24.70 0.67 0.84 73.79 0.007 0.183 0.002 

平均 22.33 7.01 0.88 69.78 0.008 0・152 0.005 

18 長須，牡剥 肉 18.84 18.16 0.65 62.35 o.ooラ 0.070 0.006 

19 いわしめす剥肉 21.60 0.33 0.58 77.49 89 0.006 0.069 0.003 0.0261 47足

20.22 9-25 0.62 69.91 164 0-006 0.070 0.005 0.032 

20 長 須 牡 腹肉 』9.75 15.43 0.76 64.06 218 0.00ラ 0.141 0.003 0.068！捕獲番号 779

21 長須 尾 の ~~ 12.70 41.04 0.49 4ラ.77 420 0.010 0.082 0.004 0.012 

22 長須牡尾の肉 2257 22.04 0.64 54.75 288 0.005 0.090 0.004 O.o3JI 61だ 鮮 変 709b 
23 い わし尾の肉 13.68 11.60 0.61 74.15 1うB 0.013 0.110 0.002 0036 

平均 16.32 24.89 0.58 58.21 289 0.009 0.094 0.003 0.026 

24 長須牡須の子 22.00 2.02 0.93 75.0ラ 106 0.006 0.161 o.Oo3 0.106 捕獲番号 885淡紅赤色

25 長須牡須の子 24.06 6.60 0.83 68.51 1う6 0.010 0085 0.004 0.071 61尺

26 自長須牡須の子 21.77 6.24 0.89 71.10 143 0.006 0.137 0.003 0.]45 掠獲番号 832.淡紅色

27 いわしめす須の子 21.86 4.7ラ 0.72 72.67 130 0.006 0.096 . 0.003 

~：：日~悶：： 47尺平均 22.42 4.90 0.84 71.84 134 0.007 0.120 0003 

28 長 須 牡 須 掛 21.48 4.06 0.84 73.62 123 0.0!4 0.087 0.006 0. 61足

29 長須 かぶよ ら 13.13 0.13 1.27 ?5.47 541 0.062 0.010 0.002 0.142 

30 い わしかぶら 1 l.50 0.21 1.64 86.65 48 0.048 0.018 0.001 0.101 

平均 12.32 0.17 1.46 86.05 51 0.055 0.014 0.002 0.122 

31 長 ；Ji 牡舌肉 9.20 71.62. 0.91 18.27 681 0.027 0.028 0.001 0招2~161足
32 L、 わ し ごr1コ:J 肉 7.48 50.71 0.71 41.10 486 0.008 0.021 0.001 0.5 47足

平均 8.34 61.17 0.81 29.68 584 0.018 0.025 0.001 0.50 l 

33 長 須 牡 t,o百j 17.98 3.30 1.64 77.08 102 .0.230 o.oos 0.386 

34 し、 rっ し 円l司er 17.29 4.39 1.51 76.81 109 O.Q3 0.202 0.00ヨ 0 314! 
平均 17.64 3.8ラ 1.58 76.93 105 0.03 0.2!6 0.009 0.3ラO

3ラ 長須 おす肺 19.92 05ち 1.61 77.92 85 0.04 0.134 0.010 0.7291 61 fミ
36 L、 わ し 日市 20.03 1.50 1.82 76.6ラ

1:: 5対ll 

0.03 0.16] 0.016 0 82ラ

平均 19ふ8 1.03 1.7'.2 τ7.27 0.044 0.148 O.OJ3 o .. 777 

・37 ‘ 合長；Jj 牡 小 路 13.70 3.46 81.15 0.032 0.065 0.003 

38 長 ;]1 腸 14.05 4.04 1.13 80.78 0.011 0.103 0.003 

平 均 13.881 3.75 1.41 80.96 0:083 0.003 

39 長須おす心臓 18.叫 1.20 79.17 86 0.231 0.009 61.fミ
40 L、 わ し 心臓 ]7.22 ラ.51 1.01 76.26 118 0.160 0.008 

平均 17.95 3.36 0.98 77.71 102 0.196 0 009 

41 長 須 yf 臓 1ラ.97 3.34 1.13 79.56 94 0.162 0.006 

42 長 安！ 腎 蹴長 3.46 1.12 76.45 107 0.080 0.007 

43 L、 すで〉 し 腎臓 2.70 1.41 79.80 89 0.]74 0.006 

平均 3.17 1.22 78.60 97 0.139 0.006 

44 ヱEミ主 須 日宇 臓 4.45 1.66 77.ラi 106 0.031 0.446 0.01 I 

45 L、 わ し l序 臓 4.79 1白｜ 75.4ラ 115 0.014 0.386 

平均 4.62 1.76 76.48 110 0.023 0.416 o.oo 

46 長須おす肝臓 4.29 1.41 68.40 142 0.008 0.166 

47 L、 わ し 肝臓 2.ラ7 1.2ラ 73.06 116 0.013 0.2下ラ 0.034 可溶性無窒素物j 1.559~ 

平均 3.431 1.33 70.72 司29 0.011 0.221 0.076 可溶性燕窒素物 J.933.G 

48 長 三／百、 皐 丸 2.68 1.17 83.97 72 0.014 0.112 0.005 

49 L、 オっ し華丸 114.40 1.84 1-22 82.ラ4 74 0.010 0.249 0,004 I 

平 均 13.29 2.26 83.2ラ 73 0.012 0.005 

50 L、 わ し 卵巣 16.80 0.47 1.12 81.61 71 0.107 0.005 47尺鮮支 7096 
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2. 外食券食堂調理部具類汚染度〈犬腸 T~f ~I下〉試験表

2ラ.l.18.14.30. 調理室棚｜推定試験

s 
(18.13.) （開放のまま〉

1.25.13.30. 調理室棚

T 

く2ラ.13.) 〈開放のまま〉

2.1.14. 調理室棚

M 

(t.13.) く開放のまま〉

2.8.J4. 調理雪棚 推定試験

G 

(8.13.) （開放のまま〉 目在定試店金 ｜〈ー〉｜〈一〉｜〈＋〉｜（：＋〉｜〈十〉｜く十〉｜〈：ー〉｜〈ー〉｜〈ー〉｜（：ー〉

2.2214 

N 

(22.13) 

2.24.11. 

c 
(24 9.) 

I l iιL  ＇~ I I_! I i . I J 」 J~＿L· _I_ J I 上 l _L L _ _l__ー」
6 3. 0 96 6 2・5 弱 76. 2 形 i 0 信 i5C1・.o 96 I o 96 ! o 96 I i oo明 l5o.OJ6 

--90→lー



1:1木人の所要熱量を 215oCal.とするとき 11.4%の不足を認めた。カ jレシクム、 ビタミンA、 ピ

タミン Bl¥ ビタミン B2は何れも不足しているのカルシウムと燐との比率は 1:3. 2である。

各栄養素中特に欠乏せるものはカルシウムとピタミ y B2である。

調理器具類の汚染欣況は外観上の観察とは一致せや平均汚染率は 56.4%である。

本調査に際して御懇篤なる指導を賜った所長新井博士、近藤部長並び御協力を戴いた課員各併

にj架謝する⑦

区 水泳ブ。｛ノレの監理に関する衛生学的考察（第 1報）

生活衛生音i；水質謀 なl JR f主 R 温二

他 G 名

1）絡 一日一口

水泳プ，....）レC監理を街~］ミ的に而も経済的に行う方式について考察するため本実験を行づた。本

実験には当初治毒剤としてクロラミン Tを用いる予定であったが、色々の都合でグロラミン Tを

HJいたのは只 1フ。｛ルに過ぎ宇他は晒粉をfEI＼／、ての実験である。な2号本調査は公衆術生課及び、浅

草、淀橋各保健所の御協力を得たもので記して謝意を表したいの

2) 供試プーノレ

試験問プールとして浅草小学校プ，....;i,＂清島小学校プ戸ル及び戸山小学校プ｛ルを選んだのそ

の構治大きさ等は第 1去に示す通りである。な主主実験は浅草、清島雨小学校フ。｛ルについでは各

換水から排水までの1期間、戸山小学校プ｛ルについては4期間に瓦つ℃行ったの

3) 入泳者種別

入泳者は浅草小学校プ｛ルは児童のみ入泳させ、清島小学佼プ.－ ）レは児童を主とし放課後若二l二

の卒業生の入泳を許可していたの又戸山小学佼プーJt.’は午後4時まで児童、以後卒業生附・近中学

校生徒及びIIIJ会有志に開政する乙ととし℃いた。た者入泳者は何れのフペ......｝レに於℃も必十手足及

び休をシヤワ｛で洗った後入泳するとととしていた。

4）換水期間及び泊毒剤

換水期間は外観的に 4日に 1r司又は 5日に 1回とした。又泊、毒剤は浅草小学校プ｛ルではク同

ラミン Tを、清島、戸山小学校プ｛ルでは晒粉を用いたの但し 3 ：佼共プール用水として水道JJ\.~

使用してto9 ＼水道水中には残留塩素を l.5～2p.p.m；合んでいたので、換水第 1日は治毒せ歩に

イ主用するとととした。

5) fi1~ ＊~＇・

試料は試験の条件にJ：ヲて色々の個所から採取したの即ちプールの浅い側、の方（成績書H：浅と

記す）とi~~い側の方（成績書に深と記すっとを常時の係酌｛同月？とし、とれに必要に熔じ℃中央部

そのイ邸周設の各所から採取した6 理化学用試料は共栓ガラス｝慌を用いて採れ細菌用品t~；~1- v111~~1芸i
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第 1 ~之

学校名（ 浅草小学校 ｜ 清島小学校 ｜ 戸山小学校

プ戸ルの構造｜ ゴンクリ｛ト ｜ コンクリ戸ト I 

~o I長さくm)I 2ヲ I ラ ｜ 

ゴンクリ戸ト

2ラ

~I 幅くm) ¥ 6 I s I s 

ま｜最深（m)I 1.8 I 1.8 I 
｜水量 cm3)1- iso I 200 1 

プ｜注水口の位置｜ 深い方の側 ｜ 浅い方の側 ｜ 浅い方の側

Li・排水口の位置｜ 深い方の底 ｜ 深い方の底 ｜ 深い方の底

妥｜盗流装置｜ぁ ゎ ｜ あ わ ｜ 切 ら り

嗣｜外郭構詣｜ 仕切なし ｜ 仕切なし ｜ 仕切あJ
枇 l足洗場｜ 2 I 2 I i 

：｜洗限装置（ な し 1= 4 i一一ιf
副シャワ戸L 9 I 8 I＿~ 
訓｜更衣所｜ 教室利用 ｜ 会 堂 利 用 ｜ 
活又｜ I I I 

特 設便所｜ な し！ な し

佐 用 水｜ 水道水く金町系〉 ｜ 水跡〈金町系〉 ｜ 水道水く淀橋系〉

消毒剤｜ クロラミンT ｜ 晒 粉 ｜ 晒 粉
消｜一一一一一一一一←ー←一一一 ！ ートー

1回の使用量（司1 500～iooo I 800～1000 I 1000～1500 

毒｜三一一平：1_1＿色謡護主主2泳 l 齢民警布しご~改＊5~賢繰延慢入
投加時刻｜ 朝入泳前 ｜ 朝入泳 前 ｜ 帆泳前iタ木泳後

竺－ 水｜ 必要に藤氏行う ｜ 必要に勝目前 ［ 常時少量宛補給

品！時 期14日に 1回 「ラ自に 1同十 l-41日に 1恒i

直前外観｜ 白線不明瞭 ｜一白保不自民 ｜ 峨不明｜原

水｜排ポ~，－ Jンプ排水 ｜ 心プ 排 水 ｜ 自然瓦不一
藻の発生状況｜ 殆ど認めず ｜ 殆ど認めず ｜ 殆ど認めず

水 着｜男児畑、女児精 ｜ 男児焔ι女児水着！ 男児榔女児水着

試験管及びハイロ戸｝、をmいて採ったの

の試験項目及びそのii併号

きたの試験項目を選んだ。括弧内はその時号であるの成績はなるぺくi略号で示じたの

一航市IH菌数、大腸菌群、＼濁度、 pヘ原始、~~在住皇室素（ N02' -N）、アンモユア’'Ill：.議素（NH:r~N)

アルプミノイド性窒素（alb-N）、過7'：.－＇ガン酸カ Pウム消費量（KM:n04泊費量）、塩素イオシ

(Ql'入電気伝導度⑦又午前はamを以－cJ二後はpmを以℃、·＊＇l定f=El~l1·・の痕跡iはT~と以つ℃示し？との

τ － 93~ 
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く曇後晴〉7月 27日く晴〉7月 26日く晴〉2ラ年 7月2ラ日日月酉む採

浅 深 深 浅 深 t長 深 浅 深 浅 深

気通。c 30.5 30.ラ 32 32 31 31 29.5 29.5 29.7 29.7 29.9 29.9 

水温ロC 29 29 29 29 28.5 28.5 30 30 79 29 30 30 

pH 6.3 6.3 7.1 7.1 7.3 7.3 7.3 7.3 7.3 7.3 7.3 7.3 

i奇度 ppm 。 2 2 3 3 3.ラ 4 う

N021-N ppm 。 。 。 。 。 。 T ・T T T T 

NHs-N ppm 。 。 0.11 0.15 0.13 0.17 o.64 0.38 0.85 0.77 

alb-N ppm 0.13 0.12 0.15 0.]6 0.17 0.16 0.17 0.16 O.i5 0.22 

KMn04泊、費量ppm 2.13 2.29 3.32 3.71 3.87 4.3ラ 4.ラ8 4.82 5.06 5.45 6.16 6.32 

Cl' ppm 6.03 6.38 7.09 'l.09 8.11 8.11 8.51 8.51 8.87 9.22 8.87 8.87 

212 212 214 214 _223 223 2.16 216 212 212 212 212 

残 留 塩 素 ppm 。 。 。 。 0.2 0.1 。 。 0:6 0.12 0.14 0.12 

一般細菌数 くlee) 2 8 2,700 6,900 吋 12仰｜勿棚 120,000 300,000 53,900 120,000 90,000 

大腸群菌 lCcc 
〈一〉 くー〉 く＋〉 く十〉 く十〉 く十〉 く十〉 く＋〉 〈十〉 く＋〉 く＋〉 〈＋〉

lee くー〉 くー〉 く十〉 くー〉 く十〉 く十〉 く十〉 〈十〉 くー〉 日く十〉 く＋〉 くー〉

Q;Jcc くー〉 くー〉 〈ー〉 く二一〉 く＋〉 く十〉 く＋〉 〈ー〉 くー〉 くー〉 くー〉 〈十〉

クロラミンT投入量 ｜ 。 。
1 500gく0.7p阿｜ 。 ｜ 1問00惚くひlし.4句pp凶m）汁｜ 。

フ、 泳 者 数｜男 i九女 1ぉ，計 5 （男川女 12乙計 2ラ8 ｜男 87, 女 79， 計 166

2 pm 10 am 2 pm io ・am 2 pm 10 am ff=fl 時酉むJr.; 
少k

、。
，ふ
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罰百選による汚染が極めで少なかった乙とがー囚をなすも οのように思える。 NO／~:N は第1 日午

後に於て既re痕跡を示したが量的増加は示さたいの NHa'-N、 abl-Nは入泳者数に！奮じて増加

する傾向を示さない。とれはそれ等の一部が｜晒粉によってクロラミンを生成するために品費され、k
たもののように忠われるの KMn04消費量、 Cl'D増加も僅微であるの図にCl＇の増加及びKMn~l

泊費量の減少は晒粉によって影響される可能性はあるの電気伝導度の変化は顕著ではたいが漸増

する傾向は認められるの細菌的成績からみると｜！西粉による治志効呆は浅留塩素が約o.4p.p.mあれ

ば十分建ぜられるように思えるの

c. J=I山小学校プーJレ

本プールは校庭の南端に位置しその周囲はが~3m1隔に約 30cm3（（）コンクリートスレ｛トで墨み

その端を約 40cm高さのコンクリ｛ト仕切りで校庭と接しているの本プーJレKついては4期Ilaに

亙って経々た条件の考察を行ったが紙数の都合上入泳前治毒及び、入泳修了後泊悲を行った場合の

成績を記載するとととする⑦第 4~去はこの成績でめるの

成績を通覧すると次の乙とが窺われるの

pH 1也 IJ'~比較的早・目に高くなるが必やしも海~.if,f1＇~でないのとれば ll匹i粉がそのー凶をなすように

てj昆えるの濁皮v土入泳者数に臆じ℃増Jm レ（~るの；NO/-N は第 2 日目午後以後の水質で、痕跡主

示し℃いる。 NHa-N、alb_:.N、KM1104泊費量は入泳者数に臆じて増加lする傾向は認められるが

又晒粉泊毒に影響される傾向も認められる⑦ Cl＇電気伝導皮は入泳首数民！藤じ又 l脂粉消毒によっ

ても増加する傾向を示しぞいるのたto-乙の回の細菌試験の成績は紙数の都合で省略したが、その

結果では入泳絡了後の消毒は必歩しも有効で、あるとは認め難いの

8 ）要約

成額去の大宇を省Ill各Lたので考察の基準を著しく tlllJ約され？？竹宮、上記の成総から官、められる大

付三のイ頃向はすくのようであるの

a. クロラミンTは、その有効塩素量 1.4,p.p.m.＼クロラミ ~Tとじ乙5.6p.p 111.）の；1$1）に）Jllえた：場合

のア.....｝レ水の泊毒効果は極めて低い値を示した。

｜脂粉はその浅留塩素量が0.4p.p.m.を下らないように用いた場合はその消毒効果は極めて高い o

b. i阿粉ιよる遊離塩素は入泳人員によってその消費量が左右されるものであるが、小学児笈

200名位の入泳を対象とするときは、初めη遊・南If.塩素量が約1.p.p.m.あればその有効持続時間は約

4時間である。

c. 一般~fl]菌数は残留塩素の存在したい場合は 1 夜経過によって者：しい的llするが、残惚境素

が存在する場合は細菌の増継は著しく抑制jされる。

cl. 入泳終了後の消毒は必す干しも効果的ではたm。

e・ IW!i粉泊、毒は入泳直前i乙行うのが効果的であるが、 Jfggο入i;]dfil荷台及 i正午の 21司法問塩素/J~ 2 

p.p.m.とたる程度に行えば一一〉最も効果的であると思あれる。

f. 入泳訪の身体Di:先1iP・が換；J＇℃期間延長 1)要129の一つであると忠われるの

g. 換7k時期を外観陀ょっ亡決定するときは濁皮5度主協準とする 0が＇＆＇：当と｝J.1、われる⑦
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h. 訊：f'j の採取（日！所は局部的影響の少い中央官「附近が趨当と，'[l， ~·bA'LZ-:io

X 食器洗襟度の化学的検査法に就て

食品獣医部食品課松 井 多

木村康夫

食堂に於ける食若書類の洗燃が完全に行はれているか否かを検査するととは、食堂の特区！£J伏態を

評価する上に非常に重要お：検査であるの

外観的には大変よく設備され整頓せられている様に思はれてい食器類の洗燃が不完全である

様で：は、その食堂の従業員の街生観念の欠如を物語るもので、いか怠る設備も装飾品に過ぎぬこ

とになってしまうの従って此の洗糠度検査訟に就ては従来から色々研究せられていたのこれには

化学的検査法と細菌学的検査法とが考へられるiJ号、細菌学的危検査法はアメリカの方法広範をと

る事とし、設では化学的検査法に就てのみ記述する。

現在吾々の行っている方法はE 当所三雲部長及渡戸技師〈現砧保健所－勤務〉の発案を基礎とし

たもので、食器に附着している澱粉及脂肪を試薬によって検査するのであるの即ちヨード溶液で

ヨ戸ド澱粉の反癒〈藍色〉を、叉パタ，＿＿ 1エロ｛アルコールj容j夜で、脂肪を、 fWちir:8溶性黄色々素

により脂肪の黄色に染まるのを見るのであるのその実施方法は、 10分規定ヨ｛ド溶液在少量食棒

l亡入れ、食器の内商全休に行き渡らせ亡からそのi夜を流し、 i部かに流水をかけて藍色に染まつた

部分、即ちi殿粉性残I査の有無‘を検する O 叉1;u5広_.r｛タ一イエロ一ブJしコ.－ Jレi容液をj;、量食器V亡入れ、

前と同様の方法で

の清~！鹿度を見る lζ は、京rr催｝学的検査と化学的検査の雨rl1iから見るのが最も完全なのであるが、化

学的検査の長所は現場に於て、その洗織の良否を見るととが出来る為e直ちに注意を輿へ、叉一般

業者にも現場K於て納得せしめる事・が出来る点にあるの従って食品衛生監ittfl員の調理場検査には

大変便利な方法であると思はれ毛。

本主l三V3月上旬浅草、 F谷保健所管内の外食雰食堂及び都内デパートの食堂の食器洗糠皮の化

学的及細菌学的検査を公衆衛生課食品衛生係、保健所・食品獣医係と協力して行った、食器i先機皮

ρ検査は今回が初めてで検査した軒数は、外食委主食堂20軒、デぺ｛ト 9ヶ所で、試験したj合体数は

井、l!lf.、茶碗等合計236検休であった。食品衛生法施行以来、食品衛生監胡員は絶え歩、調理場の検
4・

査を＝行っている為、責任者に於ても常に調理場の清潔整頓には留意して来てはいるが、食器の洗

織には案外無関心の様であったの食器の洗燃に磨砂とか石鹸水を使はなければ友ら危いという事

を知っていながら使はないのであるから無関心というよりはむしろ横着していると云った方が適

切であらうの使用してゐたいという事は成績の上からも実証する事が出来るのそれは監減員とし

ても結局観察だけで経営者に注意を興ヘ食器。目に見えない汚れには徐り意を用いなかったから

ではなからうかの

仰客さえの1Pl1Jξ しでも見τきれいであれぽそれで満足するのかも知れない。しかし洗機不完全
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の為、炭水化物、脂肪その他食品の成分が、食擦に附着し℃争れそ ζ が細菌附着の好趨地とた

っ「C、公衆衛生上危害を及ぼす廃れなきにしも非-pであるの食器の完全洗燃という事は、困難：た

事は確かであるの事実吾々が、現場で、も試験の結果相当に汚染されているillL・についてv石鹸水で

ヘチマを用いて、洗って見たのであるがも僅かではあるが脂肪が残っていたの脂肪を完全に除去

するには、多忙なデノミ｛人食堂等に沿いては、特に国離を伴うことであらう。

食鵠rcy[lfr手度をみるには、細菌学的と化学的の閑耐をi七i院して検討する必要があるが、今回は都

合により細菌試験が遅れてしまった合め同時に記述する ζ とが出来たかったととは残念であるの

化学的試験方捗によって符たナ1:c副食物を入れる井を除く入皿〈小皿の実質は除く〉の総合成

績を下に記

ヲ十 く44{l:j二〉

JJrr肪

（陰性 ・12件幻

F易•l''l,:······:3 ：？子｜コ......72.7ア~Cr天j強陽性に属ずるもの14件······43.8%)

（陰性 5刊コ 一
l場性......39子l二······88.6ア~ c内強陽性t乙属するもの101lfコ・・・・・・25.6タ話〉

j陰聖！： ι｛司二 ・・・・39.尽% 

Jnl (103件〉
l1場＇／~［：・ 叫！：… 仰%く内弧陽·1tiz:属す z もの川1~・・・27.4%)
｛陰性 6ヂ1~. 9.7% 

脂肪
陽性…・・97子1~·. ・し ·90.3% c内問陽牲に属するもの37件・…・・38,lアの

以上の成績を見ても脂肪の検査陽性のものが多いのがわhるの叉澱粉に沿い℃も、 j~二、皿．とも

に~G～·／O%位。陽性率を示しでいるの此れは当然、洗織の仕方の不充分に原因するのであって、

多くの食堂に於ては、－車に、水又はi毘湯で4～5回表面をたで廻すだけであるから、脂肪は勿論の

事、 j殿粉さえも満足fとおちない様な欣態である⑦然し前越した様に、吾々がヘチ？を用いτ石鹸

71¥.で普通にi)tったので、は弱｜場性程度ω脂肪が残ってしまうのである⑦その程度は仕方たしとした

ければ危らないであらうか⑦ ￥5t¥v廃訟に就て今後検討を要する｜－！－司題であるの

手くに外食器食堂とデパ｛トο食堂の成績を比較して見るの

ー （陰性・…・・111LIコ・・…・29.7%
｛澱粉｛
I （陽性…・・2i1イl:j~...…10.s;y,; （内強陽性に類するもの13件……50%)

外食器食堂。作I；）~
ー l （除性…… 51Lj:...…13.5% 

｛脂肪J
（陽性……32子，：..一・・86.5%c内強陽性に類するもの 71ll：…・・21.0%)

チH
， （陰性…… l1ll:.....・14.Bガ
｛澱粉J
↑ （陽性・…・・ 61'1二……85.7ガ

デパート (7件〉イ
l （陰性…...0件…－・・ 0% 
L脂肪i

（陽性・…・・ 7件－…・・ 100% c内強陽性に類するもの 3件－…・・42,9%
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Jiil. l 

｛陰性・・・・・・28件・・・・・・52.85ぢ
i澱粉｛
！ （陽性・…・必件…・・・47'.2%c内強陽性に類するもの 8件…・・・325話》

外食券食堂（53件〉イr （陰性…・・・ 8件－…..5.7% 
｛脂肪｛

（陽性……50件……・94.3%（内強陽性に類するもの17件…・・・34%)

作会』陸・・.・..・13件・・・・ g・26.0%
i澱粉｛
！ （陽空fa..…；37件……74.0%

デパート（50件〉イ
（陰性・…・・ 3件・…・・ 6.0% ～ 

n旨}ff］~
（陽性・…・.47件..: .. ・94.0% ぐ内強陽性に類するもの19子，~....・・40.4%)

以上の成績の内デパ｛トに於ける井の成績は、検休数僅か 7fl~ であるから、これだけで云々す

るととは出来ないのその他の成績を検討するに、脂肪が強陽性に類する数字のみを見ると、デパ

｛トの方が何.ttも高い陽性率を示しているととは意外であった。そして外食雰食堂の中には優、

良、可という格1寸けがあるのに対して、デパ｛トの食堂では、何れも「秀」であったととを参考

のために書いて台きたいの

Xl 合成樹脂製食器について

食品獣医部製品課 長 尾 フじ 奇怪

戦後は合成樹脂製の食糖類が非常な勢で市中に氾獄している。特に吾が国で尿素樹脂が製造さ

れるやうに完了、つ℃から戦前よりあった石炭酸樹脂系むものでは出来たかった美麗危：色が市も簡単

にl:H来るやうにたったため種々の月3途陀使はれているの例へばボタンは現在殆んど合成樹脂製の

ものであれ共他通信器具、化粧品のキャップ、又は薬品む容器等、最近では家具に至るまで合成

樹脂製のものがみられるやうにたり、今に金属に取って代る時代が来るのではないかと忠はれる。

従来の合成樹脂即ち石炭酸樹脂民比べて尿素樹脂は前にも述べたやうに美麗主主色に帯色が出

来、食器としても趨当たととろから椀、コップ、皿、箸、匙、ホーク及び水筒、勝当箱等に使用

されているの而し食器は他の装飾品と具り人休に直接影響を及げすととがあるので製治には京lfl

心な注意が要求されているの尿素樹脂は石茨酸樹脂と同様その原料にホルマリンを使うのでこれ

を食器として使う場合はホルマリシが遊離の欣態で残存・していると有毒であるe n百:f;l~24~1三の末に

長野焼でとの問題が取 IJ上げられ新聞統上へ出てから世人の注意する処とたったのであるが之に

対する取締規則は昭不1123年 1月に廃止されているのでこれが対策として早念陀規格を定め伝げれ

ばならたくなれ当所に於ても数あるホルムアJレデヒ日ドの検査法の内第一表の如く代表的なも

． の6つを選んでその鋭敏度を比較検討・し卵白鎖反肢とJ ミニF 氏法がとの場合は趨当と思い厚生

省と協議のj二昭和25年 5月に食品衛生法第7条及び第10条の規定による食品、添加物、器具及び

容器包装の規格及び基準が改Eになったの共：可の器具及び容器包装の第 6項に合成樹脂で製治し

た器具又は容器包装は．、食品衛生試験訟による試験に合格したEければならないのとなり試験法を

歩くのやうに史めたの

ーtoo「



合成樹脂製の器具又は容部包装の訊験訟の

検休を水でよく洗った後次の如〈処理するの

コップ等の容器にあっては、 4%酢酸水をとれに満L、常温で、10分間放置いほし、

さと等の器具にあっては、その器具の食品に接備する部分の面積め1千方センチメート JZ.,につき

皿、わん、

2c.c. CD割合の 4J出酢酸水に浸して、常温で、10分開放置するのとの液をとって検液とするの
J" 

プロム7kを数滴加え、 1時開放置するに帯責白色の沈でんを生1.桧液5c・c.を試験管にとれ

2.検i夜

じではならない。

5A.c•を試験管にとれとれに新に製じた1(6塩酸フエニ ...：－；レヒドラチンi容液0.5c.c. を

加えてよく振り、 1%ニトロプJレジツトソ｛ダ溶液2滴を加え、混和した後10%苛性ソ｛ダi容液

1.5c.c.を加える〈リミニ反臆〉。叉検波1.5c.c・を試験管にとれ水lc.c.及び卵白鍛溶液 7.5c.c.

主力IJI之、 ζ の試験管を沸とう JJ\.~谷中に 5分間入れ、直ちに冷却する（卵白餓反陸〉。 ミニ反！蔭リ

に沿いて青色又はらん色を呈し、旦つ卵白鎖反！患に3ないて紫色を呈してはたら仕い門

卵当鍔溶液は、食品中のネ lレムアJレデヒドの試験法児島いて記載せられたものとする。

しかし、共後合成樹Hf!1l:i f:1Ti.類部段々と増加し、アタリ戸 ）！，，系、メラミン系、 スチレン系等の製品

も吾が国で製法されつヲある ηで、 とれ＇~rについてもいづれ調査してみたいJと思うが本年度は主

第一表 ホルムアルデヒード反臆鋭敏皮

査 Jァ~~青山手伝i斗斗日制 一向

＋ 

十 ＋ 

第二表

月
ド取 合成樹脂…系

尿 素 系
…系（…系

別 扱数製品 ｜ 
趨｜否 魁｜否飽｜否員百！ 否

月 3 3 3 

// .70 70 7 2う 38 

fl 12 11 6 ち

II 。 。。。。。
II 28 22 16 4 2 

it 4 4 2 2 

II 158 158 58 100 

II 104 104 ラ 69 30 

II 26 26 2 17 4 2 

日迄） -47 47 3 36 う＼

4ラ2 44ヲ 33 39 182 184 4 。

｜趨｜否
11 

12 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8グ(19

音l

一一101-



iと尿素系のものを調査し7とから三たにその去を掲げる⑦又その内む243種についτ成型業者。マ戸

マークの無いものとによる成績、材、料日JJによる成績、色別による成績を掲げ
• 

クを印したものと、

て御参考l亡自主ナる。

マ戸クの有るもの

形駅 II総数｜士宮＆I% （色素糊｜ % 

匙 。 。 。 。 。
箸 。 。 。 。 。
1沌 79 2 2.53 1.27 

コツフ。 42 4 9.ラ2 。 。
町［ 16 J.2ラ。 。 。 。

排当箱 2 。 。 。
11 139 7 I 5.03 1 2 

第四表第三表
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0

1
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0
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二

0

5

2

3

0

0

0

フ
還
元
↑

沢
一
け
い
い
い
計

形？伏別による成績

形状 II総数i士官品I%I色素溶出｜匁
匙一 42 3 7.14 。 。
持： Zう 2 8.00 2 8.00 

t~~ 100 6 6.00 l.00 

コヅフ。 ラ3 う 9.43 1.89 

皿 20 s.oo 5.00 

ホ｛ク 。 。 。
燐当箱 2 。 。 。

言f 243 17 7.00 う 2.06 

第六表マークの1%.iきも｛！）

形朕l総数｜ず同196 I時出｜%｜
匙 II 42 3 7.14 o o 
箸 25 2 8.00 2 8.00 

椀 21 4 19.04 。 。
コツフ。 11 9.09 9.09 

皿L 4 。 。 。 。
ホ｛グ 。 。 。 。
排当＊m 。 。 。 。 。

104 10 9.60 3.0 2.83 

第五表

色別による成績

-w-Jift-11－ぷl：副1%J-fil言「7
赤 78 9 11.77 う 6.41 
三円位 70 う 7.1ラ 。。

ピンク 33 2 6.06 。。
白 6 16.67 。。

寅隊 等 ラ6 。。。。

第八表材料別による成績

。
7.14 

7.02 

0 

0 

2.19 

。
ラ

。
% ｜総数｜リンI *,""'! 

検出

メラミイ 1 I 
ブエノ戸Jレ系｜！ 14 

ウレア来・11228 

。

16 

第七表

朕形

市販アイスクリームの検査成績について:xrr 

治幸回I鳴食品獣医部獣医衛生課

治化器系伝染病の感染源には種々あるが冷菓が其主要たるもののーである事は周知の通りであ

るJ昭和25年6～7月頃アイスキャシデーに起因した伝染病が都内に発生した為、之と類似したア

イスクリームの街生的取締が痛感せられ、先づ共実態を把握する目的にて都公衆衛生課計画のー

斉検査に協土、自 7月31日至 8JJ 31日間j主に都内繁華街を中心とした地域のアイスクリーム製

建所から牧去した 156例につき検査を行ったので共成績を報告し参考に供したい。
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1）検休採取及送附－方法

試料採取地区は保健所を単位とした制l回、中央、日本橋、淀橋、下谷、浅草、品川、目黒、話~E

谷、杉並、中野、警島、荒川、足立の 14区で検体採取は1地区10例を目堵とし公衆衛生課獣医衛

生係及当該保健所・々属食品衛生監itiJi員が之に当り採取に｜祭しては予め当所に於て滅菌した牛乳瓶

を用ひ之K平均 2デイシヤ戸〈約 100瓦〉を製浩直後のコ｛ト慌がら無菌的に採取し之を検体送

附踏に納め共周閣をドライアイス又は氷を以て冷却して凍結のまま’可及的速に当所に送附したも

のである。

/ 2）検査項目

今回実施し？と検査項目は全国形分、合脂卒、酸度〈参考〉、一般細菌数、大腸菌群検出試験D 5 

項目で、以上は概ね食品衛生検査指針に従ひ検査を実施した。

3）検査成績

イ 、会問 ;Jf-b 分

検休1.5瓦をユツケノレE止に秤耳元〈海砂添加〉 し恒温1:11Wで 30分間乾燥後3時llrJ;l.00°Cのair

oven内で乾燥し Dessicator中氏 20分放冷後急速に秤量して浅法皇を企図形分として%で示

もた。其成績下言巴の通りの

l'.1U子Jt~~% I ；~!7t% I~~~% I~~~% I ；~？t;; I~~~% I~~~岡市計
例数 1 5[ 10[ 291 2sl 291 ；~j 111 151 21 156 

96 1 3.20¥ 6.411 1sオ 17.951 18.判 17.311 7.051 9.621 1.281 100 

1即ち全開形分ば概して合有率高く就中 20%から .40%1閉が最も多数を占めて居る。向昭和 2:5

年lO月公布の省令 58号、牛乳、乳製品の成分規格には 16%以上と規定され之を限界とじて区分

するとそれ以上が 150例（96.25ぢ〉の大部分を占めそれ以下は僅かに 6例く3.71%）であった。

ロ、合 JJ旨率

R<5se-Gottlieb法による。共成績下記の通りの

-l~J 11{ I 2~；% I 3·gみ 14·~；%1~岡山みれ｜総計
例数 1 211 20¥ 29[ 161 isl 13: iol 判 156 

% I 17.311 12 s2[ 18.591 io.261 rI.541 8.判 6.411 14.741 100 

アイスクリ｛ムの良否は脂肪によって左右せられるだけに合！！旨卒は製造所毎に区／与で、あって全

く脂肪を認められ泣いものから最高 16.8%と云う極端に高いものが認められたが最も多く見ら

れるものは 3.0%から 4.0%の間のもので 29例を占めて居るの之を省令58号に定められた規格

8.0%を限界として区分するとそれ以上は僅かに 23例（14.745のそれ未満は 133例（85.25%）で

向 3.0%に満たたい所謂ミ Jレクシヤ｛ベヅトに属するもv47例（30.12%）を認めたの

ハ、酸皮

牛乳と同様に乳酸表示法により計算の健宜上試料＿9瓦についてyJUJ定した、之は現在市販アイス

_.,.,...... ¥Q3-, 



クリ戸ムの酸皮の程度を知るため参考にしたに過ぎないの共成績下記の通九

~~~4計的～｜い I 0.1ラード20- I 0.25- I o.弘！総計0.099.96 0.149% 0.199% 0.249% 0.2999百

fJU lヲ6

% 100 

季L酸%として 0.15% より 0.205ぢ未満のものが最も多く 48 例（31.41%）弐で 0.10%~ り 0.15%

未満 46例（24.55%）の！慣にて現在市販アイスクリームの酸度は概して 0.1%より 0.2%の問で

ある事が安lJられたの

コ、一般細菌数

標準平板時養法により試料 1 瓦中の標準平，f:l~菌数を求め？と。其成績下表の通りの

細菌数 I 1nv rn2 [ lOX 102 I 10×103 110×101 I 10×105 I 11"¥V 11"1白 ｜ 

区よ~. ~＂ lV下 i l山 i10X~0'1 I l山 I1山 j11A lV上｜総計
例数 1 41 161 53[ 42/ 25J, 161 156 

?-6 / 2.s/ 10.3/ 34.o¥ 26.9¥ 16.oj 叫 100

即ち 1万から 10万迄の込めが最も多く 53例（84.0%）次で 10万より 100万迄0もの 42例

(26.!1%) 100万以上のもの 41例（2G.3J.のであクたの之を省令58号の規格5万で区分するとそ

れ以下のものは健かに 56,f§lj (35.9%）それ以上が Joof91J (o4.1%）で約%が規栴外tある事がう；n

られたの

ホー大腸菌群検出試験

大腸菌群検出削除は確定詰験迄実施し完全試験（IMBIC）は行は注かったの即一試料につきB.

G.L.B各5本用い之に原液 lee宛カIIへs5°cで 48土 3時間培養し瓦斯発生を示した醗.m革管むら

夫々一白金耳をとりE.MB.培地に割線培養し定型集落を証明したものを確定訟験陽性とした。共

成績下表の通りの

）町陽 性（総
くti）総括並考察

以上の成績を総括し之を考察すると
~lj 数｜

-:3u：＞如くであるの
／。O／ 10 

ハ全同形分

全国形分の合有率は一般陀高く 20%から40%問のものが最も多いの省；分58号K規定された16%

以上は殆んど大部分を占め150例（96._2%）の多きに上ったの 倫昭和124年度比調査した 12 例に

ついて見ると 16f/a以上が9例（75%）を示し此等の点から想像しτ1:6%以上の全｜責Pl当分を要求

。することは無理でないと思う。

ロ、合間 率

合間率は 35ぎから 4%間のものが最も多く省令 58号に定められた規格8%と対照すると現在

の市販アイスクリ｛ムは合脂率が概して低く 156例中 133例（85.25%）が規格外と云う成績；で

ある。抑々プレインアイスクリームの標準は普通 8～14%が良いとされて居りアメリカの標準規
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オ各ではプレインアイスグリ｝ムは 7,....,14アムフル戸ツアイスグリ｛ム及ナットアイスクリ｛ムで

は 6～14%セあるが一般には 8～10%が好んで用ひられて居る様であるの

市販アイスクリ｛ムの質が脂肪〈クリ戸ム〉によって左右せられる事は前述。諮りであるが脂

肪量を引上げる事は直に販売価格に影響するので此処に業者の管労がある事が察せられ今回の成

績がら見ても地域的、日々販売量、客額、店の暖簾等比よって差がある様に足、はれた。

～目安 度

字L目覚必として 0.1%から 0.2%の間のものが最も多く杢休の 55.96%を占めて居るが之は飽く迄

参考としたのでアイスクリ｛ムの組成が一定せお限り目安皮も亦区々であるのは当然であり従ク℃

之を以て鮮度判定の資料とする事は出来たいの

ニ、一般需m菌 数

標準平板菌数は 1万～ 10万迄のものが 34.7%lO万～100万迄のもの 269% JOO万以上のもの

26.3%で、之を省令 58号の規格に対照すると 5万以下 35.9%それ以上64.1%を示し、昭和 2B年

夏当認に於て実施した 64例。検査成績では標準平板菌数 10万内，100万迄のものが最も多〈、之

K 土t~安すれば本年のj或績は多少減少して）舌るので街生献態も滞i弐；向上しつつある事は認めら tL る

が、金骨完カ￥ら見て省令に規定さ

在1lif仮アイスグリ一ムは点fAE塁i数~め℃多く J毛原／！~Iは嬰t遺業者の街生思想が低いとと、器械器具の

不潔な乙と、鮮度の低下した不良牛乳やグリ｛ム等を使用〈経済制背もあり〉する事業が大きた

原肉とたって居るものと考へられる⑦此際業者自身が白魔し総ての点に京！日心の、注意を悌ハば細菌

数を更に減少し規格の線に迫ひっく ~ffは必歩出来得るものと忠ろ。倫今回の検査でBleed氏法に

より総菌数を測定したかったのはアイスクリ｛ムは原料をすペて殺菌し℃製治すべきであれそ

の食品的価値は総菌数よりも生菌数の少泣いことにあると考へたからであるの

ホ、大腸菌群検tt'，試験

大腸菌群陽性のもの72%の高率を示し、一般細菌数と共に市販アイスクリームが如何に非令指生

的であるかを如実に示すものであるの大腸菌群の存在は直接間接を聞はすτ糞便其他不潔物による

汚染の証撲であって、アイスク J7，....ムがそのまま我々の口に入る食品である以上共存在意義は重

大であり、共汚染系路からして取りも直さす京消化器系停染病原菌も共に侵入の民ある事を示すも

ので、、斯る事実は公衆衛生上等閑脱得たい問題で、ある⑦幸ひ我国に於てはアイスクリ｛ムに因る

停染病の発生は聞かないが 1916年ペンシノレパニヤでは汚染したクリ｛ふを原料として製治され

たアイスクリームによοて、腸チフス患者が 1815名も発生L、叉昭和 13年稲岡懸下でアイス

クリーム中に鼠の尿が入ったため lT）レトネル氏菌による食中毒患者 76名〈死亡者なし〉を出し

た事が報告されて居るの斯の如き見地からアイスクリーム製治業者〈取扱者〉の衛生教育、保菌

者の厳重なる検索、衛生的、な製造取扱E 製品の検査等を行う事は業者自身D発展上からは勿論公

衆衛生上からも是非必要た事であるの

むすび

以上の検査成績から現在の市販アイ不クリ｛ムは其大部分が相惑であり殊！モ細菌学的に見ても
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~l:1!u生的のものが多く充分消化器系怯染病の感染源とたる事が納得出来るのアイスグリ｛ムは大

衆的食品で共需要は益々多くたりつつある現在、先づ街生的を第ーとし然る後栄養的食品八、と水

準を高める如く業者も指導者側も努力すべきでは泣からうかのイ旦し今回は都内約400車干の製治所

中156：軒からの牧去検体についての検査で品質の全貌を知ることは出来たいが本成額からして市

販アイスクPームの程度を時々察知するととが出来るの過去 2～3年の成績に比較し個々の検査

項目につい℃は若干の高低はあるが全般的に見て大なる進歩向上の跡は認め現在く将来大いに改善。

の徐地あるものと思うの

x~ 不純な葡萄糖注射液に関する知見

化学検査部医薬品課 湯

青

島

本 芳 雄

~~p 健太郎
田久

わわわれの医薬品試験業務の中多数を r~Iめているものは、注射薬であって、中でも現在迄葡萄

糖注射液が最も多い様であるの

結品葡萄糖は周知の女I~ い日本に於ては馬鈴薯1u投粉或はtt薯1u受粉を硫酸又は移酸等の目安類を用

いて加圧力H熱して分解させ、生じた葡萄糖液から！陀酸、！抗色等つ操作を経て減圧蒸溜しで濃縮し

結晶を祈/JJせしめ、結品から更にf]}t塩、股色を行。てメタノ戸 jレ或はヱタノ戸Jレから再結晶して

精製し日本薬局方通合品を製治するのである⑦

乙のj苛方！日l を原料とし再蒸溜水忙 5 ，~、 10%、 20.?0'、 50必等の割合に溶解するの次いで~革t晶、

充i賞、熔閉、滅菌、検波、化学試験、 細菌試験、 パイロヂエシテスト等の製造と検査工程在経

て遁られたものが正常の葡萄糖注射液であるの

ととろが最近製治業者間で販売競年1が激しくたれそのため品質の向上も｝部に認められるが

反商価格を安くするために品質が著しく惑くなっているものがあるの

多くの予言j萄粕t注の試験に当ってわれわれが発見した若干の不良品についての知見を報告した

v、⑦

1) 苦味を有する葡萄糖注射？夜

日本薬局方葡萄糖を原料として治った注射液はラ~·！%：なi~·併とを有するものであるが、われわれは円、

叩jかに苦味を布する注射液を発見した⑦かつて著しく苦い葡萄糖＝注があったが、とれ依「.HL1:感せ

んりつ」を起す副作用を防ぐため弧心剤とし℃安息香酸ナトリウムカフヱインを加えたもので、あ

った。矢張りノj、埜の安ナカをカIIえたものとの見込で試験して見たが安息脊酸も力ブエインの反！臨

もj余fl！， しないの調査して見たととろ、乙の注射液は結品工程を経ない、粗製葡萄糖液からイオシ

交換樹脂を用いて塩類を除去し℃精製したものである事が＊!Jったの澱粉は酸分解によって、アミ

ロデキストリン、アクロデキストリ y、エリトロデキストリン等を経℃マルト戸ゼ〈姿芽糠〉と

紅り、 Maltoseから 2分子の葡萄踏を生ヂるのであるが、 更に加熱を続けると 2分子D葡萄糖
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から 1分子の水がとれてダンチオピオ戸ぜが生十るのとの Gentiobiose は苦味を有する物質で

あるの

扱て、葡萄椛．の製浩に当って多量の葡萄糖を符・るため長時間j分解を続けると理論的に必歩、

Gentiobioseが話I］生するし、叉 Gentiobio:;e の苦味を少くしようとすれば分解ff寺聞を短くした

ければならたい。従って未分解の Dextrinの量が多くなる筈であるのイ可れにしても葡萄糖のみ

を生成する事は困難であって分解液中には必ず、各施の Dextrin,Maltose又は Gentiobiose

等の不純物が含まれる筈である。 C人so～， Ca等の不純物はイオン交換樹脂陀よヲて｜徐かれる

としても、とれ等以外η不純物は除去／－U来ないから結品による精製によらたければ完全お精製は

不可能な筈であるのわれわれは苦~三』性物質は以 l二の条1tl二から Gentiobiose で、あらうとゴ孝えE夕cの

試験を行。て見た。

a 

b 

c 

d 

e 

.f 

g 

h 

k 

｜鱒化前必勝化後タ~1
19.6 20.7 

19.3 20.3 

21.4 22.5 

22.4 22.3 

20.8 20.7 

20.5 20.1 

19.8 19.4 

20.ラ 19.8 

20.3 19.6 

22.3 22.1 

19.3 19.l 

即ち 14粧の検休について Bertrand訟によって葡萄

1疫を定量し、同一検休に N-HCl1定量を加え湯浴上で、

30分加熱した後 rJ1示JJしたものについて再び・ Bertrand 

法で葡萄糖を定量して比較して見たの若し晦酸で、分解し

た後の糖量が増加すれば分解によって、還元性を3曾大す

る物質（Dextrin,・ Gentiobiose 等〉を合む事が推定さ

れる訳である⑦

表の 1=[=1 a, b,c,nは苦i床を有するもので、他は何れも百l: 

？；？のj司方子詰j萄糖1を原料としてj必

るもので a,b,c,n毛Eは揖酸で介角手した後；清量を i官力IIし、
21.0 20.3 

23.2 23.0 m 

-n 21.0 22.2 ているが他は何れも少しく糖量を減少している。

乙の試験によっては苦味性物質が Gentiobioseである

との証明は出来たいが正常の葡萄糖・以外に何らかの不純物を含むもめであるととを知るととが出

来るであらうの又われわれは苦i床を有する点から懲らくは Gentiobioseではなかろうかと考え

ているのとの点については引続き究明すべくつとめているc

2）粗製葡萄糖注射液

われわれは市販葡萄糖注射液の中には前例陀示される様に正常な局方葡萄糖を原料として治っ

たもののみで、はないことを想定して定量には各種の方法を庭用し1提重を期しているが、最近たま

たま拘注製 20%葡萄注射液を試験じて驚くぺき不良品である事を発見したの

機体名｜

定量法・ ｜ 

Kolthoff 法

Bertrand 担；

A・ 

16.50% 19.12% 

20.739百

17.60% 

J8._43タ6

乙の製品について旋光皮を求め

とれから葡萄糖の量を計算すると

27.6%を示した。表示量と定量値

がかかる六三1~：を示す事は珍らしい16.98% 

19.80% 旋光度？？： 27.696 19.33% 
ので Ber廿 and法によって定量し

て見えととろ 20.73；；ぢとなσた。更に Kolthoff訟で定量した成績は 1訓%である、経験によれ



ば正常の局方葡萄糖で治った注射液の場合は三者の定量fn主は近似し℃ゐり大差を示す事は主主い告：

であるの叉本rfr11は苦味も有し℃いないのそこで、同祉製品の日ljのものにワい℃同様に定量して見た

ととろ次去の様な成績を2示したの

Be1~trand 訟は糖類の Fehling 溶液を還元する性質を臆用した定霊法であれ ・Kolthoff法

はアルカリ性でヨードが Aldornのみを酸化し Ketoseには作用したいととろから雨者。混合

物等から Aldoseである葡萄糖を定量出来る方法であるの又葡萄糖が一定の旋光度を有するとこ

ろから旋光皮を求めこれから含量を計算するととが出来るの

三つρ定量イ直を比絞するとき Ber廿 and法と Kolthoffのfn在は近似‘しているにも拘ら-p;

によるものは著しい差具を示し℃いる⑦との事は葡萄糖よりもっと旋光性の却、い。糖又はその他

の物質を合む事を示している。

しかし乍らわれわれは糖以外の旋光性の高い物質の混入は一際除外しτ考え、前例に示した

Gentiobioseの場合と同じく粗製品から入って来る不純物にGいて迫求して見たの苦味を有したZ

いと乙ろから Gentioh~ose が含まれているとは考えられたい。して見ると Gentiobiose が副生

しない程度に酸分解をとどめた場合はどうであらうか。乙の際は Dextrin,Maltoseが存在する

筈である。 Maltoseの旋光度は＋137° で葡萄糖の332倍牛の強度であるのわれわれは未分解

の Dextrinや.Maltoseを含むものではないかと考えて製法工場について調査したととろE予想

通り食用又は危めし皮加に供する粗製のグルゴ｛スを原料としている－￥Jiがf｛~lJったの

葡萄紬：注射液の国家検査の試験法ヰI葡萄糖注射液は苦味を有しではならないという規定がカIIえ

られたので苦味のある G~ntiobiose が生じたい程皮刷版粉を分解したものを原料として用いて

いたので、あるの即ち、粗製。塊欣グJレコ戸スを購入し、とれを水道水に溶解し活性茨を加えて枕

色した後イ，オン交換樹脂中を通過させて Cl＇、804ヘ、Ca等の塩類を｜徐・き、濃度は精度計を用いて

旋光度に合せて製迭したものであったの

Bの例では旋光度によると合量過多で不合格になるが、 Aの例では 19.8%で合格する。しかし

Bertrand法と Kolthoff法による時は含量不足で不合格と友つ℃いるの

第六改E日本薬局方には葡萄糖注射液が新にJ段載されたが試験訟は極めて簡略にされぬんど純

度試験は省略されているの

叉定昆：には旅光度法が採用されvにいるので不純な食用グノレゴ戸スを原料としても旋光度さえ合

はせるならば！？吉方、適品としてIBiる筈であるち大ていの場合 Pyrogentestもパスす乏の

われわれの関知する範囲でも苦味を有する葡萄糖訟も市販！日1は 2、3にとどまらたいし、その

外官官誌の様危不純！日！！の横行も想定される以上、試験法む改11ミはどうしても必要であると考える。
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XIV コカインミプロカインミの分別鑑識

及びナノレコチンの検出方法に就て

化学検査部麻薬化粧品課 回 キナ ｛建

工、家兎の瞳孔散大を際問したコカインとプロカインとの分別鑑識につい℃

夫

日常当月？に沿って来る麻薬検休中鑑識に困難を感やるもののーに特殊紅場合K於けるゴカイン

があるの即ち検休が極めて微量で他物を混示nしたもの特にプロカイン其他類似反爆を呈する局所－

Mu Jc酔剤の混在である⑦我々は斯る場合にコカインが動物の交J献Ffl経を刺激して！屋孔散大作用を現

はすことを磨、用してコカインの微量分別鑑識方訟の研究に着手した。第 1報として塩酸ゴカイン

と塩酸プロカインとの分別鑑識を家兎について行った成績について報告するの実験動物として成

兎を選びその左右何れかの｜｜重に検液1滴、対照として他の｜匿に蒸潟水1滴を点眠し、出来るだけ

光量が平均にII重孔に入るよう注意して直射光線、人工光線〈暗室内約 1.5：メ｛トル離れて lOOw

電球によるもの〉及び試験室に於て 1時間比五って散ll草作用を呈するや否やを観察したの先宇各

種濃度の嵐酸コカイン水溶液について実験した結果は第 1去の通り 0.1%以上の濃度に於℃は散

土蹄作用を呈することを認めた⑦ヨ民に塩酸プロカインが散盤作用を呈するや否やを実験した結果は

高濃度のものも全く作用のたいことを知ったの 〈第 2表〉更に各種濃度の塩酸コカインと塩酸プ

ロカイシの混合水溶液について実験したの〈第 3表〉その結果コカインの散隆作用はプロカインの

多量混在によっていささかも影響されないととを知った。従って乙の方法により塩酸コカインと

塩酸プロカインとが分別鑑識し得られるととが認められたの乙の方訟を裁判化学の鍛識土に他の

化学的鍛識方法と共ι実施すれば満足すべき結果が得られるものと信歩るの

以上は永沼技r:wの担当によって実験を行ったものである⑦

第 1 表

各組濃度のコカイ：／溶液の家兎瞳孔に及Vifす影響

試料、・局方塩酸コカインを蒸溜水剛容かしたもの

対照、 蒸沼水

~ヂ
0.0ラ%

0.1%対照： 0-2% i 03% 
0.4 % ! 0.5 96 

検液｜対照 検液｜ 検波｜対照除液｜対照 検液｜対照除液｜対照

試 除 室｜ 61 1 j 61 10 I 6 

人 工光線｜ s J rn I s j 10 J s J 12 J 
8 

直射光線｜ 4 

!foU 定｜ 一 土 ＋ ＋ 十 十

数字は家兎瞳孔の大きさく直径〉を示すくm.m.)
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表2 第

各種濃皮のプロカインj容液の家兎瞳孔~c及慣す影響

局方塩酸プロカインを蒸湘水町存かしたもの

対日夜、 蒸潟水

＼＼磁石k)i 0.196 _r 0.3 96 L o.5 96 !: 1.0 96 I ラ.096 I 10 % 

場所 ~~1 検液｜州検液｜削除液 l 対照｜問削除液｜削除液｜対照
試験室トバババ 61 ~_J 61 5 ＼引ラ＼＂ 61 6 I 61 
ーし九五円「i下7「~1sr~可司 8\ 7)7]71~ 
主射光線 I41 4/ 4/ 41 31 3/ 4/ 41 4J バパ

1-1~ 1-1-1-1  
数字は家勉瞳孔の大きさく直径〉を示すくm.m.)

3 

試料、

定苧1

(1) 表3 b空fmョ

各種濃度のコカインとプロカイン混合溶液の家兎瞳孔に及ぼす影響

試験室観察場所、

I : I ~· 1: : , 

I : ~ ~ I : 

I ; i . ~ I ~ . I ~ 
L ~· I : J_ 

川一

U
U
U
1
U一三町

一

一

一

一

一

一

文

」

一

一

一

一

一

一

品

己

創
刊
一
液
照
一
液
照
一
刻
一
液
照
一
防
止
問

カ

＼

一

一

一

一

一

一

屋

内
ー
焼
防
止
陥
同
夜
也
陥
同
両
恒
例

一
＼
作
一
切
一
明
一
明
一
一
切
一
一
明
一
和

一
＼
功
一

ω
一

仁

一

（

一

（

一

川

一

般

局方塩酸コカインと ；~1m程酸プロカインのi見合7J~i存在支

10.0% 

7 

7 

6 

6 

0.3% 

蒸溜水

6 

6 

7 

6 

、．I
 

、、戸，伊、
J

コAHI

mi、対ー

8 

7 

8 

6 

マt

ぷ
U

Q

J

f

o
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第 3 表（2)

各種濃度のコカ fyとプロカインj島合溶液ο家兎瞳孔に及ぼす影響

観察場所、 暗室内約 1.5メ戸トル離れて 100W電球による人工光線

試 料、 局方塩酸コカインと局方塩酸プロカインの混〆合水溶液

対 照、蒸溜水

与三志争｜ 5.0% I 10. 

8 8 8 8 8 

8 8 8 8 8 

8 9 9 8 8 8 

8 8 8 8 8 8 ， 

9 9 9 10 9 9 

8 8 8 8 8 8 

10 11 '10 11 10 10 

・8 7 8 8 8 8 

11 12 11 11 12 11 

8 8 8 8 8 8 

数字は家兎瞳孔の大きさ〈直径〉を示i-(m.m.) 

第 3 表くの

各種濃度のコカインとプロカイン混合溶液の家兎i嘩孔に及ぽす影響

観察場所、 直射光線

試 料、 局方塩酸コカインと局方塩酸プロカインの混，合水溶液，

対 ・・・JM, 蒸溜水

～ゴ～カ＼イ＼プン＼濃ロ＼度カ＼イ＼濃ン九＼度ーl0.1 06 I 5:0 .% I~ 10.0 % 

液； 8 8 8 8 8 -

照 8 8 8 8 .8 ) 

8 9 8 8 8 

8 8 • 8 8 8 

液i思｜i 

9 9 9 10 9 9 

8 8 8 8 8 8 

10 11 10 1 1・ io 
8 7 8 8 .8 •· 

11 12 11 11 12 

8 8 8 8 8 

数字は家兎瞳孔の大きさ〈直径〉を示ずくm.m.)
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耳、チルコチーンの総出方法について

従来目；Jc繋類の検知方法とし℃呈色反臆及び副！点の測定等が主として用いられているが化学橋治

に基-t~ く方法は徐り行はれていたいの当課に於℃麻薬取締官によって摘発滋付された某所の地下

に担淡された多量のナノレコデシを鑑定するのに際．して 2種の方法を試みたのでその結果をととに

報告する。

1）分子関裂を行ってナ jレコチンをオピアン酸として検出する方法

町

ω
人
川
γ
ぷ

1
〆
l
L司

I
a
α
ω
M仙
川

〈
。
ω
m
ん
い
ぷ

tptω
ぷ

ぺ

／

げ

＼

レ

ナルコチンは二酸化マンガン及び硫酸により

分子開裂を行うとたドロコタ Jレニン及びメコニ

ンを生じ、それらは更にコタJレニ Y及びオピア

ン酸及びi韮のヘミピン酸を生やる ζとは Wりh-

levによって発表されたものであるの

一般にア Jレデヒドの呈色反！患に用いられる⑦試薬のーにフェノール硫酸があるのとればペンズ

アルデヒドまたはパニリンわ検出陀よ〈用いられるものであるのよって CHO基を有するオピア

．ン酸忙臨月1レ満足む結果を得るか否かについて検討し？との即ちナJレコチンを二酸｛じマンガン及び

硫酸によって分解して得たオピアン酸にフヱノ｛ル硫酸をカIIえた所、著明陀赤色を呈ιナルコチ

ンの証明に！寵用し得られる乙とを会nった。倫ナルコチンを分解して得たオピアン酸に種々のフエ

ノ.－ ｝レ類を硫酸に溶かしたものを加えて如何に呈色するか否かを検討した所レプルシン、 βナフ

トー 1レ、チモ ，＿｝レむ各溶液は呈色し実際に臆用し得られるととを釘iった。即ちレプルシν…赤色、

βーナフト｛ル…紫色、デモー Jレ…校赤色を呈しハイドロキノン、グアヤコ.......｝レ、 Pーニトロフヱ

ノール、Mーニトロフエノ.....｝レ、 2.4ージ品トロプエノ戸1i-，サリチル酸の各溶液を星、色しないの

め メチレンジオキシ基の証明による方、法

ナルコチンば分子中にメチレンジオキシ基を有するのとの基は従来フロログルシン硫酸、及び

タン品ン硫酸によ－り検知する方法が行はれている。ょっ℃ナルコチンの検出試礎としτ用いた所

反！害、陽性を示し、他C)bl~（捷子~ ，~ベリ Fン、モルヒネ、ジオニン、スパミド...... ｝レ、コカイン等は陰性

を呈t実際に庭、用して支障のたいことを知ったの向クリプトピン、ナルセインは同様に反臆を呈

し、タン品ン硫酸によりナノレセイシは緑色を呈するのは注意を要するの以上は戸谷技師の担当に

よって研究？と行。たものであるの

実験の；：1~1:1~

1) 試料のナルコチンの製浩

粗製ナルスデ：ノを塩酸性の水にj容かしてクロロホルムで寸由／i¥L、抽出物を再び温水l乙溶かしア

ンモユア水で、沈IV政Lさせ、 70%アルコ戸ルから丙・結晶する⑦副し点 175～176°C、 1！！~色稜柱欣結晶、

ピクラ｛トは融点 l74°Cを示す⑦

2う ナルコチンからオピアン酸の生成及び、ブエノ戸JL-硫酸による主色

ナルコチン O.lg を 30c.c. の三角フラスコにとれとれに同量の MN02 と 10%H~S04 sc.c.を

加え水浴上で約 20分llSl加熱するのヨたにとれを分液ロワトに移しエ戸テルで：.hk/Hし、抽出物の少
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量にフエノ戸 Jレ硫酸〈石炭酸3滴を硫般 5cc.に溶かす、 m時調製） 1～2滴を加えると美しい赤

色を呈するの

3 ）メチレジクオキシ基の証明方法

i) フロログルシン硫酸による方法

ナルコチン 0.0lg～0.02gにフロログルシン硫酸（0.5gのフロログルシンを水 25g＇＼硫酸 1'1g

k加温溶解し冷却後漉過して製する） 5c・c.をかiえて煮沸溶解し、乙れに硫酸 1～2c.c.をカIIえ l5

～30分間沸騰水浴中に放置すると溶液は赤色を呈し暫時ρ後赤色洗j殿を生宇るの

ii) グン＝ン硫酸による方法

ナルコチンの微量を試験管にとれこれにタンニン硫酸〈タンニン酸小粒を硫酸20c・c.に溶か

す） 5c:c.をカi氏、水浴中比 5分間加熱すれば育’色を呈するの反臆は極め℃鋭敏であるの

xv 注射器の試験成績について

化学検査部衛生用品謀 手火 山 勝 治

昭和25年10月比用兵の国家検査が施行される様になりその内に注射針や注射筒があり、 fなその

検査基準が示された⑦

現在病院、保健所等で実際K使つ℃いる注射針や注射筒を上記の規準その他で調査しそp実態

を観察し使用上或は製治上の参考資料にするの

1 ）注射針

現在使用されている注射針の材料。管部はステレンス銅で18～8グロム銅と称するものが多く

使はれ、針基は黄銅t乙ニッケ Jレ又はクロム鍍金を施したものであるの

製治法は前記のステレンス妥｜司のPH反－｝／）（のものを数十徐の工程を経て作るのであるoMIJち打抜き、

絞り、焼鈍、ロ｛ル、引抜、内面研際、肉仕上げ、更に焼S仏引抜き等を反覆Lで管部を作り乙

れに力11工し製型した針基をかしめ又は克L付、 Wf腐等・を施して注射針を作るのであるn

注射針の検査基準は材質、秘性試験、曲げ試験、内部検査、針基の形欣等が指示されているが

試験方法

厚生省の注射針検査基準や日本工業規格等に準じて試験をしたの ・RPち鍍金ill¥況、長1・先々角度、

:{j)j：淳~iiた況、 1観性試験、 rmげ試験等について試験をしたので、ある門

試験結果

検休29;f益のjAJ24；肢は不合格であるのこの不良条件は火の通りであるの

j波金紋況不良又はJ予り等のあるもの

針先の角皮と研磨欣況の不良のもの

!illげ試験の不良のもの

11uげ試験と鍍金欣況不良又パリ等のあるもの

！日iげ試験と研磨欣況不良のもの
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又主l'c針基の結合欺況ではq:Jjに不良のものは見11＼ドせなかった。前記の様に鍍金不良の戸ものやパ

リのあるものが多く市針先の角度と研磨欣況の不良のものも少数認められたの

とれらは製法工程中特に管の切断、克之付又は仕上げの場合に一段と注意を要するのであるの

~くは曲げ試験のみ不良むものやそれと同時に鍍金欣況不良又はパリを有するもの或は研磨j状況

の不良のものである⑦

曲げ試験は靭l性試験と給／争中日対性の関係があるの ~pち注射針の管部はカII工硬化で、同日生を増し叉

焼鈍で靭性を回復するのである。従って剛性が強過ぎると曲り難く折れ易くたる。叉反対に報性

になり過ぎる時は折れないが曲り易くなるの即ち焼鈍に：もー工夫をすべき事を示して＂るの

今回の試験は皮下用及び静脈用の注射針について試験したが前記の様に相当の不適rW:1を認めた

のであるの而してとれら検査基準の試験法は品質確保の最低級で、あるから製士官業者は品質向上に

一段と工夫せねばむらない⑦

経勺に一言品質確保上より桧査基準の試験訟に対してご、三の希望を越ぺるの

i ）かしめの試験は検査基準の項から除－かれているがとれIQ"実際注射針が長く使用出来るか

どうかの判別法の一つであるからすくの機会に基準。試験法の中に加える方が上いと｝！！！.－ぅ⑦

ii ）針基の角度は今回は特に不兵と思はれるものはなかったが、日本工業規格の標準が五先

であり叉 DICrD型も使用してよい事にむると角度の差もあり業者も需要者も良否の判断陀困難

た場合も生やるがこの点をI閃かに示すべきものと思う。

iii.）注射針の内）享の問題、 1::1本工業規格には外経を規定してあるも内経を定めていない⑦又

検査基準には外経、内経とも記載がない。註射針の要点の一つは強度であ，るの曲げに対し℃強く

折れぬ事が望ましいの従って肉）享になれば強度は増大するも薬液の流通に支障を生歩る場合があ

るの従ってー臆肉）享も！頑慮ずる必要があるの

iv－）切味試験、耐蝕性の試験、針の使用期間の測定、品質の改善に前記のかしめ試験の外に

切i床試験、 i耐－蝕性の試験を迫力Hする乙とであるの

一回や二回の注射で水漏れを生じたり切味を損じたり叉銃を生やる；伎なものは永〈国際上に信

用佐保持す・る事・は出来たい⑦良品の権保J二から上記の試験を追加する 4j~：を要望するのであるの

2 ）注射 筒

注射筒の材料法主に桂酸、棚酸、酸化ソ｛グであってこれを猫査で混和して高温で‘熔融したもの

を取tfi.し、一定の型（・［.引仲じ冷却後切断、製型、研隣等乃色々た：加工を経て夫々外管や吸子を作る

のであ器。倫桂酸と酸化ソ｛ダとの混不I~の割合と力11温程度で大休硬貨と軟質とに別けるのである。

注射筒検査基準は材質、目盛、気密試験、 inH・熱i耐寒試験及び筒先の形:JIJ＼等が指示されている⑦

試験方法

厚生省の検査基準、日本工業規格、日本輸出規格又東礎工アンプソL椋準規格等を参考として試

験したのであるの

その主な試験項目は材質、 §I主寄り誤差、気概皮試験、開度差（50度差〉による被損の有無、筒

先の形扶、遊離アルカリのi容出等℃ついて試験したのであるの

.:.-tM-. 



試験 結 果

ms詑む現に準じて注射筒の内容量 5cc～50ccのものについて試験Lたその結果は次の通りで

あるの即ち検体71箇中不遁と認められるものは次の38箇でそ0不良条件はヨえの諮りであ毛。

目盛誤差の多きもの 15種．

目盛誤差多くピストン不良のもの 2種

目盛誤差多く筒先不良のもの 6種

目盛誤差多〈ピストン及び筒先不良のもの 1程

目盛誤差多く筒先及び温度差不良οもの 1種

目盛誤差多く外観不良のもの 2干主

筒先不良のもの s~畳

ピストン不良のもθ 8車Ii.

ピストン及び1t.f先不良のもの 1 ・加

ピストン百筒先及び外観不良のもの 3禄

温度差不良のもの 1種

前記成績の様に検休の字数以上は不遇であり倫不越の犬部分は目盛の誤差であるの

現在目盛を示す上から 5cc以上のものは検査基準K従って目盛の公差を 5%以内に止める事は

当然と忠うの製法者ほとの試験に対し℃特に注意する必要があるの

筒先D形j伏の不良のものや気持皮説験即ちピストンの具合の不良のものも少数認められたの乙

の点も仕上げ、カILヱに注意を要する。

外観の不良のものは筒先以外む部分で形態やひび等の著しい欠点を見H11しためであるの

i耐熱耐－寒試験は試料の関係で日本輸出規格・の 50°0差による試験をしたが破損したものは僅か

ぜ 11(2筒であっ？？。粉々良好のものと思はれるが倫検率規準のi耐熱Init:&z試験との北較を追試中であ

るから弐の機会に報告・ずるの

叉遊離アルカリの試験は東薬ヱアンプル標準規格を参考としてJ除休10種について施行したので

あるが 5g粉末K対するN/100塩酸溶液泊費cc数は最大J.45cc，最少 0,J~cc :-tj＇－均で 0,51cc精度で

現在のアンプルの材料忙比しては粉々及ばないが注射筒としては大休良好と認められたの

従つ℃注射筒検査基準！に硬質硝子の遊離アルカリ数を指示すれば試験者陪その良否cc~凶ZUK

暦~1,r；断し易いのである。

絡りに検杏基準の試験するにあたり二、三の項目について要望するのである。

i ）筒先の形献の問題 日本工業規格あり.DICco標準もあるから基準の標準寸法主指示す

れば試験とじ亡非常に便利であるの

ii ）外観 とれもある程度指示する必要があると思うの例へば焼鈍の不良、損傷、不溶解

物、叉ヒズミの顕著でない事等を指示すれば商品としてレベルが向上すると思うの

iii ）遊離アルカリ 材質調査の一項目であるから品質を一臨調査する事が望ましいの
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総 括

注射針は幾多の改良すべき点があり今後も材料、加工、仕上等に注意すべき事を示しているの

注射筒には現在の材質であっても仕上、カII工に充分に注意すれば或程度国際上充分に活躍が出

来ると思うの

ヨたに試験法に0いては注射針の場合は肉厚検3室、かしめ試験、切味試験、耐蝕試験等を追加し

叉注射筒には逝離アルカ Pの項や外観、形欣等の詳細悲試験項目が必要であると思うの

X Vl 薬用資源の研究（第一報）責柏実の成分研究

製薬部木村雄四郎

小泉清太郎

黄~fl実はへン ）！.－ ..；.；.ダ科む落葉喬木キハダ Phel!odendronamurense Ruprecht又は同属諸積

植物の果実を採取し乾燥したものであるの

キハダは東京都下奥多摩地方を初め杢国の山地に野生しその樹皮は古来寅柏と称し健胃整腸柴

として賞用せられ、今回第6改IE日本薬局方に牧載された⑦

吾々はf再々寅柏実の成分試験の依頼に接したのでとれを機会陀本研究陀着手し精油0.7%、脂肪

れh6.3：~%を抽出いそο脊味！填る佳良~，点から南方香辛料の輸入乏しい折柄、一新香辛料として

価値あゐを認め放にその概要を報告する⑦

n試験に供した寅柏実は北海道産及び長野勝産の 2 種で、北海道産はキハダ PbellodendI・on

amurense Ruprecht <D果実であれ長野焼産はケキハダ〈ー名オオバキハダ）Phellodendron

J aponicum 1.'hunbergの果実であるととを明かにしたの

寅柏実は黒色を呈する・ほfa＇球形 D1実果で、筏0.7～O.Scm、lOOf同の重量は約 1.2gであれ果肉と

種子とり割合は果肉64:36の害ljで、以上の雨種ともほ~！＇同様であるの

1) 成分の分離

寅·；f；白実を粉砕しとれを水蒸気蒸溜する K精油0.7；？~を得、又恭間縄植をヱ戸テJレで数同抽出し常

法により処理して脂肪油 6.33%を得たの

2）精油成分

寅柏実を水蒸気蒸溜して符・た精油は殆んど無色透明。軽い油で特異イi~·l央な芳香を有し、その物

理的性放は三たの湿りであるの

種 類 ｜産 地｜比重(15°)1 限価｜鹸化価｜ヨウ素価｜旋光臨20°)1屈折率（22°)¥

ケキハダ｜長野燃 I 0.811 I o I o I 199.60 I -86.55 I 1.477ラ

キ ハ ダ ｜北 潟道 I 0.811 I o I o I 184.88 I ー I1.48ラ2

- ~＼q_, 



番号｜ふ度（~…m) ［間金く~； l 畑；；~0c）~j町長（200)l町五200)fョゥー
I 63＂＇迄 ラ3

J[. I 630～67° I 20.1 I o.so74- I 一 I .1.4732 I ?21.9 

7) …ヲ I 13.7 I o.8074 1・ :-68.19° i 1.4745 I ・ 192~.6
N I 68°~71° I 4.0 I 0.8202 l - I 1仰 I 213.4 

v I残寓物 1 .5.6 I - I ー ｜ ｜ 

弐に精油50gを減圧下に劃温蒸溜するに各滑分の物理的性；伏は次の通りであるの

以上の蒸滑によG℃滑分宜～IVは主溜分で原油の75.6%を占めその香気並忙沸点、上ヒ輩、屈折率．

等によりほぼ MyrcenC10H1s 〔がl~点62°～63° (17mm）、比重0.8023、回ず尚三1.4673〕に類する

ととを認め次の方法により乙れを証明したの

J［の消分を純アJレコーJレ40ccに溶かし金属ナトリウム7.5gを徐々にカIIえて還元した後、水蒸気

茶湘に附して符た油分をヱ－テルにて振取し脱

とれを氷酷酸13gに溶かし氷冷しつつプロ｛ムを66g滴力II しほ~股色し 2主くたるに至り氷及ぴ食

塩．で冷却し氷室中に放置し7とるに結品を析．出しとれを再結品iしたる陀高~！点'87。～88°0を示す6 ミ

Jレセンテトラプロミドは融点87°～88°Cで文献の記載t乙一致する。 h木品比4ついては？昆融法芭行は

註いが以上の諸事実に徴じミルセンであると認められるら精池中約75～80%を台有するのミルセ

ンの締法式は次の通りであるの

CH2 
CH3-..: ・ II 

)C = CH-CHrCB2-・C-CH=CH2 
Cfla/ 

3）脂肪対！の成分

_t記の方法により抽出したJlf!肪油は類黄色～賀補色透明の不乾性油で冷fl寺給品性物質を析出す

るの

本油につき物理的恨数を測定する忙次の渇：りでるるの

種子 夫 類 ｜震 地｜比重！峨価｜鹸化価｜鹸化価｜ョゥ素価l屈折率
｜ ｜ ｜ ｜ ｜アセチ；i/付加1後｜ ｜ 

ケキノ~I 長野将 I 0.904 ¥ 2.8 I 12.6 I 一－I 173.1 I ー
キ ハ ダ｜北海道 I o.951 1 2.7 I 63.6 I 187.35 I 149.1 I 1.4922 

本油50gをとり 25%アルコヶル性カり液lOOccを力uえ3時間水浴上で温浸して鹸化し、常誌によ

予鹸化物及び不鹸化物を分離するに、不鹸化物としてステリシ様物質・rn,s仇得た⑦本品ぽ類黄

色蝋様のI欧塊で常法lとより無水酷.1~食料容かし一滴の濃硫酸を力II えるに赤色～赤紫色を呈するの木

品D誘導体にういては目下精査中であるの

叉鹸イヒ物は常訟により酷酸鈴液にて処理し不飽和脂肪酸52，%を得、その10gをとり水400ccを力！！

ぇ、 5J：；古y性カリー液80ccを力llえて溶かしさえに2.5＿%過？ンガン酸カリ液にて酸化レ存；法に主り処理

して融点168～169°の結晶5.7%を得た。既知のサチピン酸（融点168°）と混融するも融点降下を認

めないのよって不飽和脂肪酸はリノ｛ル酸であることが確かであるの

:..... li7:..:..:.; 



本泊中飽和脂肪酸は殆んど認めないが命共他につき目下研究中であるの

以上の成績により黄柏実には精油0.7%を含みその主成分はミルセンで約75～80%を含有し特

異の佳杏がある。

叉脂肪油6.33）ζを含み不乾性油でその主成分はリノ~；i..酸であり、不鹸化物約16.8＿%を含有す

るの

寅柏実はミノレセンC資源として有望であり叉呑辛符として価値あるものと認められる。

〈昭和25年 7月日本薬剤師会学術犬会講演要旨〉

X四薬用資源の研究（第二報）

蔓荊子の成分研究（予報）

製 薬 部 木

西

村雄四郎

川洋

菱荊子はクマツズラ科 Verbenaceaeの落葉j荏木ハマゴワ Vitextr・ifoliaLinne var. ovata 

Makinoの果実を採取し乾燥したもので古来漢方にて鼠批並に清涼薬に供され、東京都下大島の

海岸を初め広〈全国各地の海岸に野生し、その葉は屡々蚊遣りに使用する地方がある。

吾々はハマゴウが海岸砂丘に於ける飛砂防止植物として価値あるばかりでないその果実即ち

菱荊子が特異の芳香ある点に着目しその利用上成分乃研究陀着手し、精油0.16%、脂肪油6.13Ji

のf也、一種。プラボンを:t~r出したので拾にその概要を報告する。

1）成分。抽出、及び分離

新潟！幌、刈核郡荒演付産の菱荊子を粉砕し、エーテル抽出を行い浸液を脱水してエ｛テルを溜去

し、残留物を水蒸気蒸溜して精油を分離した後、数回メタノールで温浸し各メタノーJl-i受液を合

し減圧でメタノ｛ルを溜去すると油月九物を析・出するから、とれを除き更に濃縮して貰’色の結品を

得？と。その牧得量は0.016_9ぎであるの

叉メタノ~；レ抽出差是溜助を減庄下 lとメタノ戸 Jレを駆出して粗脂肪270g約6.13%を得たの

ヨたにフラポンを抽出する目的で鹿児島！際薩摩郡産ο蔓荊子を粉砕し約4倍量のアセトンで 2時

間温i愛し、アセトンを蒸溜し濃縮するに粗脂肪を析出するからとれにエーテJレを加えて脂肪を溶

解するに黄色の結晶を浅沼する。とれを総別してメタノールより再結晶するとその収得量は0.15g

く0.05）のであるの

2) ブラボンの’性却ミ

ととに得た黄色の結品はメタノ ~Jレより数回再結晶するに黄色骨子;I{）＼結品とたり融点184° を示

すのアノレコ戸 jレ及び、メタノ，＿ }J.,に温時溶解し、アセトンには冷時よく溶解す毛。本品のアルコー

ル溶液はMg+H.01で楼実紅色を呈し，FeCla試液で、汚線色を呈し、KMn04試液を脆色し、ァェ

｛リング試液を還元したい。塩基性酢酸鉛試液で黄色を呈し、水酸化アルカリ試液並に濃H280会

に鮮黄色を呈して溶解するの

叉ブロログJレチン塩酸及びワニリン塩酸lてより黄色を呈する。
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以上の反障により本品は一種のフラボン’体であることが明かであるの

たむ本品はメトオキシ ）J.,.基を有しこれらの原素分析、誘導体並にその諸恒数については第2報

に於て詳述するの

3) 脂肪油の性欣

新たに分離した脂肪油は校黄色澄明の泊液で比重O.t/33、鹸化価 173.91、酸数0.56、ヨク素価

25.01、エステノレ価173.35で、あ~⑦

－本？由を25%アJレコ......）レ製ヵ pj夜亡、鹸化すると脂肪酸57;lJ；；＇、不鹸化物 4.43,9c;'を得たのとれらの

成分についても第 2報を期するの

fJ.j忌蔓那j子の利用については目下精査中である⑦

（昭手1125年 7月10日 日本薬剤師協会学術大会講演要旨〉

x V1ll ハナヒリノキ葉製剤並に殺姐試験

製薬部資源課司王 宕 遁 夫

ハナヒリノキLeucothoeGrayana Maximowiezは本邦各地のLil.!'JU l亡自生するシャクナゲ科の

植物でもその葉が古来便所の姐殺し1-cmいられているの偶々依頼によりとれを原料とする殺阻剤

を試作し併ぜて紋』！日力について検討したの

実験によれぽ

1) ハナヒリノキ葉は貯蔵中変質し効力が低下するもので新鮮た葉vi可及的速か忙乾燥したも

のを使用しなければ危らたいの即ちソックスレー抽出器を用いた有機溶媒による抽出エキス分は

火の通りであるの

新.1烏 JU玄’r’い 窪 神奈川将差

「：滋 媒 昭和24.秋採取品 ｜ 昭和25.7.採取品 ｜ 附 25.8.蜘品

クロ

メグノ戸 Jレ

7.95% 

17.84J6 

%11 I i 

附ート一一一一一一一一ート一一一一一ー一一一フf 十
%11 l ；，戸’ --1

60」－ー一一一一一一一一一一一一一一一十？一一一一ーュ....~ι二~戸イ三ーイ

%Ii! ~新鮮 i 
501rイ－－：一一一一一一一一二云ヲ戸子一一－－＇一一一一一一一－；－－ i

~H~IU－~ど竺；どこ三一＋－一一一一一一一一一一一十
I I 今 ノ耳 シ

%1: :; ／ てみ伊 ! . i 
却し」！ーァデ件士一一一一一「一一一一一一一一一一一一一一ーす一

姐＿ I;fi J/＇ 怜 . i . ! 
%11／〆1 I 

201ff1.ー十一一一一一一一一一一一「一一一一ァ一一一一一一一－t-
r廿 1:1J : 

学 1~lf~－~一一二一一一二一二一ート一一一一一一一一一一一一十
0.20.S 1 % 5 % 
%%  殺姐斉リ稀釈率

10 % 

'-119ー

s.3ヲ%

35.42q;; 

7.l79ぢ

32.70タ6

2) 製剤ゎ汗タJ主メタノールヱキス

をペントナイト lて吸着させた撒布剤

としたが将来とれに遮当な他燕を配

すれば実用化η可能性があるの

3〕 桜 ~l且力は葉の粉末及び各種有

機i容！東l亡よる抽出エキスの内メタノ

ールエキスが最もよく 60～70%-c・ぁ

るの

のおi阻試験成績は供試動防（今



同は最も7現世主主キンパェの釦lを使用〉の撰択及び実施本法により著しい相違がある。

5) メタノー Jレエキスをベントナイトを以て各種濃安（0.2～10；ぢ） lC調剤した検体について殺

姐試験を行った結果はru!J去の通りであるの

XlX エキス定量装置（木村式）の一考案

製 薬 部 木 村 雄 四 郎

生薬並は飲食物のエキス分を定量するととはそれぞれの品質を判定する上に極めて重要注条持

で、あるの

従来有機溶剤によるエキ不の定量には屡々ソッグスレツト浸出器を利用して来たがこの装置は

冷浸法によるもοであり且つ常K漉祇筒を用いねばたらぬ不便があるの

私は今回いわゆる朝比奈式浸出器．を改良してヱキス分の定量に極めて便利な一新定量装置を考

案したので弦にその概要を紹介する。

新案装置の改良の目的Jま定量結果の11：確と、資料、溶剤、強慌を：の資材並に浸出時ltllの節約に

あってその主要部分はすくに示す図の通りであるの

即ち装置は何れもガラス製で第 1図Aは浸出器で中管Bを1W.い蒸溜コ JレペシC並（＇乙還流冷却器

Dからなり E これを木栓で、A、c、Dを第 2図のよう（1ζ接続ずるが繁用ずる場合 l亡は各接続個所を

スリ合せにするのが便利で、あるの
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たお使Jl.Ico際浸出器枝管の下方の接続口に股脂綿を詰め℃資料の流出を防ぐの

私は新案。エキス定量装置〈｛院に木村式と名づ‘ける〉により多数の実験を行ったが紙数C関係

で実験乃デ｛タを省略するの

今、結論としでソックスνツト浸出器に比較してその示lj点を挙げると弐の湿りであるの

1）浸出には冷浸及び温授ができる弘

2) f＇回休J並に液体 C例え限醤油仁！:tのテーテノレニ立キスの定量〉の浸出に用いられる。
（ 

苦う比較的浸出時計！が短縮されるる

4) 泌さIt筒を要じたいの

5）装置が簡便で安価であり経費D都合では浸出器A、Bを求め他ほ試験室に常備D選定 J令、

却器及。：コ；！.－ベンを用いても差支えがたいの

乙の装萱については浸出器枝管の長さ、蒸溜コ Jレペンの容積等使用の目的により改良すべき点

もあるが広く試験室で活用されるととを要望する。
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